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はじめに

国際農林水産業研究センターは開発途上国の農林水産梁の発展に貢献する

め、その技術開発及び関連基礎研究等を中心に研究を推進している。研究の態

様にはいくつかの選択肢があり、最善の効果が挙がる方法が使われる必要があ

る（っしかし、そのため日本国内ではない他国の問題を取扱うには周到な調査・

検討が必要であり、少ない研究資源を有効に利用し、効果を発揮するためには

適切な戦略・戦術が必要になってくる。

このような目的のために平成4年度には引き続いて研究技術情報官（現国際

研究情報官）が中心となって国際研究企画検討会を開催し、インド、サウジア

ラビア、イエメン、オマーン、ソロモン諸島、バヌアツ、南アフリカ連邦、マ

ダガスカル、モーリシャス、メキシコ、コスタリカ、エクアドル、及びチリの

各国の一般的な農林業動向、技術の特徴、国立農業研究機関の現況、研究ニー

ズ及び共同研究実施上の問題点と展望について検討を行った。

本研究資料No.4は本検討会に提出された検討資料を取りまとめたものである。

内容として不十分な点も多々あるが、今後の利用に供するために刊行すること

とした。今後のその内容の補充．充実に期待したい。

平成 6年2月

海外情報部長

大野芳和
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の国々、インド、サウジアラビア、イエメン、オマ--ン、ソロモン諸島、バヌアッ、

アフリカ連邦、マダガスカル、モーリシャス、メキシコ、コスタリカ、エクアドル及びチリ

の13カ国について、①政治・経済・民生の動向、②農林業動向、③農林業技術動向、④国

業研究機閲(NARS)の現況、⑤国際協力の現況、⑥研究ニーズ・、⑦共同研究へのアプローチ、⑧

共同研究実施上の間題点と展望等の視点から検討を行った。その検討の結果を本研究資料とし

て掲載し、要約を末尾に示した。検討の結果の概要は以下のとおりである。

l) 本年の調査において近い将来TARCが研究者を派遣することが可能な国としてインド、メキ

シコ、コスタリカ、エクアドル、チリの 5カ国が挙げられた。

2) インドからは食品流通利用分野及びインド棗部の稲作分野について共同研究の要請がめつ

た。メキシコについては半位媒農林業に渕して多くの研究謀姐を持つが、当面CIMMYTとの共

同研究を中心として、更に情報の収集が必要である。コスタリカについては中米の代表的な

農業生態系を持つ地域であり、今後ともCATIEを通して情報交換が必要である。エクアドルは

赤道直下の農業生態系を持ち、稲作適地、畑作地、傾斜地が展開し、高冷地にはアンデス固

有の塊根類の遺伝資源が豊富であり、 NARSへのアプローチが可能である。チリは地理的に南

北に長い国のため熱幣、．亜熱帯、温帯、亜寒帯、高冷地等の農業生態系を持ち．、各種の農業

形態が存在し、広範な分野の共同研究がNARSで可能であり、今後、更に情報の収集が必要であ

る。

3) 現地調査が未実施であるが、サウジアラビア、イエーメン、オマーンは熱帯乾燥、半乾燥

農業生態系としてユニークな研究対象となり得る地域である。

4) 開発途上性と先進性の両面をもつ南アフリカ連邦は熱帯・亜熱幣の南部アフリカの農業生

態系をもち、研究対象として今後の検討が必要な地域である。

5) ベトナムは今回の対象からははずれるが、生産凰視の政策を取り、技術閲発に力点をおい

ている。 FAO/UNDP、CG!AR(国際農業研究協議グループ）の研究機閲との共同研究が実施され

ているが、 TARCに対して具体的な研究テーマに基づく強い要諮があることを付記する。

6) TA.RCは現在バイラテラルなNARS及びCGIAR研究機関との共同研究のみを行っているが、トリ

パルタイト又はマルチラテラルな共同研究の要請が最近増えてきている。今後この間題に関

して調査・検討を続ける必要がある。

7) 熱閤農林業研究における戦略的翫点課題の素案が座長より提起されたが、今後の検討諜題

とし、'-0 

8) 平成5年度以降には、新糾綴が新たに研究対象とする地域、すなわち棗アジア北部、中央ア

ア及びラテンアメリカ南部等の地域について調査研究等を行う。また、アフリカ、中南米

地域については特定テーマに閲する調査を行う予定である。

ーl一



2 桑 イ ン Iミ

1) ・経済念 の動

(1)ア ア 「 途上地域日本語文献目録」 198 1990 

う 股業閲係件数

1983 123 3 

1984 150 12 

1985 148 ， 
1986 212 1 7 

1887 163 ， 
1988 169 11 

1989 162 7 

1990 158 7 

計 1285 75 

（参考：佐藤正仁 1983.6 インド・絶対的貧困からの脱出転換期に立つ世界の科学技術

政策① 技術と経済 110-129) 

(2)井上恭子 1992 1991年のインド アジア動向年報 1992年版アジア経済研究所

1991年のインドは、ラオ政権の誕生と同政権の打ち出した経済自由化政策によって特徴づけ

られる。 5月の選挙中のラジーブ・ガンジ一元首相の暗殺の後、国民会議派は長老のナラシム

ハ・ラオ氏を首相に推した。ラオ首相は経済危機を乗り切るため、経済テクノクラートのマン

モハン・シン氏を蔵相に据えて、ルピーの切下げ、新産業政策（外国からの投資への規制緩和

を含む）などの抜本的な経済自由化に踏み出した。

(3)最近の新間、雑誌記事 1991.6.-1992.8. 9件

日本経済新聞 92. 6. 25. インドの民族間題

日本経済新聞 92. 6. 25. ィンド経済改革

日本経済新間 92. 6. 25. インド、自由化政策に成果

日本経済新憐J 92. 9. 3. アショク・デサイ氏、インド蔵相経済特別顧間

Time June 3,1991 India in a State of Shock (ラジブ・ガンジーの暗殺）

Far Eastern Economic Review 30 Apr.1992 A Lum in the south 

Rao strengthens his grip at Congress plenum 

担当：濱村邦夫

-1-



FEER 14 May 1992 Bulls on the rampage 

FEER 23 Jul参 1992 Round one to reforms 

ンドの株式市場）

The going gets tough as Rao dumps socialist dogma 

FEER 23 Jul.1992 Failed gods of the past (公共企業の赤字）

FEER 23 Jul.1992 Provincial paralysis 

Mafia dons, mounting deficits haunt the states 

FEER 6 Aug.1992 That sinking feeling 

India's first overseas equity issue collapses 

FEER 6 Aug.1992 Marriage of convenience (インドとアメリカとの関係）

FEER 13 Aug.1992 On fer ti le ground (避妊薬）

(4)参考資料

①山崎利男 1985 悠久のインド ビジュアル版 世界の歴史4 講談社

②松山俊太郎 1988 インドを語る 白順社

③定方晟 1982 アショーカ王伝法蔵館

④深井聡男 1987 デリー 世界の大都市 9 教育社

⑤ダイアモンド社 1992 地球の歩き方 インド

⑥五島 昭 1986 インドの大地で 中公新書 790

筆者は 1980-84年に毎日新聞の特派員としてニューデリーに滞在した。

筆者はインドを多様性と統一性の総藤と見ている。多様性（遠心力）として、貧富の差、

カースト制度、男女差別、民族間題、ヒンドゥーとイスラムの対立を上げている。統一

性（求心力）として、政治的努力に期待している。

（要約） インドに関する情報は、比較的豊富である。インドは非常に進んだものと非常に遅

れたものを両方持っているが、国全体を平均すれば、やはり途上国と言えるであろう。

2)股林業動向

(1)股業生産

表 1農業生産（農業年度 7月,--...,6月）

単位 1985-86 1986-87 1987-88 1988-89 1989-90 

食 糧 100万t 150. 4 143.4 140.4 169. 9 170. 4 

(a)穀類 JI 13 7. 1 131. 7 129. 4 156. I 158. 0 

米 II 63. 8 60. 6 56.8 7 0. 5 7 4. I 

小麦 ” 4 7. 1 44.3 46. 2 54. 1 49. 7 
ジョワール

＂ 10. 2 9. 2 12. 2 10. 2 12. 9 

とうもろこし ” 6.6 7.6 5. 7 8. 2 9. 4 

ノヽ‘ン‘‘、‘ュフ一 JI 3. 7 4. 5 3. 3 7.8 S. S 
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(a) 油料種子 100万t 10.8 11. 3 12. 7 18. 0 16. 8 

(b) さとうきび ＂ 17 0. 7 18 6. l 196. 7 203.0 222.6 

(c)綿花 100万ベイ/v 8. 7 6. 9 6.4 8. 7 11. 4 

(d) ジュート
＂ 10. 9 7. 4 5.8 6. 7 7. l 

(c) メスタ ” 1. 8 1. 3 1.0 1. 2 1. 2 

（［） じゃがいも 100万t 10. 4 12. 7 14. 1 14. 9 15. 1 

1989-90年度の数字は暫定1) 

2) 油料種子は、落花生、菜種、マスタード、胡麻、ひまを合わせたもの

3) 綿花の 1ベイルは 170kg、ジュートとメスタの 1ベイルは 180kg 

4) ジョワールはソルガム、バジュラはトウジンビエ

5) グラムはヒヨコマメ、 トゥールはキマメ

6) メスタはローゼル

（出所） Government of India, 1991 Economic Survey, 1990-91 

アジア経済研究所 アジア動向年報 1992年版 所載

(2) アジア経済研究所 「発展途上地域日本語文献目録」に

ある主な農業関係文献

坂元邦夫 1986 インド農業の発殷と今後の課題国際農林業協力情報 8(1):7-13 

岩田文男ほか 1986 乾燥地農業の研究事情調査報告書 シリア・)¥゚ キスクソ・イソド熱僻農業研究セ

ンター研究資料

宇佐美好文 1987 インドの緑の革命と食枇事枯農業と経済 53 (3): 71-80 

松本絹代 1988 農業開発の地域的課題 インド国際殷林業協力 11(1/2):118-121 

国際農林業協力協会 1989 インドの農業

(3) 資料の検索

熱研情報資料課所蔵の図害

インド関係 カード 英文 688 冊

和文 137 冊

切 l'.01ータ 英文 5 冊

(1991-) 和文 5 冊

CAB (1982-92.10)文献検索

インド 76682件股業 57761件 インドの農業 3394件

-3-
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農業発展0)
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と

くの課題を抱えている。

多額の投資を必要と

している。

(l) 

の伝統的農法は、土壌水分の保全を中心としている。

中尾佐助 (1966栽以柏物と農耕の起源）は、稲作文化は、雑穀栽培の「サバンナ農耕文

化」の変形に過ぎないと考えた。

応地利明 (198 7稲のアジア史 2) は、インドの稲作が、①岳力による整地作業、②直播

か多い、③稲どうしの関で混播、混植している、④牛蹄脱穀法が多い、など雑穀

の燐広と共通して点が多いとしている。

ンドにおける焼き畑 jhumに替わるシステムが求められている。

資源投）＼

灌條将及率は 25%で、インドネシアの 35%、ベトナムの 28%よりは低いが、タイの 20%、

ィリピンの 19%よりは］りい。しかし、パンジャープ地方のみをとってみると、 1970年時点で

66 %であり、特に Tubewell灌漑の普及が顕著であった。

稲の近代品種の晋及率は 58%で、フィリビ゜ンの87%、インドネシアの72%よりは低いが、マレ

ーシアの 54%とはほぼ等しく、バングラデシュの 30%、タイの 13%よりは闊い。

肥料の投人凪（成分鼠合計）は 65kg/haで、やや少ない方である。 フィリピンの 63kg/ha

とほぼ等しく、タイの 39kg/haよりは裔い。国内の各州のrrnでの格差が大きく、 「緑の革命」

-4-
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Appropriate technology 

で 1979 太
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最大限

Appropriate 『ochnologyDevelopment Association 力ゞ Lucknow, Uttar Pradesh 

る

さ

の

の閲発に際しては、社会的、

まれる。

重要であり、社会科学系の研究者

適正技術開発の研究例としては、侵食防止法、有機肥料の活用、捉魚の蒋入、工業副産物の

用、更新可能なエネルギーの利用、バイオガスの利用、手動ポンプ、竹を用いた井戸、

の播種、廊肥同時作業機、ペダル式居箕などがある。

Natural Resources Management for a Sustainable Agricultureのテーマで 1990.2. にシン

ウムがおこなわれ、 2冊の報告書にまとめられた。

（要約） インドが人口増加に見合う食糧の生産を得るためには、近代的多収技術の更な

る導入が不可欠であろう。他方、環境保全への考慮が今までより厳しくなるので、新しい工夫

も必要とされる。

4)国立農業研究機閲(NARS)の現況

(l) ISNAR 1989. A global database on National Agr.Res.Systems. 

インドの農業閲係研究機関は、国と州の 2レベルがある。国レベルでは、 !CAR傘下に国立

研究機関 40、研究センター l4、 全インド統合研究プロジェクト (AICRP) 7 0以上、国立

1 2がある。州レベルでは、アメリカの Land-grantsystemを取入れ、州立大学が農業の

研究（及び教育、普及）を行っている。 ICARと州立大学 (SAU)はAICRPにより協力しており、

いくつかの州立大学では、年間予算の 15-30 %がICARからの資金である。州立大学の予算

のほぼ3分の 1が研究に使われている。

表 2 研究者数の変動

1975 1979 1985 1987 

ICAR 

SAUs 

0

6

 

4

2

 

4

l

 

3

,し

3707 

3203 

4109 

4280 

4052 

5800 

,-
-J-
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5666 
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研究費

6910 

ーit
冬l、
cu nc 
ui 
or 
eg 

i ー

rl 
oa flr 

8389 

•V 
ri 
gn 
Anu 

Current LCU (million Rupees) 

Constant 1980 LCU (mi 1. Rps) 

Constant 1980 US$ (millions) 

Atlas 

PPP 

Source 

9852 

hs 
ce ri 
at e .. i 
ss 
or 
Re 

1970 

267 

616 

74 

204 

1) 

Source 1) Boyce,JK. ,et al.1975. 

2) Oram,PA. ,et al. 1984. 

1975 1980 

583 1342 

84.3 1342 

101 161 

279 ,1,1,1 

2) 3) 

3) Randhawa,NS. Agricultural Research in India: 

1985 

2082 

1423 

1 71 

471 

3) 

An Overview of Its Organization,Management and 

Operations. FAO Research and Technology Paper 3, 

Rome: FAO, 1987. 

(2) Longman Group UK. 1990. Agr.Res.Centres. 

1990年（第I0)版では、 192機関を収録している。

1983年（第 7)版では、 398機関を収録している。

(3)訪間研究機関(1992.9) 

主要訪間研究機関名：インド農業研究会議、インド農業研究所、中央土壌塩類研究所、国際

半乾繰熱帯作物研究所、 稲研究理事会、中央食品技術研究所、インド稲研究所

①インド農業研究会議(ICAR) 

副局長で作物担当の Dr.P.N.Bahl を訪ねて、関係者から話を聞いた。

耐塩性作物は特にラジャスタン州などで重要であり、内陸で 5百万ha、沿岸地帯で 2百万ha

の 7百万haが対象地域となる。既にいくつか耐塩性の優良品種が育成されている。
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豆〉

4
 

では、 3つ0)

リッドラ

田である。

DRR(Directorate of Rice Research)と CRRI(CentralRice Research lnsti--tute)は共

!CAR 

扱うの

課題を

である。 410

であるが、 DRR

して、 CRRIは研究の

し ICか~゜ らは（イ）呑り

aの水田のうち、 60%

の他に、連絡試験の をやり、

マプイ）

Ra inf edであり、

として

＼、王として 田の稲を扱う。

ンド農業研究所 (IARI)

所長の話を間いた後、副所艮の Dr.P.N.Tiwari と土壌農薬部の Dr.M.S.Kheraに案内しても

らって、稲作付体系、とうもろこし作付体系、畜産、微生物部、藍藻、肥料長期辿用試験、バ

イオガス、環境汚染研究、害虫総合防除、稲育種などの各セクションの話を聞いた。

稲作付体系では、セスバニア、カウピー、マングビーンなどとの輪作試験を開始した。

とうもろこし作付体系では 5作物との紐合せを検討し始めたが、鉄欠乏、亜鉛欠乏も間題に

なるそうである。

については が IARIに残っているものの、主体は Haryana州Karna! O) NDRI 

(National Dairy Research Institute)に移転したとのことであった。

微生物部は有用微生物の研究を行い、 Microphos,Rhizobium, Azotobacter, Azospirillum 

などの微生物肥料を製造していた。有機物の分解過程をコンクリート枠を用いて研究し、

Organo-Bi o-Fer ti l i zcrなる考え方を打ち出していた。

藍涵類については、約 500の遺伝資源を持ち、水田での施用法を普及に移していた。

肥料の長期連用試験の結果によると、半量施用区では 4,...,,5年で、 1.5倍施用区でも12-15

で稲収屈の低下が顕著になる。これは主として鉄、亜鉛などの微量要素の欠乏による。

牛の奨からエタンガスを得るプラントが出来ている。バイオガスの一つの間題点は冬期間に

生産が低下することである。

ガンジス河の農薬汚染のモニタリングを行っている。

IARIの害虫研究部門では、昆虫の立脈な標本庫を持ち、また天敵の研究を進めていた。

IARIでは香り米の新品種 PusaBasmati を育成した。 Pusaは IARIの立地する地名からきて

いる。育成の主任は現在 DRR の所長である Dr.E.A.Siddiq であった。

③中央土壌塩類研究所 (CSSRI)

CS SR I (Central Soil Salinity Research Institute)はデリー市の北西約 160kmの

llaryana州 KarnaIに位骰する。 4郎から構成されるが、それらは土壌・作物、作物改良、排水

• 水管理、技術評価移転である。 91名の研究者がいる。耐塩性、耐アルカリ性の作物の育種は

ほぼ 1作物 l研究者の割合である。

稲の生理、育種、麦の育種、訓料作物の育種の話を聞き、 Gudhaの現地選抜圃場を見た。

耐アルカリ性に優れる品種として、稲では CSR10, 小麦では KRL1-4が育成されている。

CSR 10はその抵抗性をCSR1から受け継ぎ、さらにその元はインドの在来品種である Damodar

から来ている。

アリカリ土壌の改良は石膏を施用することによって可能である。

耐塩性の生理的指標として、 Na/Kの比率に注目している。プロリンの蓄積、アブシジン酸の
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などの
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るという。
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46の

門で
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ほとんど 100%のゴール

インド

としている。

研究機関も
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(CRRI,Central Rice Research Institute) 

のオリッサ州 り、長し を

の各分野の

よって異なるので、

を研究している。研究は

110人である。

である。部が10、
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した。

してい
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っているという状況で予算の不足は明かであった。

の抵抗性選抜には適しているという。シントメ

されていたが、この方法で感受性の品種で

を抱えており、

を

フォード

を必要

お貧弱な面を抱えて

5)国際研究協力の視況

インドは比較的外国援助に頼らず、目力でやってきた方である。 !CARのパンフレットによ

ヽ円 l?Jヽ 叩ノバこ閃して次のように記述している。「!CARは諸外国、 CGIAR機閲を含む国際機関な

どと32の協約あるいは励定を結んでいる。外国の資金援助によるプロジェクトが109ある。年間

300 -350人のインド人研究者が、学位取得、訓練あるいは国際シンポジウム参加のため外国に

出ている。」

(l)外国からの

(188 ょ 、外国の よるプロジェクトの ノヽパ＞ふ〕

、以 りである。

カナダ(IDRC)は、 CarpNutritional Review, Asian Small Ruminant Information 

ntrc (ASR!C), DBMS for Central Institute of Presh Water Aquacultureなどのプロンエ

クトを している。
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『ransfer「echnology,Conversion of Biodegradable Animal Waste intoしivestockFeed, 

Agro-meteorology Research, Agroforestry Researchの9つのプロジェクトを行っており、こ

らの内、 2つは 1991ふに完了した。残る 7つは 1992.6. に終了する。新しい 6つのプロ

ェクトが承認され、事前調査に入っている。それらは、 OnFarm Water Management, Farm E 

quipment Manufacturing Technology Centres, Animal and Fish Genetic Resources Conserv 

ation, Tissue Culture in Horticultural Crops, Protected Cultivation and Greenhouses 

, Integrated Pest Managementである。 USAIDは PlantGenetic Resources Projectを支援

している。 USIF(US-IndiaFund) は ICARの紐餓、州立大学などに 94のプロジェクトを持ち、

新たに 36のプロジェクトを計画している。

Rockefeller財団は雑誌 Oryzaの出版を支援している。

③ ソ連との協定は 1987年に結ばれた。 WheatBreeding, Sunflower, Animal Health 

の3分野で 5年間にわたり、材料、情報、研究者の交換、交流を行う。

④ イギリスとは RenewableNatural Resourcesの研究プロジェクトの協定を結んだ。

⑤ 1990年にアフガニスタン政府と MOUを交わした。

⑥ BARC (Bangladesh Agr.Res.Council) と科学技術協定を結び、実行計画を協議した。

⑦ SAARC (South Asian Association for Regional Cooperation) の技術委員会に参画して

いる。 SAARC として AgriculturalInformation Centre (SAIC)を作った。

⑧ インドは CGIARの資金供与国の一つである。 CGIARの13機関の内、 9の機関と協定を

結んでいる。それらは、 ICRISAT,CIMMYT, IRRI, WARDA, CIP, !CARDA, IBPGR, CIAT, 

IFPRIである。

⑨ 他に、中国、フィリピン、モンゴル、キューバ、エジプト、フランスからの研究者が協定

に基づいてインドに来訪している。

⑩ 世界銀行が26の州立大学の研究機能を強化するためのNationalAgricultural Project 

を支援している。このプロジェクトは 1979年に始まり、 1985年にPhaselを終了し、

986年から PhaseIIに入った。 120の農業気候区分をカバーする 343のResearchCent 

resの研究設備が強化される。それによってlocationspecificで need-basedrese-arc 

hを行うためである。

(2)日本からの技術協力

国際協力事業団のインドにおける農業研究関係案件は、中央蛋業研究訓練所 (CSRTI)のプロジ

ェクトのみである。

中央蚕業研究訓練所 (CSRTI,CentralSericultural Research and Training Institute) 

マイソールの当機関で国際協力事業団による技術協力が行われているというので、立ち寄っ

て見た。インド側が UNDPからの借款によって建物を作り、内蹄施設を JICA資金で整備する

計画であるという。

インドではさく蛋、くす蛋など珍しい蛋の遺伝資源がある一方で、通常の蛋の場合、繭から

生糸を得る収率が1/9ないし1/10で、日本の1/4程度に比べると半分位であることが間題であり、

効率のよい二化蛋を尊入することが必要とのことであった。

-10-



CRRIの病理の Dr.S.Devadathの部屋にはベトナム語で書かれた賞状が掲げられていた。 Dr.D 

cvadathは CuulongDelta Rice Research Instituteに約4年滞在して指導したことがあり、

の功績を表彰されたのだとのことであった。

6)研究ニーズ

(1)国家経済発展計画

国家経済発展計画は第 1次から第 8次にわたっており、農村開発計画を中心として、各期の

重点は以下のようになっている (AICAF「インドの農業」）。

第 1次 1951-56 農村共同体開発 (VillageCommunity Development) 

村の自治機関 Panchayat と協同紐合の育成

第 2次 1956-61 耕作協同構想 参加(Participation)間題

第 3次 1961-66 Panchayat Raj農民の自治紐織

年次計画 1966-69 1966年から高収韮品種の導入が始まる

第 4次 1869-74 SFDA, Sam! I Farmers Development Agency 

NFAL, Marginal Farmers and Agricultural Labourors 

DPAP, Drought Prone Area Prohramme 

CSRE, Crash Scheme for Rural Employment 

第 5次 1974-79 WVDP, Whole Village Development Programme 

Twenty Point Economic Programme 

IRDP, Integrated Rural Development Programme 

1976 - SFDAとMFALを統合

FWP, Food for Works Programme 

1977ー ジャナタ党政権

年次計画 1979 股村開発を担当する省が独立 農村復欣省 Ministry of 

Rural Reconstruction 

SFDA,MFAL,DPAP,CADPを IRDPに統合

農業の多角化計画

混合農耕技術 Mixedfarming technology 

第 6次 1980-85 NREP, National Rural Employment Programme 

!SB, Rural lndistries, Services and Business Component 

TRYSEM, Natonal Scheme of Training of Rural Youth 

for Self-employment 

第 7次 1885-90 農業生産の加速化、食糧穀物と食用油の自給化

第 8次 1991-95

(2)農業政策目標

第 7次 5ケ年計画 (1985-90)の農業開発政策は、農業生産の急速な発展を目指している。農

業生産の年成長率の目標を 4%とし、食糧生産の年成長率の目標を3.7 %としている。

このため、灌漑面積の拡大 (1300万ha)、化学肥料の増投 (840万tから1400万tへ）、品種改

-11-
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〈7)

JCARとの

の

ロシニクト

0)丁フロー

る狐Rv)Dr苓Siddiqから

開 （当 から紹介 あっ

'-＼ぷ l・・、ハーベスト る JO)Dr.P.Vecraju らの

。り「合『ふりeeraju きにより 日。 1891錢 12.3. に

ヌ、 より、イン lRに提

19DZ, 12 2G け Fax られてきた。

・I CARの Dr.凡5魯 Paroda房 DirectorGeneral for Crop Production とDr,ManglaRai, 

AssistantいirectorGeneral 貯蔵施設整備計画(。両氏はインド種子研究、

のため、来日した。 1992.2.19診

号イン 臣の来所

戦略的アプロ

(l) し 11 7,58-59,6 l) 

課題 派遣先

67-70 熱帯農産物の CFTRI 

68-68 ソ ムの IARI 

68→ 69 畑作 熱帯のトウモロコシ育種 IARI 

6 の食品的利用 CFTRI 

72-74 インドの農業の lARI 
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7 ， ッカセイの ICRISAT 

8 2 畑 ムの耐 性 ICRISAT 

田中 82-83 流通利川 ピー ッツのマイコト ン ICRl 

斎籐道彦 82-83 流通利 ピー ッツのマイコト シン ICRISAT 

8 5 畑 0) が',¥J > の ICRI 

は、 「食糧の国際開発」

術革新に一章をあてている。チュー

階として「白い革命」

1977年 中でインド、パンジャーブの農業経済と技

ウェルの普及が「緑の革命」の前提をなしたとし、

を展望している。

短期在外研究

服郎伊楚子、 永仁恵、 渡辺好郎、 花木琢磨、 渡辺昭三、

竹尾忠一、 日高輝展、 栃原比呂 、志村英二、 加藤肇、

呉鍋勝、 山元剛、 伊藤純雄、 長谷川聖人、横山 正、

研究管理調査

石倉秀次、 星出 暁、 土屋睛男、 石塚又五郎、伊）飯秀男、

川上潤一郎、中川昭一郎、今井隆典、 昆野昭晨、 高橋逹児、

田口俊郎、 中島健次、 大久保隆弘、閲 道生

海外研究調査

上村光男、 山田登、 星出暁、 村上寛一、 勝尾清、

稲村宏、 大川義泊、 竹生新治郎、岡部四郎、 脇本哲、

訛井克祐、

大森武、

今井秀夫

八田貞夫、

高沢寛、

安間舜、

早瀬逹郎、

小田桂三郎、大西蛸彦、 山田行雄、 日高輝展、 丸杉孝之助、飯塚典男、

土屈茂、 岡啓、 金田忠吉、 中川原捷洋、丸山消明、 浜屎悦次、

和田源七、 長野間宏、 笹野伸治、 岩田文男、 守中 正

(2)インドを共同研究の相手国として選定した場合の利点

田三郎、

山川理、

杉山信太郎、

杉浦巳代治、

川鍋祐夫、

有原丈二、

インドの研究機関のトップ（良い方の極端）は水準が高いので、レベルの高い研究が可能で

ある。

(3)南アジアの拠点としてのインド

スリランカ、パキスタン、ネパール、ブータン、バングラデシュなどとの関連をにらみつつ

研究することが出来る。

(4)共同研究の規模の間題

インドの様な大国を相手にした場合、 1人や2人の研究者を送っても、そのインパク

トは非常に小さい。大きいチームを送ってほしいとの話があった。 (CRRIの育種家 Dr.B. K. 

Raoの意見）かといって、熱研が大部隊を送ることはかなりの決断を要することである。
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8)共同研究実施上の間題点

(l)インドの大国主義、

ク）

会社窓口で

まで払いに

し過ぎて、柔軟

ば艮いのに、

を ることができない。

ンコクではそうしている）

、空池税

ざわざ空泄内の銀行の窓口

るなどのことである。

(2)インドにおける生活条件

インド国内を国内航空で移動する際、運航が順調であるか不安があったが、全体としてスム

ースに移動できたので、サービスの水準は向上しているものと見受けられた。

レンタカーは、運転手付きのアンバサダーで一日 (8時間、 80km)5251vじ゜ー、それを超過する

と1時間に付き 45/Vt゚ー、 1 kmに付き 7紅゜ーといったシステムであった。比較的順調に移動で

きた。

デリーの生活条件は比較的よいようであるが、肝炎、デング熱などの病気と時折バンコクま

で買い出しに出かけるという食品のことが悩みであるようであった。ハイデラパードの生活条

件はデリーより困難と見受けられたが、何軒か中華料理店もある。

マイソールでは J!CA専門家はホテル葬しをしていた。

カタックでは長期滞在は困難かもしれないが、約 30km離れたブバネシュワールにはホテル

もあり、通勤は可能であろう。

インド人は、ヒンズー、イスラムの宗教あるいはカースト制度の枠があるためか、普段は比

較的平穏であるが、一且紛争に火がつくと、日頃の不満が爆発して暴走すると言われる。こう

した点、状況の把握が肝要であろう。

(3)研究条件

南アジアの諸国では、一般に研究機材、車両の持込みに対して、高い関税をかけるところが

多い。

9)共同研究への展望

(1)ポストハーベスト研究

食総研と CFTRI とは国連大学を通じた接触があり、マイソールの生活条件も比較的良いこと

から、出る人さえ届れば、実現の可能性は大きい。

(2)稲迎伝資源

稲の研究は、ニューデリー、ハイデラバード、カタックの 3カ所が候補地として考えられる。

生活条件としては、その順で悪くなると見られる。

カタックにおける稲研究の主体は、天水の陸稲であって、水稲とは違った難しさを持つ。

(3)豆類の研究

-15-
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3 雫 サ ア ヒ-ア

l) ・経済・

(1)概

1 ウ アラビアの ータ

項 目 内

面 : 214万9,690km'(日

源：石油、

総 人 口： 1,487 

：リヤド(Riyadh)、人口200万人(1988

郡市：ジッダ(140万人），メッカ (62万人），タイフ（夏の大都，20万人）

種：アラブ人、部族間の宗教や言語は同じ（主要9部族）

はアラビア語

教：イスラム教発祥の地、多数派のスンニ脈の中でもワハブ派が支配的

政治体制：祭政一致の絶対君主割

法：成文化した憲法はない

元 首：国王、世襲制、ファハド・イブン・アブドル・アジス

議 会：国会はない

主要政党：政治活動を目的とする政治糾織は認めていない

国民総生産： 868億9800万ドル(1989年）

!I /人： 6,020ドル（同） （日本の21%) 

通 貨：サウジ・リヤル(SaudiRiyal)、 1ドル=3.7495リヤル(91年）

Source:World year book, 1992 

(2)位悩・地勢

サウジアラビアは、アジア大睦の南西端にあるアラビア半島の約 5分4を占めている。北

はアカバ湾、ヨルダン、イラク、およびクウエートと接し、南はイエメン、オマーンと境を接

している。また、東はペルシャ湾（アラビア海）、カタールおよびアラブ首長国連邦があり、

西に紅海がある。サウジアラビアは、アジア、アフリカ両大陸の接点に位置しているので、

国際政治上戦略的な位懺にあると言える。北緯16-32度、東経36-56の間に位悩する。

地理的には、ネジド (Nej d)、ヘジャーズ (Hejaz)、アシール (Asi r)、ハサ (llasa)の 4 

地域に区分される。

①ネジド：サウジアラビアの中心にあり、東西約300キロメートル、南北はイラク、ヨルダン

国徴方面からルブウ・アル・ハリー砂淡が主な地域。オアシスが散在。サウード家の発袢

の地でその主要都市リヤドは首府

②ヘジャーズ：紅悔沿岸にある西部地域、主嬰都市はジェッダ、メッカ、メデイナ、タイフ、

担当：岡三徳
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ンプー。ヘジャーズの西部は海岸沿いの平地であるが、東部は山岳地帯であるためネ

との交通は困難。山間部にはワデイ（雨季のみ水が出る）と若干のオアシスが存在。

③アシール：紅海岸地域でヘジャースの南、イエメンの北にある地域。沿岸地方およびその

東の山間綿ともに雨量が多く、オアシスが散在するためサウジアラビアでは比較的水の豊

な農業地域。主要都市はアバフ、ジーザンが主要都市。

④アルハサ：東部地方と呼ばれ、ペルシャ湾岸地域に位置。平地で砂が多くオアシスがあり、

比較的水に恵まれて地域。ダハラン周辺にアラムコの開発した大油田があり、産業上は最

重要。主要都市は、ダンマーム、ダハラン、アル・コバル、ホフーフ。

第1図 サウジアラピアの略図

(3)気候

砂漠が多く、国土の大半が熱楷域（ジェッダ、リヤドは北回帰線直下）に分布することか

ら高温低氾であるが、地方によって較差がある。

ネジド地方は砂漠気候で、 5-9月の夏期は日陰でも45℃の日が多いが、夜間は温度が低下す

る。冬季の温度は暖房を要するほど低下して、日較差とともに年較差も大きい。ヘジャーズ地

方の海岸部（ジェッダ等）では、極めて湿度が高く、とりわけ気温の上昇する6-9月では最高
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80%を越える日が多く不快指数が高い。この地方では冬季 (11--1月）に数度にごく短時

降るのみで、年間降雨量は70mmである。また、アンシール地方は10月から5月までの期間に

降雨砿が多く、年降雨鼠は300-GOOmmである。ハサ（釆郎）地方もネジド地方と似た氣候であ

るが、比較的降雨量が多く湿度も高い。

表 2 主要都市の気候

都市 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年合計

リヤド（ネジト地域）：

気混 14.6 16.5 21.2 25.0 30.4 33.6 34.2 34.l 31.2 25.9 20.2 15.1 25.2 

雨量 13.9 13.6 18.4 22.1 13.4 0 0.1 0 0 0 5.1 15.8 102.4 

ジェッダ（ヘジャース地域）：

女Ul』 23.423.9 25.3 27.4 29.8 31.5 31.9 32.l 31.0 29.6 27.4 24.9 28.2 

雨鼠 5.9 0.9 5.9 0.9 0.2 0 0.3 0 0.3 0.1 29.4 26.5 70.4 

アシール（アシール地域） ： 

気温 15.9 17.6 23.2 25.6 27.9 30.7 31.7 32.0 29.5 24.4 20.5 19.2 24.9 

雨菫 54.7 3.3 30.1 35.8 47.8 7.4 18.6 39.2 2.1 28.8 5.2 2.1 275.1 

ジーザン（アシール地域） ： 

気温 26.5 25.9 27.9 30.5 32.1 33.3 33.8 33.0 32.B 30.9 29.1 27.5 30.3 

雨量 26.2 3.4 7.6 8.1 25.0 2.5 7.3 53.6 3.5 83.0 30.0 17.8 268.1 

Source: 理科年表、 Min. of Defense and Aviation, 1977. 

(4)略史

1902年 建国の租サウド家の77'' ドーIV•7ゾス2世がリヤドを中心に平定

1926年 西部ヘジャスを併合して政治的統合

1927年 英国との条約で独立

1938年油田発見

1964年 3代国王ファイサル即位、閣僚会議創設・国家基本法制定等により近代国家の基礎を

形成

1975年 ファイサル国王が甥のムサド王子に暗殺、第4代国王にハリド皇太子選出

1979年 イスラム教過激分子聖地メッカのハラム大寺院を襲撃、 2週間占拠

1982年 ハリド国王柄気のため死去、ファハド皇太子を4代国王に選出

1985年 リヤド市内2ヶ所で同時爆弾事件、イスラム過激派「イスラム聖戦機構」が犯行声明

1987年 数千人のメッカ巡礼イラン人が反米デモ

1990年 3月イランとの国交断絶、 8月湾岸危機、クウエート支持

19 91年 4月イランとの国交再測、イラン人のメッカ巡礼再開

(5)政治

①内閣：国王が立法、行政両権を行使する内閣の首相として主宰し、閣僚を任免するなどの

広範囲な権力を集中、 91年8月内閣改造

②司法：最高司法協議会が最高権限を持ち、イスラム法によって裁定
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への動きの表面化さ

よるデモ

グ〕

の国内駐

日 (91.3滋 l 国、 国王・首長らへの国際批論の

圧力じわり」

している国王・ る民主化要 とくに議会設罹嬰求がクウI―
ト、

凸
／ 

｝
、
い
‘,"閃

ウジアラビア、バーレン、カター

ラビアで'"''

王が「コーラン

の

うことが、

アラ

つJこ」と

連邦で出ている。

を報道。しか

、原始的か」と、外部の

(6)外交

アラブ 1肛界で最も親欧米的立楊をとる国の一つ、米国との 111~係を最重視する。

88年4月に断絶したイランとの外交関係を91年3月に 3年ぶりに復活、中東和平会議に積極的

をみせるなど、対イスラエル敵視にも変化が見える。

く対日関係>1954年田交樹立。対日貿易 (90年嵐） ：輸出； l 04億6,I 55万ドル（侃年比48。4

％増、内96.6%は原油輸出：その訊は日本の輸入原油全体の約16%に相当）、輸入； 33俯1,125

ドル（同20%増、主要輸入品は自動車、鉄銅等）、多くの日本石油閲連企業の進出。在留法

GO人 (90年10月）、技術協力90年度までの実紹で専門家派造322人、調査l:Jl366人、研修只

『！人、機材供与lH10>14 O万1月

(7) 済

サウジアラビアの田際収支は、石油名11111]の黒字で非石油郎門の赤字と政府象民間の外貨

を迎め合わせる構悲となっている。

GDP (現行価格、 1888) : 2,863低SR; GDP'. 火質成長率3.2% 
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: 850万バレル／日（同年の日

日

日、 92.3. 7) 

625. 7 レ

易

（イ）輸出 (90 : 444億18 6.4%増）

(11)輸入（ 年） ： 247億6,048 （同17。1%増）

4 主要輸入品目 (1988年） （単位100 ドル）

輸 出 輸 入

石油・精油 20,178 哨費財 5,071 

石油化学製品 2,704 機 械 3,293 

その他 822 輸送機器 3,698 

食 品 3,016 

建設原料 3,184 

の他 3,403 
---------------------------- ---------------------------

23,704 「計 21,755

Source: I MF  

(; ヽ ）主要貿易国：輸出（米国、 日本、シソがポ

③農業生産

（イ）飛躍的増産：小麦130万 t (1984) → 280カ t (l 988) 

(u)穀物輸出世界6位：小麦の180万 tは輸出 (1988)

（ハ）価格支持政策：国際市場価格の数伯で政府が購入（年予罫l0かはドル）

、輸人（英国、米国、日本）
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民の圧樹的多数は、戒律の最も厳しいワッハーブ派イスラム教徒で、社会生活のすみず

みまで成律によって規定されている。この国の社会の特色は、社会構造が部族的に編成され

ていて、家族を単位とする血縁的連帯が基礎となっている。この連帯は特別の権利・義務関

う強い絆で結ばれている。

(9)軍

総兵力7万6,500人（陸軍4.5万，海軍0.95万，空軍1.8万，防空軍0.4万）、国防予算268億100

万ドル、近代兵器装備、湾岸戦争後規模拡大計画（倍増）

(l 0)資料、文献検索結果

① AICAF文献検索： 56件（農業情勢報告を含む）

Department of Agricultural Development, Ministry of Agriculture and Water, Saudi 

Arabia: A guide to agricultural investiment in Saudi Arabia. Min. of Agri. & Wat 

er, 1979. 

②朝日新聞記事データベース/G-Search: 83件 (1992)

2)農林業動向

(1)土地利用

表 5 土地利用 (1,OOOha) 

Land Use 1975 1980 1985 1990 

Total Area 214,969 214,969 214,969 214,969 

Land Area 214,969 214,969 214,969 214,969 

Arable & Perm. Crops 1 , 684 1,962 2,185 2,365 

Arable Land 1,620 1,890 2,110 2,290 

Perm. Crops 64 72 74 75 

Permanent Pasture 85,000 85,000 85,000 85,000 

Forest & Wood Land 1,601 l, 200 1,200 1 , 200 

Other Land 126,684 126,807 126,584 126,404 

Source:Production Year Book FAO 1991 
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592 0. 27 100 ％ 

357 f30.4 

91 15. 4 

143 24. 2 

放牧地 141 , 700 GS 100 

雌 1 , 700 0. 7 5 。豪 l

準砂没雌地 ~100 

Soun氾：熱幣農業蚊術叢翡認 る作物生庄」の

より岡が

(2)農業人口

表 7 ロ (1, 0 00人）

目 1975 1880 1985 1990 

合計 人口 7,251 9,372 li,595 14,434 

農業人口 4,081 4,539 S,068 5,517 

経済話動全人口 2,042 2,751 3,412 4,089 

農業人口 i, 149 1,333 ! , 191 l, 586 

比 率 56. 3 48. 4 43睾7 39.0 

Sourcc:Production Year Book FAO 1991 
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(1, OOOMt) 

項 日 1979-81 1988 1989 1990 1991 

t 

160 3,200 3,200 3,000 

4 
--------A―-----・ コ-

8 350 350 375 

トウモロコシ 2 2 3 4 

ミレット 10 ， 12 12 

ソルガム 123 75 81 85 

地下作物 v 0 i 88 38 39 

豆 類 6 7 7 7 

野菜（含メロン） 681 l , 5 8 9 l , 606 1 , 630 

トマト 209 1120 425 435 

ュウリ 11 99 100 10 l 

スイカ 247 1125 425 4'26 

果 樹 480 633 636 611 

プドウ 60 102 103 103 

ナツメヤシ 377 500 502 505 
-鴫一--------饂一如嬌細-... -... -一曰涵...--傘.....-傘-...... 函-... - ... 守...... ------------------叫----
牛 (xl.000,頭数） 374 217 191 176 

乳牛 150 95 92 87 

らくだ 277 395 389 390 

羊 2,888 7,081 6,457 5,692 

山羊 2,270 3,700 3,353 3,350 

鶏 (100万羽） 19 72 76 80 

Source:Production Year Book FAO 1991 

(4)農産物の輸出人

表 9 農産物の輸出人額 (10万＄）

輸 ;'!¥ 

瑣 日 1986 1988 1990 1986 1988 1980 

産業全体 191 , 16 3 217,840 208,100 200,885 213,756 444,014 

殷業全体 38,890 40,386 13,079 2, 122 3,972 ii, 1 I 5 

比 率 20. 3 18. 5 20, 7 1. l 1.6 0.9 

Sourcc:Trade Year Book FAO 1990 
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気候特性

ホフウフ

冒吉沢
人「口］皿，

高湿

了シール， Iゞ Iヽ

アブハ

0mm 

野菜，イ

熱瞥氣候

50-lOOmm 

ミレット）yルが1,

ゴマ，野

昼夜温疫差大

低湿度

100-120mm 

夏冷涼

間温和

200-250rnm 

，了）V万Ivファ コ屈‘‘，オむ］

加砂類，野菜 了）レ711v7J

ナツメヤシ

Source: 熱幣農業技術巌書22号「＇此燥地における作物生匝」

野菜

：ぺ ルシャ湾岸：アルハ

ジトの中で砂淡を

--/¥; 山地に連なる高

、紅洵沿岸：ヘジャー

＜此i地域、山岳

にそれぞれ相当すると

アシールの紅梅

ャーズ及びアシール

られる。

、中央高地

山地と乃

~2り一



1 1 、と (1977 

a 

リ ド 54. 979(9字8)

カシム 32,407(5吝 8)

メッカ 121,482 (21. 6) 

アシール 65,069(11森

35,851 68,0 17,604 

31食702 24,894 8,4 

ー ;lン 232,227(41.4) 183,448 48,781 
桑豪匹亨 C 函和｀｀蕊函蕊翠四曲零函函-- -蕊心ー一如ー函ー蕊函'-- -函―-- - - -函応こ蕊疇'--羹,.蕊〇苓涵疇9 叫蕊塗―-- - -

体 560,986(100) 312,308 179,555 69,227 

Source:Min. of Finance and Nat. Economy, 1980 

岡注：このデータ

ろう。また、

と考えられる。

ソルガムは1975年前後まで、夏作面積の58%、冬作面積の67%で合計約30万haであっ

、大麦生産振奥により 1991年では7万haにすぎない。

（イ）冬作物：コムギ、ソルガム、雑穀、大麦、野菜・果菜類、ジャガイモ、 トウモロコシ

いので実数は現状 しないが、夏冬作物の地域間差異を概観可能で

ジーザンなど ソルガム地域に拡大し

夏作物：ソルガム、スイカ、雑穀、果菜類、 トウモロコシ

出,・

11・ 

第2図サウ ラピアの行政単位

(2)農業形態

①降雨依存型農業：紅而沿岸平野、山岳高原地のアシール山岳地域

ソルガム、ミレット、豆類、メロン、カボチャ
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C し

70-8 、 '--'ゞ vヘノ していると ち-- る）

の料j

（イ）コム

0卜令ルIt

(a)野

に）

({) 

増加

：年8%の

10%堺）

両 (l88 5噂0

(J) 

0) 

のため(!)

リーンハウス、ヒニールハウス、

工打ジiZJレ

の財j

ト480ドルIt(輸入価格200ドルIt)

り＇ょ

1,00 

卵、牛乳の大輻な

、機械、 防

のための

川 (GS 「 NO)~•及川j

((lO·····llS1,l' 、 ID 妙〗；112H 門(!)

し

iiiふ り） り） l'J~t ↑生
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4 ） 柑

(l)研究機

① Longman Group UK念 1990.Agr i箔 Res.Centers. : 

② ISNR 1989. ISNR Agri. Res. Indicator Series. 

し

l 2 研究機関 の階層 (1983)

PhD Msc Bsc Expat Total 

Nat。 Cent. for llort. 

Res. & Dcve lop. 

゜
4 14 19 

Gassim Agri. Res. Cent. 

゜
15 15 31 

Regional Agriぃ&Water 

Res魯 Ccnt. 8 24 23 56 

Range & Animal Develop. 

Res. Cent. 

゜
12 13 26 

Wadi G i z an Develop. Project 

゜゜
7 12 19 

Fisheries Res. Cent. 1 1 18 

゜
20 

............ 疇鱗曇鑑...鋼......-・鯨鰭饂鰤鳩函蒻霞蕊桑疇響愕欝摩年霞睾疇囀疇閲霞霧疇饗響響闘”―”和”鴨晒劇.....鵬暉學虚碑事-零...... 腎

Total 2 12 80 77 1 71 
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④ CAB検索による農叉閃辿研究機関

（イ）Regional Agri. and Water Res. Center, Riyadh 11484 
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体制整備

；研修·対象 U〗

：大規模股掘、アグリビ ス ¥'‘ ど

：対象外

農業研究内容： Key words;Watcr, Drought, Animal 

disease, fruit, 『aimetc砂

の現況

(1) flfJ節のUSDAやFAOの研究協力の例

(2)JICA等の国別協力の例

A! のリストにJ!CA報 は当たっていない。

「サウジアラビア」、 「イエメン」、 「 ーン」での共同研究に閲するまとめ

6)研究ニーズ（推定）

(l) 3カ国に共遥するニーズ

①穀物、特に小麦、）く人の収試向し技術の間発

②野菜・呆樹生庄向上技術の間発（野菜ではハウス杖焔技術）

③作物育種による新品種開発

種目標：多収性、早~t入痩地・位媒。塩性地など不艮土壌耐性

現状：小麦、大麦、ソルガム、 トウモロコシは導入育種の段階

では、メキシコ小女の導人された経過がある。
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7) 

ニフ

ロー

からの 輸野菜との

:
0
 
、
)
り
／
3
,r¥ 

されると考える。→ J IC A的協力のImpactが大きいと思われる。

(3)敢えて、,-「ARCの研究対象となり：得るのは'})IJ節の(4)、(8)であろう。次いで、対絞と

るのは乾燥地共通の、 (2)、(5)、(6)、(7)、(9)である。

とくに、 (4)、(8)の課題は、短期出張でも収集探索が可能となる。

研究実施上の間迎点

(1)サウジアラビア：

る。どう考えるか？

(2)イエメン：

レj

て

の社

機閲の

的・

つにが、 国，ツJヽヽ

どうか不明

(3)オマーン：農業の比重が低くく、研究レベルは

Cの研究対象国となり得ないと思われる。

、
J
.

A

レ
t

太｝
ヽ

激化しているようである。

くなっている

、アル

に

この国，←ヽ

し
（
 
こ＼ l>
 

との守ャッ

い Cこうで

には研究活動

を

きすぎ

した研究が進んでいるか

される。この国は誡もTAR

9)共同研究への展

献、賢料調査結果からは、 3カ［月とも長斯滞在力式（］）」［同研究成立の

(1)共同研究のために鮒決すべき、＼ば、或は考），息する

①サウジアラビア：過去に日本の研究者が滞在、共同研究者は日本で学位取得

し‘
゜

King Abdulaziz Unixcrsity、Fauculty of Meteorology and Environmental Studiosでの

乾燥地農業の

②イエメン：

i t Cの可能性

の解決
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4 豪イニ、メン

l)政治・経済・ 向

(I)概

表 l イエメンの ータ

項 目 内 容

面 積： 52万8,000krrf(日本の1.4倍）

資 源：石油、岩塩

人口： 1, 128万人 (1980年）

首 都；サヌア(San'a)、人口50刀人(90年）

要都市：アデン(41万人），タイズ(17万人），ホデイダ (15万人）

人 種：アラピア人、部族間の宗教や言語は同じ（主要9部族）

語：アラビア語

宗 教：イスラム教、北一部にシーア派系ザイド派、南郊にスンニー派系

シャーフィー脈

政治体制：共和制、大統領が最高権力者

憲 法： 1990年5月に制定

ブじ 首：大統領、アリ・アブドラ・サレハ (AliAbdul ah SALEH)、90年

5月就任

議 会：統一議会、定員301名

主要政党：イエメン社会党、民主統一党など

国民総生産： 53偲ドル(90年推定）

II /人： 545ドル（同） （日本のl.8%) 

通 貨：リヤル(Riyal)、 1ドル=11. 98リヤル(81年12月）

Source:World year book, 1992 

(2)位悩・地勢

①位附：イエメン共和国は、アラビア半島南西部から南端の沌靡沿いに位附し、北はサウジ

アラビアに接し、南はアラビア海とインド洋に、東はオマーン、西は紅面に面している。

また、アラピア海に浮かぶソコトラ島等が属する。

②地勢：

（イ） 1日イエメン・アラブ共和国（北イエメン）

国上を南北に標高1,500m以上の中央山脈が走り、その西側は紅梅沿いの平野まで急な傾

斜地をなし、東側は東に向かって下る緩やかな傾斜地となっている。地勢的に 4つの地

域に区分される。

i)中央高原地帯：中央山脈を中心とした高原地姫、最高峰はアラビア

域に区分される。

で最も高い4,11 

善/f 
三淵

•“ 
当H-

L
ル
J
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ャハル姿ハ .r r,,, ~j 、 l _,, 2さ OOmで る。

l 1 し＼廿□旦エ巴袋か」 ヽ 廿→力：こ門守よ<fl,1翫:しいて〉U 111、

ぶ ふ, ぶ1＇ i./', ‘『サザ、ご叶＇火砂 且こ況乞J也和下、お芦作りししJi, l. IJ加（］）斤 で 1!1 

｝V、' 俗

.l V' } そ今 己•+-—, （J）］レ ウ令ア）しが令 リー

ぐl .-"- 17.,. ~; ・ ま

く、 は

かって傾斜して り4

＇7 心。

;<;、✓， ら 山 0) 当

り、 'u) ' :3,000m る か乙々

i i) 

l さ々!l 。＼/ ウ アラビアのル 念り Jレ・ハーリーの る。

i V)南 と との し、 ワ 高原 り

でいる。

エメン：

地仰は雨

（イ）テイハマ

(u)丘陵地帯：

と 関係

北イエメンはアラビア

、年平均温度3

よび亜熱帯、

り、 2
 

A
9む までに変化

で最も雨菫の多い地域である。

0-50℃、年平均雨最は100mm程度

降雨量300-1,200mm

2,00 

00mm 

温・

郊山岳地僻：夏；

る。中

の砂淡性気候で、

よる多雨、

30℃前後である。

、気温：夏15-3 ，冬5-25℃

(u)沿岸平野地域：年降雨屈10-70mm、気温：

(1ヽ ）北部砂泣地域：及雨地域、気温：

(:::)南郊高）泉地域：年間］降雨贔約30mm、

；冬10-29℃

24-38℃ ；冬l

2 主要都市の気候

都 市 1 2 3 11 5 6 7 8 ， 10 l l 12年合計
氣温 13. 4 15愈 015. 2 l 7. 5 l 8濠G14.3 19.8 18与817。312.7 13.6 13卿 415騎 8

悼J

゜゚
35. 7 102.1 4. 2 6. 3 41. 7 lG2. 5 22. 7 

゜゚
6. 5 385 

28.G 30.S 32.8 32.0 31.4 31.7 28. 7 26霞725.8 28.9 

雨屈 10.4 3.7 8.3 0.5 2.3 O 2.5 1.9 7.3 0.2 5.G 5.8 47.5 

Source: 雌科年表、批界各国使覧叢翡（中近棗糾、日本国際間題研究所）
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シ 繁栄

エチオピアの侵略

降 イスラムの

1839年 東西貿易中継港として栄えたアデン芍英国

スマントルコ支配下の北イエメンと英国支配下の南イエメンの

19 l 8年 北イエメン王国成立,62年共和制へ移行

1967年 南イエメン人民共和国が英国から独立、新ソ路線

1986年 南イエメン大統領と反乱軍の内戦後、アッタス大統領就任

1988年 南北関係の改善に向い、 89年11月統一に関する憲法雌案に

1990年 5月22日南北統一イエメンの

囲

くイエメン統合>1989年11月にアデンで1)1:J催された南北イエメン汀脳会談が統一雌案の

して以降、両国の統合作業が加述して進んだ。

イエメン統合の動きの背景には、第 1にソ連型計画経済の失敗による経済破綻で南イエメ

ンがソ連離れををの動きを見せ始めたことである。第 2にイエメン統合に消極的であっ

ウジアラビアがアラビア半島南部におけるソ連の影瞥力の排除とアラプ内での孤立化を避け

る狙いから統合を支持するといった姿勢をみせたことである。

サウジアラビアの支持とソ連の沈黙により、統合に向けた障害はなくなった。しかし、内

政面では複数政党制を導入するかどうかといった間題、外交面ではサウジアラビア、オマー

ンなどのGCC諸国とのl関係悪化の不安など統合に残された間題は多く、統合後の政治、経

済の混乱は避けられていない。

(5)政治

①元首：大統領、直接選挙制、 92年秋に統一後初の大統領選挙

②議会： 1院制、直接選挙

③内閣：大統領が任免、現内閣は90年5月に発足

④主義：イスラム教を国教とし、経済社会開発と民主主義を基本政策に掲げ、経済的には自

由主義路線をとる。

⑤最近の政情：

（イ）統一点法の国民投票が91年5月に行われ、圧樹的多数で承認された。公式発表によると

有権者約400万人のうち189万人が登録、賛成134万人、反対 2万人であった。野党グル

ープは新点法がイスラム法に違反しているとして、国民投票に反対していI'-o 

(u)新国家の最大の課題は、経済閲題で貧困、物価高騰、失業間迎に直面する 1対イエメンを

中心として、公務負に対する手当未支払いや労働糾合ストライキ等の混乱が生じた。

(6)外交

中立、イスラム世界との連帯強化を基本に穏健な路線をとる。湾岸危機に際し、イエメン

はイラクのクウエート侵攻・併合反対、外国軍の進駐反対、アラブ枠内における平和的解決の

3点を基本的立場としたが、その立場は鮮明にイラク寄りであるとの評価を受けることとな

った。
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ウジアラビ7

イエメンの

ら ウぶ
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Q
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oo
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吝
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ぐ

f

とし

いこ
}
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、,t

r,＇‘‘ 
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は順調

してし＼る。 9l ぴ〉

L 30) 「イエ

のイエメ

とともにた、アラビア

と同肛。 日本の レ

つに。 4エメ

の間、

してき

こし、 ll日には首都サヌア

をとり、サウ

アラ からの どで、 が悪化してい～゜

済

に加
‘ 

ゥ らの を え、イエメ

に 面し いる。 80 n、 0) ン 油

Li:、 への ど による

し、国心,~.,,,_ v'/ む

①統合計JGDP エメン： 1磁 (1988) エメ ；〇曇 3%
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建商

統合煎の

北イエメン

1次産

業

送・通信

1沼6

11令 1

L 2 

3. 3 

12嘩゚
1.0 

の他民間炉ビス業 12. 2 

ービス 12. 3 

輸入税 7.3 
----------、----------ゞ` -゚-。0、------
GDP (製造者価格） 100 (%) 

Source: イエメン中央計画機構、中

工

15令 l

11零 3

1 L l 

l Z. 7 

11さ 1

・保険 4が9

0. 9 

政府 32.2 

GDP (卸売価格） l 00 (%) 

11 統合前の メ 輸人 日 (1887

（単位100万Yリヤル）

輸 出 輸 入

食糧・家畜 176. 3 (35. 7) 飲料・家畜 2,896.3(31.6) 

原 油 175.4(35.5) 工業製品 2,622.4 (28. 6) 

原材料 69勲404.1) 機械・輸送機器 2,014. 0(21. 9) 

飲料・タバコ 54.0(11.0) 化学製品 845.2(9.2) 

工業製品 17.0(3.4) 原材料 630.8(6.9) 

化学製品 1.4(0.3) 飲料・タバコ 256.1(2,8) 

動・植物油 19ふ8(2叙 l)
---;;f --------4 s i s-c 1りり)----「------~11------------s -.17 G~1 -c 1 o o) 
Source: イエメン中央銀行

北イエメンにおける 易相手国：

輸出：西独、悼国、米国、日本、輸入：サウジ、オランダ、西独、米国
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日

目 エメ エメン
. . ~ 

19念5 迄')） ,~/恐ふn 

口 (1988) "9l)、.戸I "？ ~ •. D 

ri (8 ） >'7 芍 (iJ 

86 n J 0/ /0 

46 51 

GNP (l 988) 57 10 億

GNP りr． りゃ -3.2 % 

GNP 8) 6 0 30 ピl 

＂ 
(88-88) ］令0 。.6 % 

l l 5 ％ 

25 16 ％ 

31,900 8,000 

// 8 8 ％ 

Source,World Bank Atlas 1989 

エメン：イエメ

り、源流であると

代に栄えた王

っている誇り高し

であるためか、自分逹こそアラブの先

である。しかし、生活は貧しく、教育も

受けなし＼人か多い。

エメン：社会の特徴として、スンニー派のイスラム

在する。首都アデンには、アラブ人のほかにイン

に基づく厳しい階級命身分差

、中国人、ソマリア人等が多

しヽ。

(9)資料、

① AICAF文

JICA、

日祈間 ータベーヌ

を

る

earch: 23イlJ:(1991--82) 
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表 9 食糧及び斎産物生産指数 (I979-89=100) 

1980 1985 1990 199 l 

食糧生産指数

畜産物生産指数

当り食糧生産摺数

作物生産指数

穀物生産指数

畜産物生産指数 99. 7 

Sourcc:Produclion Year Book FAO 1991 

105. 4 

99. 7 

ー 105. 2 

＂ 
1 Q8. 3 

"”
 99.9 

＂ 

92. 3 

116. 0 

77.6 

6 l. 2 

48. l 

97. 7 

l 06. 4 

12 9. 9 

7 4. 7 

66.2 

57む6

91. 3 

98. 4 

13 l. 6 

66. 7 

47. 5 

19. 7 

89.3 
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(1, OOOMt) 

1990 1991 

87 143 156 141 

701 
-ロ--コ-----・コ.--、→々--・--,、--~-----
49 59 55 22 

トウモロコシ 64 68 66 46 

ミレット 96 3Fr; り 20 

ソ ム 616 516 132 

133 140 160 168 

80 72 76 53 

野菜（含メロン） 335 615 568 574 

トマト 45 163 168 170 

ュウリ 3 15 15 15 

スイカ 60 204 174 170 

ドウ 56 135 142 145 

ツメ シ 10 10 l 0 11 

コーヒー 4 7 7 8 
翠疇咽突傘蜘唸李...., .... 蕊李晒.."'四函蕊匹蕊..曲函賓.,. 曲零蕊螂匹磁...傘函匹函撼蕊傘四寧螂-..., ... 四蕊呻匹如碑噸........ 嗚綺饂函幽酪遥...... ... 

牛 (xし000, 973 1,170 1,175 l, l 80 

337 387 389 393 

らくだ 158 170 175 180 

3,002 3,720 3,756 3,800 

山 2,855 3,260 3,333 3,400 

(100万羽） 6 27 25 24 

Source:Production Year Book FAO 1991 

(4)股産物の輸出

表 11 農産物の輸出入額 (l0万＄）

輸 入 輸 出

日 1986 1988 1990 1886 1988 1990 

16,320 19,800 20,210 4ぎ081 5,292 8,070 

5,783 G, 715 8,377 222 619 576 

35箪4 33. 9 41. 4 5. 4 11も7 7. l 

Source:Trade Year Book F 1990 
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・資料検索

CAB文献検索： 156件 (1982

IS (熱研スライド情報システム）

③ TROD!S (熱研文献情報システム）

IS (熱研印刷物情報システム）

した農業関係文献・資料：

坂井健吉：アラプ・イエメン、野菜嶺

5. 

農林業技術動向（北イエメ

(1)農業地域区分

①中央高原地帯(2): 穀類 ('JルがA,

②紅海沿い平坦地(l): ワタ、 トウモロコシ、

③ティハマ平原と中央高原間の丘陵地帯(2): 

④東部半砂漠高原地帯(3): 穀類（小麦、

⑤西部砂漠地帯(4): 不毛地

（ ）内の数字は、第 2図の地域区分を示す。

113-116、

、~k,,.!、果樹

タバコ、ゴマ、オリー

、1ルが

ヽ
果樹

令

トS

、野菜

野菜

、アルファルファ

I i¥l;: 予fl籟S
l•l•t.11』は0
l 1U道3
nヽ・:v,―i'itl『)l:SOO,l'OOC鵬
ー・-・-Iり は

ー主奮．“`0 0 出lH

．．
 鼻

jij 

轟
疇 X鴫b

第2図北イエメンの地形
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国研究援助を
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しても同様である"
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6)国際協力の現況

資料： ISNAR Agicultural Research Jndicator Series 

(I)主要国際協カプロジェクト：農業研究システムの強化

①第 1プロジェクト：「AO/UNDPProject (1973-78) 

2プロジェクト： IDA/UNDP Project (1979-8 

靱iculturalResearch Services Projectとも

：このプロジェクトの

: 6.5 million US$ ( 

ntral 

)、

国家負担： 39.3 million YR 

③第 3プロジェクト： IDA/IFAD/Italy/FAO Project (198 

Agicultural Research Aulhority(ARA)O)日［租品う狽イじ
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(j) 

¥i‘ 
汀＞

、メ

，
 

f
:

、 ータ

の80%)

父
3

D
豆
へ
いり~ （｛ 

都

住

日

: 30万k

：石油、

口： 150万人 (1980

令マスカット (Muscat)、人口 8

、ニズワ、サ

はアラフ人、

はアラビア

f
‘
 ン

}、， 

主要政

国

：イスラム

し

し

（スルタン）、勺

間評議会、

ヵ

フリカ

イ派、

ース参ビ

55 

、インド

: 77億5,600万ドル(1989

: 5,220ドル（同） （日

貨：オマーン・リヤル(OmanRiyal)、

Sourerぅ:World year book, 1992 

、イラン系

イド

で し＼

”
 

の18.1 

=CL 3845リヤル(91

(2)位［置・地勢

オマーンはアラビア半島の梨端、北緯IG-25度、東経52--56塵に位：l置し、半島ではサウ

ラビアに次ぐ第 2の国土を有する。アラビア半島の入ロホルムズ悔峡のムサンダム半島に飛

び地がある。 LE!土の束側は全てオマーン涜、インド洋に面し、西側はアラフ酋長国辿邦、

ウジアラビア、また南祁はイエメンと国塊を接している。

地勢的にみるとオマーンは、北郊バチナ地方、南綿のドファール地方、ムサンダム半島と

マシラ島をはじめとする島々、そして国土の80%を以上を占める砂漠、土沢に分けられる

①バチナ地方：オマーン湾に沿って走るハジャール山脈（標i(;13 , 0 0 0 m) と梅にはさまれた輻

さ300kmの平野で、ハジャール山系からの地下水（ファラージ）と呼称）やワデイ

くから耕作地としてj}IJけている。酋都マスカットはこの地力に位｛置し、政治、

経済の中心である。

② ト‘ファール地方：カラ山系

ーの緑の肥沃地帯である。

ア

30km、

よって

田まれ、サラーサ 中 ししJ インド洋にrlii るオマーン唯

担当：岡
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中央の
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函念Q

イパル“＂ ファフード
サウジアラピア

令/タ翰-・-ら
（ -
ドファール

工

I
ン
一

第1図 オマーン国の略図

(3)気候

国土の大半は不毛の砂漠で、酷暑と乾燥が一年中続くいわゆる砂漠型気候であるが、海岸

線沿いの地帯は山に取り囲まれた地理的条件やモンスーンの影磐を受けるなど気候型も異な

っている。

①パチナ地方や半島：年降雨屈は少ないが、比較的涅度は高く気温も6-9月には日中40-50℃

と酷暑が続く。年に数回雨が降り（とくに冬季）、ハジャール山系に染み込んだ水がワ

ィに流れ出す。

②ドファール地方：インド洋からのモンスーンの影瞥を直接うける亜熱帯性気候で、高温多

涅であり降雨量も約年間500mmである。
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1959 

1970 

1982 

卜

ヽ

: 91年12月15fl 

：イスラム 火」

六ア ットの

アフリカまで

ス

し

土

る

して

l、>;;,

立

ぶ

'-,,,,. -'-

を

る，；＇

（イ）1988 

を着

〈u)1 n8 

（ハ） 1990年労鋤．

19 8 Ci年1月カプース

閲として議会創設の

の時期は未足

国人という人口

各郊門

人の影聾は

を 30の ム建設、 改良・

詞瓜の本格的

間題省に変見して機構改革

のメンバーを指名し、 3月政府の諮間機

で候袖者各3人の中から一般投票で1人

を

（ボ）人口のl

ってるぐ9

いる。 しか

,),, -::・ 
に-''ヽふム'"ふヽ エ,.. ―,, ヽ

ーン人を登川する「

商邪門の中枢を英国人が

ーン化政策」を推進して

し＼ ゚

(6) 

ーンはGCC

のアラプ語国との

における緊張緩和を目

く対酎イエメン緊販の解泊＞

種の分野について協力

緊張緩和に貢献し

くサウジとの田境確定>90年3月、カ

ンに払づいた国炭他定で合揺して、

ン

域内協力、英米との緊密な閃係、およびエ

とする従米からの穏健路線を堅持する一

を展関している。

イエメン最高人民会

印した。両国閲係の完全な」］：：

ーンの外交的成果

4

、A力

ョ

ーンを公式訪間し、各

けでなくアラビア半島の

ファハト・サウ

に調印し

プト、

で 'i応＇昇、1、,J-1-

Jレ

地

国王と会談し、現在のライ
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く対 1JixJ係＞日本鳳19'「l

相手国である。

日輸出 (l9 9 〔｝

鉄鋼10念

日本の

89-89 くのミッション

(7)経

国 収人が占める

した。

① GDP 価格、 1888) : 2,918 

ーン原油の約50%が日本に車詞出され、 日

油89.6%)、輸入はH喜l, 9 9 8万

日

システムを

の

6
 

し、 1、.,,

である。 91

]、た士
ヽ~ ヽO d-. I'-、

を柱とする第 4

UIO 
"
b
 ．
 

表 3 産業別GDP構成比 (198 8年）

第 1次産業 4. 3 

鉱業 41.2 

製造業 4撃 2

電気・水道業 1.6 

建設業 4. 1 

商業・ホテル・飲食業 13. 3 

輸送・通伯 ,3. 8 

金融、 ビゾネス・サービス 9. 2 

他のサービス業 18. 4 

輸入税 1.0 
-----------------------------
GDP (市場価格） l O O (%) 

Source: オマーン中央銀行

②貿易

（イ）輸出 (88年） ： 12億9,600万OR(煎年比88.6%) 

（口）輸人（同年） ：汎喜OR(同19.0%培）

（ハ）主要貿易国：輸出（日本、 i硲国、合襦）、翰人 (UAE、日本、英田、米［月）

(8)民生

伯サルタン時代は、鎖円政策から宗教書以外の図書持込みが禁止され、教百程炭も極めて

不vWであった。現サルタンは学校教行の晋及に）」を入れ、またl「設業訓練、成人教育、教職

捉成計画を進めている。保険廊設も不伽であったが、柄院数が増加している。この他、テレ

ビ、ラジオ、新llrlなどのマスコミ｝翡門の進歩が沿しく、オマーンは急辿に中Illから近代へと

移行した観がある。

-・・46 --



(9)資料、文献検索結呆

① AICAF又献検索： 12件（農業情勢報告を含む）

②勃日断間記事データベース earch: 14件 (1991-92)

2)農林業動

(I)土地利用

表4 土地利用 (1,OOOha) 

Land Use 1975 1980 1985 1990 

Total Area 21,246 21,246 21,246 21. 246 

Land Area 21, 246 21,246 21,246 21,246 

Arable & Perm. Crops 37 41 47 61 

Arable Land 13 13 15 16 

Perm. Crops 24 28 32 45 

Permanent Pasture 1,000 1 , 000 1 , 000 1 , 000 

Other Land 49,418 48,938 48,318 47,788 

Source:Production Year Book FAO 1991 

(2)農業人口

表5 農業人口 (1,000人）

項 目 1975 1980 1985 1990 

合計 人口 766 984 1,242 1,502 

農業人口 407 490 558 601 

経済活動全人口 206 280 361 409 

農業人口 110 140 162 164 

比 率 5 3. 1 49. 8 44.8 40.0 

Source:Production Year Book FAO 1991 
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ear Book FAO 1991 

の

ゥー・ 農産物の輸出入額 (l0万＄）

輸入 輸 廿lL
 

1986 

7
(
3
 

1
5
3
 

0

4

 

9

0

9

 

4

4

 

2
 

1988 

22,009 

4,807 

18.5 21.8 

Source:Trade Year Book FAO 1990 

1990 

26,804 

5,388 

20. 1 

1986 

29,265 

575 

2. 0 

1988 

40,291 

l ,021 

2. 5 

1990 

56,000 

979 

l唖7

② TROSIS 

③ TROD IS 

④'『RO叫

⑤入手し

（イ）

: 5 7件（全件検索）

スライド情報システム）

（熱研文献情報システム） ： 1件

（熱研印刷物情報システム） ： 0件

農業閃係主要文献・

センター：乾燥地 る

: 0件

、熱研 2、p309、t989. 

＇ 

~
しヽり
J
)

¥
）
，
 

9
a
9
&
 

（
＼
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アルファルファ冷

：ココ シ、 ンゴー

③半

（イ） 柱となっている。

(u) 

②食糧自給政策の中で重視される

（イ）北郊海岸地域（バチナ）

内陸盆地では圃場区面が小さく

ツメ

るこの地域で

困雌、

の

の

め、 での

困難。

引

(1)研究機関

① Longman Group 

② ISNR 1989. lSNR 

1880. 

r i. Res. 

r l. Res磁 Centers. : 記載なし

Indicator Series.: 

8
 
股業及び畜産の (1883) 

PhD 恥c Bsc Expat Total 

Agicultural Research 5
 
25 32 

Amima] wealth 0 
--ー、零9彎囀------叩----------・ぷ心傘-------、....心忙吟-
Total l 

l 2 7 l 0 
〗 ----7- 匹臼邑―五―- -四--42___ _ 

③ The World of Learning 1992 Forty-Second Edition: 

（イ）Saltan Qaboos University:9 colleges, POB 6281, Ruwi, Musc,1t College of 

Agricul lure and Food Sciences 

(2) CAB検索による農業閲迎研究機閲

① Dept. of Animal Health, Min. 

② Dept象 ofAgri. Research, Min. 

③ Agr i曇 Research Dep., PO Box 

of Agriculture and Fisheries, 

of Agri. and Fisheries, 

PO 1lox187. Muscat 

Muscat 

18475, Salaah 

(3) NA  RSの現状

①農業試験場：国内 7ヵ所に設協 （リゾ・クリヤート、ルマイス、サラーサ、

品種導入（｝ギ四小麦の導入等）、栽培、廊肥、潅水'•

、ルスタク、

害防除

汀ス、 イフ`う、 イブ`リ）
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②牽産試験場：ルマイスに1974年設立

③呆樹・園芸試験場：アダハルに1974年設立

④農業普及センター：国内44ヵ所に設置、野菜中心

⑤研究・普及施設の整備に伴う研究技術者や普及員の不足

5)国際協力の現況

(1)1950年代：英国の援助でニズワ、ソハールに農業試験場の設置

(2)JICA: 地方股業開発計画調査、農業開発基本計画

-50-



6 -ゾロモン

1)政治・経済・民生の動

面積 上地は28,900k炉（日本の7魯 4%)。 海域は1,340,000km巳

人白 3: ム4万人 (90年）。 70年の人口の約 2倍、年率3.5%で増加。

人種 メラネシア系が90%以上。その他ポリネシア系、ミクロネシア系、ヨーロッパ/Iヽヽ

中国系など。

宗教 キリスト教

首郡 ホニアラ（ガダルカナル島） これを含め 8つの行政区がある。

表1 国土と人口 (198 8年）

州名 面積 人口 人口密度 集落1)

数 人数

Western (5)2) 32.8% 19.4% 5. 9人/km2 842 48 

Isabel (1) 14.6 5. 1 3. 5 202 52 

Central (4) 4. 5 6. 5 14. 4 433 31 

Guadalcanal (1) 18. 8 1 7. 6 9.4 1230 26 

Honiara 0. 1 10. 7 1393. 9 1 14942 

Malaita (1) 14. 9 28. 1 19. 0 1785 34 

Makira (2) 11. 2 7. 6 6. 8 349 43 

Temotu (6) 3.0 5. 1 1 7. 0 172 64 

計 285,796 

1)集落の数と 1つの集落の平均住民数(1976年）

2)主要な島数

独立 1978年、イギリスより独立。戦時中は一時日本の占領下に。

政治 英連邦の一員。イギリス女王を元首とする立憲君主制。

しかし、イギリスからの援助は減少の傾向にあるため、外交をとおして多くの国々との友好

関係を強化。また、国連などの国際機関や、南太平洋の地域協力機構 (SPC、SPF) に積

極的に参加して、メラネシア地域内の開発を推進している。

対ソロモン諸島政府開発援助は、最近では日本が総額の1/3以上を占め、第一位。続いてオー

ストラリア、イギリスが大きな比率を占める。このほかわずかだがニュージーランド、アメリ

カ合衆国、西ドイツなど。

経済 一人当たりのGNPは580ドル (1990年）。太平洋諸国の中では低い。

第一次産業中心の経済。自給自足的な農業が基盤(GDPのうち約20%が自給自足農業産物によ

担当：宮重俊一
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） 。皐面山 し ご1 ヽ ココ~／• もの。 し

り〉 ＜ てヽいる。 さら ヽ イ より

'-,--

（ '! one I' ,'lam且、 口平：E の棗部 う。 I ドル~ 

,,,,•) 、
c、 JUD人 を ?を)、 。

'--I-' が いて ぃJ 、刀、＼つ 'な7） る。

2 /且 占める 品目の

＂~、~ ~ ~ ~、,、こ
.、~ ~ ~ ~、、

l 98『 1888 1988 

ラ 8が 9. 2% 12み2%

ノ＼ぐ ー J,'¥ 5溢8 00. り6 11. 7 

41条゚ 46. 2 43.3 

29. 0 22. 9 24. 0 

L4 4念4 1L G 

8み8 9. 1 4／ぶ りし

G4妥 0 82. 3 74.9 

67. 4 98. 0 113. 3 

ていると

出）は85

1/4弱が

, 3000件前後 86 は急増して、 5000件を超す。約

＼

べ令'
[
-

¥
,
I
 

(‘ 

5殷ー12炭、梨経l55度ー170

が、悔に国まれているため稔やか。 4月から11月は南梨の貿易風がふく。 11月

か 4月 幾分気温が贔く、降雨が多い。サイクロンも多い。

日の気温は21℃から30℃。降雨は一年に3000mm以 あり,8000mmに逹するところもある。

ニアラの

月 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 
う,,ウI 27 27 27 27 26 26 26 26 27 27 27 

降水絨 ~lO 2 313 346 209 11 2 1 01 94 86 94 129 151 203 
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な きな）島々に山並

-アで

‘‘ 
から成る。

のうえを ,L 
に
L る

っており、

力

雨林 っている。島の起源

の小さ 々ドし
いよ

に広がっているだけ。

1, 4%、林地91.5%、その他5.1%(1990年）。

の形態により 2つのカテゴリーに分類される。

地(CustomaryLand) 恨習的に利用されてきた土地で、普通、秤砂族（血族）の所布と

っている。全土の訊『％がこのカテゴリーにはいる。

(Registered Land) Customary Landに属さない土地。全土の13.3%あり、登記によって

が認められている。このうち1/3(土4%)が島民（個人）の

、2/3(ふ9%)が政府ジ 1ハPo

(3) 

口のほとんどが農村にすみ、農業に閲係していることからも明らかなとおり、この国は農

業に応盤をおいている。食料作物の生庄が中心であるが、換金作物の生産も拡大してきている。

統計にのぼっているもの

①いも

と、

（／人） タロ ム キャッサバ

1970年

1980年

1990 

闘千トソ (420kg)

79 (351) 

95 (297) 

5

2

 

1
ょ

う

u

8

0

 

1

2

 

6

2

 

4

5

 

②こめ 奴類ではこめだけが生産されてきた。 政府と民間の共同出資会社がガダルカナ

野で大規模な生産を行ってきたが、 1980年代に入って過剰生産になったのと海外市場を失った

ため、生産を縮小。さらに1986年にはサイクロンによる大洪水のために壊滅的な打撃を受けぃ-o

それ以後、生産は中止。いまではほぼ100%を輸入に東且っている。この地域は一部オイルパーム

が植えられたが、なお広大な面精がそのままなんら利用されず放悩されている。

面精 収贔 翰入

1977 1, 910ha 3. 2トソ G,269トン 3,215 

1880年 3,869 ,3. 7 11,256 2,550 

1983年 2,567 3. 7 9, 48 I 2,021 

1984年 2,446 2魯， 7,137 5, l 06 

1985 2, 170 2. 7 5,945 7,885 

1986 837 2勢S 2,355 10, 17 2 
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③コプラ

1979年までは最も直要な（輸出額の多い）産品であった。

1886年のサイクロンで打撃を受けたが、回復、幾分、増加の傾向。

小農 農園 計 輸出

1970 13,697トソ 10,903トソ 24,602トン 21,387トソ

1980年 20,439 8,732 29,169 31,679 

1989年 27,173 7,921 35,094 35,135 

コプラの品質

小農 1 st 2nd 3rd 農園 1 st 2nd 3rd 

1970年 52% 15% 33% 94% 4% 2% 

1980年 61 21 18 89 10 

1986年 70 12 19 94 4 

④ココア

かなり以前から尊入されたが、最近になって急速に拡大。

小農 農園 計 輸出

1970年 75トソ 54トソ 129トソ 89トソ

1980年 1 71 175 346 365 

1989年 1 , 3 59 1 , 940 3,299 3,254 

⑤オイルパーム

政府と民間の共同出資会社が1976年に操業を開始。 1986年のサイクロンで打繋を受けたが、

回復。増加の傾向。

面積 果実 オイル（輸出） カネル（輸出）

1976年

1980年

1989年

5

6

 

3

8

 

3

9

 

9

9

 

3

3

 

ha ソ卜

8

5

 

6

1

 

7

6

 

9

9

 

4

7

 

6

9

 

トン トン

14,228 (15,655) 2,349 (2,550) 

20,090 (20,748) 4,475 (4,013) 

⑥うし
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輻出は

ali nuts 1981年には

、まだ輸出できるほど

いる。ほとんど

じめる

仲びている。

30トンに述し i'-0

していない。

々で飼われているvillage

いされてしヽる。 間

を日 ）。

ほとんどかローカ

を目 ）。

な

まわり、

てしヽ る。

集落が非常に小さく、隔たっているため自給目足的なJ災叉生産 (subsistenceagriculture) 

っと続いてきた。すなわち、慣音地で、生活に必変ないも類と、野菜や呆実を栽培し、豚

を飼育してきた。移動耕作を行い、採集、狩猟、漁労も行ってきた。また、バーター取り

ょど）て食料やそのほ力,cバ1后物がわずぃかに流且!il、9て1,,,7て，＾現在もこ (l)ような状況はほとん

り）ほか
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(commercial agriculture) は19501ド代に人って展関してき

ラの

ら作物の

作物の

吐）

いて、ココア、こめ、スパイスなどが導入された。最近ではオイルパーム。こ

の現況は上述のとおり。農園の開発ばかりでなく (plantation) 、農民にも

が奨励された (SmallholderDevelopment Programme)。

の処理・加工はほとんど発迄していない。ココ

のほか、コーヒーやポテトチップスの小さ

ッツ、オイルパームの

る

{、 1~1

口の培加が暑しい。増加した人々の就業の機会を確俣することが凪要。農業開発のための

土地にはまだ余裕があるとみられているか、現行土地所有間による制約や、市塩や輸送シス

ムが木発逹なことなどの開阻がある。現在、市場の整備か辿められているが、資金不足の

うようにははかどっていない。

農業の教育に閲しては、ソロモン語島高等教育専門学校の天然資源科に農業と

）。まずコ

油）

のクラス

があるだけ。教育が中心だが、ちょっとしたJぷ川研究も実廊している。南太平洋大学の

は西サモアにある。ソロモン諸島における農業の実際や生活の実態を見る上で大変枕味深いと

息われるので、ここにガダルカナル島トマライタ島における農村調査の結呆を引月］する。こ

はSouthPacific Smallholder Projectでなされたものである。調査した農村は 5カ所で、自

給自足に近いところ,,subsistence"villages (A,B)と食料作物に加えココナツ、ココアを広く

栽培しているところ"cashcropping"vi] !ages (C,D,E)に大別される。どちらもソロモン諸島に

みられる代表的な農業の形態である。 B,C,D,Eでは、廿藷が最も多く枚培されており、ついでタ

ロイモ、キャッサバ、そして、バナナとなっている。 Aは、海抜700mにある内陸部の農村で、タ

ロイモが最も多かった。低地よりタロイモノ病害が少ないためとみられる。

休閑の期間が短くなるのには、人口の増加と商品作物（ココナツ、ココア）の溝入が関係し

ているとみられる。休閑期間の長短によって廿藷の収鼠に大きな開きがみられている (A! 6. 2 

ton/ha, D 6. 5 ton/ha)。

ココナツとココアの所有本数は当然C,D,Eで多い。ココアは、 Aでは最近適入したということ

であり、 B,Cでは土壌がココア杖培に向いてないということである。子供の栄捉状態は、ひどい

という状態ではないが、全体に余りよいといえず、特にA,Bで兌育不艮的が日だっている。身長

に比べて体凪の少ない子供はBとEでおおいが、泊者は土地に対する圧力の高い地域（休閑の期

間が非常に短い）であり、後者はマラリアの流行があったという。食事内容を見ると、 A.B. で

は毎食イモを食べているが、 C,D,Eでは2/3の食事にイモが出るだけで、 2/3の食事て米やパンを

食べていることがうかがえる。

ガダルカナル島とMalaita ける農村調査の結呆をぷす。
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S. Jones (l 986) 南太平洋スモールホルダープロジェクト

A、13 (自給自足的村落） C、D、E (換金作物を栽培している村落）

4)国立農業研究期間(NARS)の現況

農業政策の推進はJ農業土地省が担っている。この農業土地省のもとに研究郎門がある。この

ほか将及部門や（各州にもChiefField Officerを長とするextensionstaff がいる）、岳産閲

係脊罰l、国」：開発閉汀＂］、その他がある。

Dodo Creek Research Station 

唯一の国立脳業研究センター。ホニアラの梨、約20kmの、 DodoCreekというところにある。

もっぱら作物関係の研究を実廊。以祁は牧闊および1;『地間発関係のプログラムもあったが既に

終了。

附伐J;:U'.よSenior staff (Doclor,Master,Ilachclor) 12 
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わが国のこれら

の

ア

しり・,:;主い刀ミあるさ

J)も(]）。

ぴ〉

nutrient 

intc『cropping、alleycrDpping, 

farmingの研

研究が

ける

いと

‘
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i
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1
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ロい

f
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¥
 

~や、

し,/ 
. 〇

‘
 

ヽ
）いこ

、こ

の

の制約条件（とくに自然環坑要因）は沖

られる。分野やねらいにもよるが、閲連間題の

の間発'{加其にもつながる。

マメ 、肥

レストリ、ポス l、ハーベスト（

れている。

ける間

研究は直接

8) 

にみてオセアニアのpriorityが低い。

に小さな国であり、 IIrJ題あるいは1m屈解決のインパクトのおよぶ範別も限られている。

リアの jl!:界ーの

1986年、血．液検査した223,278伽のうち、 58,776松i(2 G. 3 

で箇しく発バ.''.。かみられる。日木のODAによ"".,)てマ

け活動しているのか？

1986年、鮎核とハンセンj内の発生は26]

であった。ホニアラを

リア研究所が建てられたが、ど

③ Research StaしionO) 

ってはそれ，ほど［閏題に

て：し＼ご）と iよ；］^しヽ羹itし、＼。 し~；ぅ 'L, @: りピ0)ク〉 尉容によ

らなし~＼とどえられる。し＼らし\;りなアプローチがあるだろう。研究ス
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タッフについて しており、ま，い も冠いそうである。

④ホニアラの 単調だが、とくに間題
ぃ5

＼、冷＞

9) 

ソロモン語島では、多数のJOVCのオ左名が活躍している (40名ほどいると間いた）。マ

ど深刻な間題はあるが、 （短期的には）対処できないことはないだろう。

島しょの農業開発における技術間題を積極的に取り げる はインパクト 小さ るかも

しれない ヽ しょという、外には しヽ自 あるいは を A,. ぷ の場

として、 るい の地 は られない生物資源の宝庫としてとらえれば、 内 の内容や

進展の状況 よっては共同研 に対する嬰求も（われ イドから） てくると わ ,ア,;;,。
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ミューンカ）レ の舞古と

の‘ とし＼う

リデス。 1nr〕1r:: o) 

と改名知｝る。

の時に「バヌ

しい

12,200 （日 じ）3対2%) 680,0UOkm2 

「l 15 8万人 (90 。70 (f、） ロの 2 ヽ 。2 で増加。

メラ が90 の ヽ ヘゞ ト ム系など。

宗教 キリスト

酋都 ト効ビラ（エファ 大小約80の 々 ら成る。

1 島嶼別の と人口 (1989年）

人口 人口 村落 地

Banks/Torres 882km2 5,985 6. 8人/km2 71 180 

Santo/Malo 4,248 25,542 6.0 370 513 

Ambae/Maewo 699 IO, 915 15. 7 196 41¥9 

Pentecost 49~) 11,336 22. 7 266 401 

Malakula 2,053 19,289 9.4 172 433 

Ambrym 66G 7,189 l O. 8 98 173 

Paama 60 1,696 2 8. 3 25 53 

Epi H6 3,626 8. l 4、~,_I 88 

Shephcrrls 86 3,975 46. 2 3S G3 

Efate 923 :30,,122 
33塾゚

68 168 

Tafea l, 6 2 7 22,111 13. 8 362 712 

農村

郡市

116,549 (81.8%) 

25,870 (18. 2%) 

叶 12,190 142,419 11. 7 

郡市に含まれるのはPortVila (Efate島）とLuganvi11 e (Santo晶）だけ。各村落は、その

広がりや人家の分布によって、さらにいくつかの地区にわかれている。全体で、地区の人口は、

10-48人が53%あり、 l0人未満26%、SD-99人!3%、lOD-199人G%となっている。

当：宮重俊一
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カレドニア

バヌアツ政府閲

ス、そして日本、ニュ

(}〉 ア）
、

9
i り反い3ti 
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へ
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の，▼

オーストラリア、

ーラントなど。

一＾当たりのGN『は860ドル (I9 8'.1年）。

、臼給臼足的な農業と輸出向けのコ

ココアの輸出が培加する傾向にある。

また、観兄が外貨の獲得にさわめて

人であった (One-dayvisitor 37,259人 Long-・term visitor 39,548人）。

GDP(!) 、農、

ラ
/
メ，

由
{ぅ

の 的

0) 

て

ニュー

いる (l 990 。農、林、

を

スl
'
 

_1, 

ぴl

ヽ
f
 
s
 

!4i 
、

Lを て
\~ 

をおいてき J•-,.•

｛こなってし＼る o 1891年のvisitorsは76,80『

lふ5%、サービス業が66.5 

38. 9%を占めて

となって

n .,' 
いてコ

GDP中、

いる。

ラが31.2%、牛が1:3.2%、ココア5.7%、林叉、木材か5.G 

、林、漁業の占める割合は1985年にはバ）％あっにが、 1987

レ，
J っている (1990

0%ほ して

貿易収支 幅な赤字が続いている。

2 輸出総額に占める各品目の割合

i~ 責日 1988 

コプラ 46. l 

ココア 5. 7 

牛肉 11. 8 

皮革 l念 6

木材 5. 1 

貝 1. 7 

その他（カバ、コービー他） 3.4 

（再愉出） (24. 6 

総額（白万じ、Sドル） ， ． ， 

輸入（白万USドル） 71. 0 

1989 1990 

2D. 3 27. 2 

G. 8 11. 3 

l O. 2 16. 7 

1. 11 1. 5 

8. 0 4. l 

2. 3 5. 0 

5. 0 7岱 3

37念。 2 7. l) 

22. 3 l 8. 7 

7 2. 9 9 5. 8 

民生安定している。

Z)J災林業動向
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して り、
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し で らし、

り）

している人々もいる。

土地の権禾ljは、それまで論争がめつ

てきた人々

していた人々

るい

ギニアからソロモ

ている

をへてニュー ンド る火山幣のうえ

(.3) 

2
 

合
ャ

らの子孫に

入植したし

ロのほとんどが

を詞いている。

きている。

る。大小80以上の島々があり、こ

さな島では水(}){i{t i;1! か［閏題。なかには雨間だけ天水を

い〉大きな島に移動するかおるいは毎日カヌーで水を迎んで

11. 8%、草地乙 1%、林地75.0%その他11.2%(1990年版）

時に、全ての土地は慣習的に所有し、利用し

あると、憲江に明記されるに至った。独立以訓に

々は了れらの人々から貸りを受ける形となった。

閲係していることからも明らかなと

はり、食料作物の生産が中心であるが、換金作物の

①いも類（タロ、ヤム、甘藷、キャッ

り、この国も農

も拡大して
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②殻類ではトウモロコシがわずかに栽培されているだけ。

こめは泊費が増えているが、栽培はほとんどない。
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③コプラ

最も輸出額の多い産昌，1。批界の貿易量の10%を

フィリピン (31%)、パプアニューギニア (2,1%) 

、マレーシア (9%)が続く。

めている (86-90年の

次いで多く、さらにソロモン

ヽ
c ヽ—

(9 %) 

ム削
直T

1980 26,732トソ

1982年 ~i4, 798 

1984年 46,682 

1986年 42,293 

1988年 31,681 

1990年 37,246 

トン トソ

6
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9
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3
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9

 

2
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①ココア

最近になって急速に増加。

輸出

1980年 366トソ

1982年 776

1984年 681

1986年 588

1988年 1,011

1990年 l,21 7 

小農 農固

578トソ 145トン

417 111 

634 14 8 

l, 000 258 

612 144 

1,658 514 

⑤カバ

伝統的な作物で、国内にかなりの市場があるが、正確なデータはない。

輸出は、 1988年 11トン 1990年 43トン。薬品や飲料に。

⑥コーヒー

輸出は、 1988年 19トン 1980年 37トン。

⑦肉牛

牛肉と子牛肉の輸出は最近、急辿に増加。

3/4以上が日本への輸出。ニッチクが大規模な牧場を経営。農民に対しては 4歳以下でと体

（枚肉）の重屈が260kg以上という条件が示されている（去努牛肉）。これに滴たないものは単

価が安くなる。自然虹地ではこれだけの発育を達成するは難しく、改良肛地の溝人が必要との

ことであった。こうした条件はだんだん厳しくなってきているという。

エファテ島では、大規模な牧場があちこちでみられる (openpastures、undercoconut 
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も 壻加してい
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販売

1986 153. 3千リッ 80. ,1 クリーぷ

1888年 〗 10 。 0 68紐 3 7. 7 

1990 287, 2 82.5 12. 6 

て つゞ

最

の約

いわゆるvil!age pigsの頭数は、 5刀 6

より減少。ぶたはメラネシアの人々にとって

椋としても重是

コマーシャル養豚はエファテ島でみられる。 1989年のと殺頭数は1,085頑、と体重姑が15.9 

(19 8 9年）。 1戸当たり 2.5頭。 1989年の調査

に使われる菫変な勁物。村民のたんばく

トン。鮪入あり。

⑩とり

いわゆるVillagc chickensの羽数は、 30万 8

調査より上m加。村民の重嬰なたんばく源。
コマーシャル養鶏による生虹は、松］がl7 2. ,1トン、卯が230,ii-15ダース (1D88灯―'.)。輸入あり。

(19 8 9年）。 ］戸当たり 13.5羽。 1989年の

⑪ひつじ

国内の泊費の約2/3を生産。残り

総1且閤数のうちそれ 0) を栽培 している皿間の＇，り合は次の辿りとなる。
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都

ココナッツ ココア カパ コーヒー うし

'7 { l 1 0,/ O 35 27% 2 ,111% 

， 砂 :3 （） 尺,, 

バヌアツにおける人々の生活状況をみてみると (1989年の調査結果）、農村部では、水は、

タンク（共同及び個人）に貯めたものを利用している家庭が最も多く、次いで、共同水

J 11、 どの利用が多い。料理のための燃料は、 ココナツの殻を使っている がほと

んどとなっている。また、あかりには、ほとんどの家庭で灯油を使っている。

4 バヌアツの生活調査(1989年）

農村

全世帯数 ?“ ”ーm'’ 
，
 

2
 

り
し 5, ,180 

道

自家水追

共同水道

村内水道

自家水槽

共同水槽

河）II 

朔水

井戸

5. 6% 51. 8% 

17. 7 31. 7 

5. l 0.3 

15. 2 8. 9 

18緊 0 3.0 

15. 3 0. 5 

7. 2 0. 2 

14. 4 1.0 

燃料

たき木／ココナツ殻

薪炭

灯油

ガス

電気

94. 0% 28. 6% 

0. 5 0.3 

0.6 3. 0 

4. 2 64. 7 

0. 1 0. 5 

灯火

たき木／コオナツ殻

灯油

ガス
,,, 今／二ゴ

IU, メ＼

5. 8% 

8 G. 9 

0. 3 

5. 5 

0. 8% 

,16. ,1 

l心゚
48. 6 
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出される。

Tagabe じxperimentalSしation (『ortVila力入ら約 5km) 

Senior Agronomist (フランス

日

、と

れから(:IRADの

も進打しているとし＼う。

し＼が、

できるという）

は局長が

に適し

も、野菜、呆樹のほか、ペパー、バニラ、カバなど。
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じ/
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、合さ：： ロに1 とし 0) に ら z心、。

＼も のほかいろいろ

ココ / c... "'-い！ユ~- L._,. " (.__- Iや 0

0) が くなり、 釘〉

して り、研究リポート等は

のもと、総勢4名のチームがあり、研究を推進。

と、新しい作物の閤発を目的としている。い

ント島にある。

!Rl!O (Institut de recherches pour lcs huiles et olcagincux) 

ココナッツの研究を

IRCC Onsti tut de recherches du cafじ， ducacao et autrcs plantes simulantcs) 

コーヒーおよびココアの研
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Ani田aiFroductioり

Animal Health/J) では、

Animal Product』iODの部門では、肉

ンター、

1
9
3
p
 

,
r
n
 

m
1
L
 ヽ

牛
l、

肉 ア

｝

9
`

、
，
'
~

とり、ひつじの生産、

る を

llhoider Cattle Project, Artificial Insemination Project、Vanua

tu Pasture Improvement『roject (オーストラリア AIDAB 1883年まで

どに閲する研究、調査、¥¥『及、詞練などを実廊）などを遂行。

良、

5)囚際 の現況

'-Lヽ

辺。

6)研究：：：：：：ーズ

① 基本食料の生痒の安定、

② 農業生産の多様化

③ 土壌の保全、肥沃化

④ 農業技術の普及

7)共同研究への戦略的アプローチ

ソロモン語島と同じ

8)共同研究実施上の間題点

①地域別にみてオセアニアのpriorityが低い。

②ソロモン諸島と違って、マラリアに感染する心配は少ない。少なくともポートビラではない。

③研究話動が限られている。分野も限られているが、その内容も晋及をrlり似とした活動が中心。

④ポートビラの生活は、小さな町のこと故阜調ではあるが、美しい自然があり、マリンレジャ

ーも楽しめ、氣持ちょく過ごすことができるだろう。町および島内は安全。

9)共詞研究への展望

炭望を採るとすれば、やはりソロモン語品と同じことが言える。
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① Republic of South Africa) 

月3J f] 

レトリア（行政府の
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黒人

白人

カラード（？昆血）
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3,060 (76. 9%) 

500(12.6%) 

320 (8. 0%) 

l 00 (2. 

アフリカーンス

釘） ;3. 3 

タウン、 ムフォン

⑥公用

⑦地

南アの地勢はお盆にふせた形に似ており、インド洋に面した京及び染南梅岸地幣から内

障に向かって急速に高くなって高原となっている。高原はそのまま奥地まで続き、一部は

砂漢状態となって西梅岸に向かってゆる＜傾斜している。このため南アの大部分は海抜9

00メートル以上であり、国土の約40%がl,800メートル以上の高地である。首郡ブレトリア

スブルクは約1,800メートルの蒻地にある。

イ

は約1, 400メート

⑧気候

北半球の同緯度地域（台湾一九州に相当）に比し海流や高度の役］係で温暖で乾燥（年間

平均気温：プレトリア17.5度 c、ケープ・タウン17度 C)

⑨政

（イ）政

（口）

（ハ）政

ョ

(:::) 

体：共和制

首：大統領 (F.W. クラーク 1989年9月就任）

党：国民党(NP)、保守党(CP)、民主党(DP)など。その他議会外の政治団体として、

アフリカ民族会議(ANC)、インカタ自由党(IFP)、パン・アフリカニスト会議(P

AC)、南アフリカ共産党(SACP)等が

：白人議員 (178人）、カラード議具

とっているが、実質的に国政

る。

(8 5人）、インド人

してし＼るのは、、白人議

(4 5人）の3院制を

である。

⑩経済

（イ）国民総生産(GNP)860億ドル(1888年） CW: 銀統叶）

(a) l人当りGNP推叶2,460ドル(1988年）（槻銀統計）

lヽ,. 
ニcj • 田 俊漉
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パルト

から脱退。

176 

卜

大移動（

をア

アフリカ共和国」

レー

豆〕

の就任。 「改革か然らずんば死か」

人種別三院制議会を定めた新憲法発効

6月12日南ア全土に非常事態宜言発布。

2月24日反アパルトヘイト団体（含UDA、

9月デ・クラーク大統領の就任。

令クラーク大統領議会閲

に向け「交渉」をよ

豪 ANC、PAC等反政府団体を

・マンデラ氏をはじめ政治犯の釈放決定 (2月[1日マンデラ釈放）

6月8日ナタール州を除き非常事態宜言解除。

6月19日分離廊設法の廃止につき議会で議決。

卜根幹法（人口登録法、

和協定が、政府 ・ANC・インカタ

ボー の下、

として暴動激化。

ク） 闇

2月2日

6月30日アパルト

9月14日暴力間

れた。

0) 

かけ

「民主的南アの

的新点法の基本原則を含む宜げに署名。

、・南アフリカ共和国と外交［月係円開 相互に大

アの日本総領事創iが2月lfl、大使館に

怜jア白人イ）

12月20日~21II めの

7
 

）。

び間

を ち

を

、梨団

23の政沿勢力

(CODES八）」の

ク弓ゞ.....ク

1回 一人、
l―I 

）扮{、:lj

より 名さ

される。

92.03.19 
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(3)アパルトヘイト

パルト

を

口の13%を占める臼

、政治、

、人 [l0)77 %を占める

のあらゆる面において'，

別する政策をさす。 17世紀のアランダ人の人植以来、原住民差別は行われていたが、 194

8年にオランダ系白人（ボーア人）を基盤とする国民党が政権をとってから、アパルトへ

イトとして確立した。以後、アパルトヘイト政策に対し、国連等の国際社会から強い非難

か起き、国際社会の対南ア制裁とともに南ア孤立が始まることとなった。

煎政権下 (197 8年~1989年）でもいわゆるプチ・アパルトヘイト（例：雑婚禁止法、

パヌ、（去、ホテル・レストランの人種別利用など）の撤廃は行われたが、居住地の制限、黒

の否認、人種別分離教育等アパルトヘイトの核となる間題は手つかずのままであ

った。またその開人種別三院制議会を定める憲法の発効を契機とする暴動の発生 (84

）、非］『事態立ば発布 (86年）等を経て、南ア情勢は混述の1立を堺し、国際社会の対南ア

（ハ） 1D89年9月のデ硲クラーク大統伽就fl後、アパルトヘイト撤廃に向けての改革プロセスは

した。 ANC、PACT剖ア共飴党の合払化 (90年2月）、反アパルトヘイト33団体の活動規

聞鮒除 (90年2月）、マンデラ氏をはじめとする政治犯の釈放決定 (90年2月）、「ffア政府

豪いC間の初めての公式励議のI訃l催 (90年5月）、乳常屯態宜言の解除 (90年6月ナタール州

を除き鮒除、同I0月ナタール外lも解除）、分雌廊設‘法の廃止 (90年6月ぷ決、 l0月

<1_) —連の改 f伯オ酎性に続き、アパルトヘイトの根悴江である上地ilー、、集 [JIM}{「地法、人口登

の廃止が南ア議会で可決された (91什6月）。

1991年12刀、南ア政）｛］の他、 l:El民党、 ANCくりI9の

ための会議(CODESA)」の第 1回会介が開催され、民主的

名がなされた。また、 1992年3月、白人介権名を対象として

休の参加のドで「民主的附アの

の晶本原則を含む宜言に

ムが行われ、

ODESAの第2回

・クラーク

ヵ＼廿!l倍さ 可
~
 

co 

が をもって

鳳：GJ] H国闘］｛化（］うい見

のい任を間うレファレン

された。 1992年5月にはC
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の民三化の動きは、 「
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バ＞

されている

出禁止

、警察等 呑
＂ 庫愉出 めない。

(-1)餞経済

①一般経済事情

南アの で、農耕、牧 豆） めぐま また、各種鉱物源 に

しているため、従来よりこれらの一次産品が南ア経済を支えてきた。第二次世界大戦前の

アは農業国であったが、大戦後は、製迅工業が顕著な発展を遂げ、アフリカ大陸随一の

国となっている。南ア経済の発展段階及びその構造はオーストラリアに類似しているとい

また批界経済及び貿易に占める地位は中進国的な立場にある。また、南ア経済は、ほぼ白

よって管理・運営されており、人口の77%を占める黒人は、もっぱら単純労働を提供する非熟

練労働者が大部分であるが、近年、黒人の労働糾合権が公に認められたり、徐々にではある

ホワイトカラー的黒人の数が着実に増加するに伴って、黒人の政治的・経済的権利窪識がたか

まっている。また、最近の南ア国内情勢の進展を背景として、黒人の企業経営揺識も高まって

おり、黒人の自助努力による中小企業育成の動きも出てきている。

南アの主要産業としては、次にものがあげられる。

（イ）農業：鉛此、とうもろこし、小麦、砂糖、柑橘類、その他の呆物、羊毛、皮革、その他

食品加工

(u)鉱業：金、石炭、ダイアモンド、鉄婿石、銅、クロム、マンガン、ウラン、石綿

（ハ）工業：自動車、製鉄、化学、成維

②最近の経済事情

（イ）経済成長率

実質GNPは、 90年は0.9%減、 91年上半期も0.9%滅とマイナス成長が紛いている。

（い物価

インフレ率は、賃金」:.外、ランド下浴等の要因で90年は14.4%、91年上半期は14.6%と

閻い値が続いており、インフレ抑佃」が当面の最大の課姐となっている。剖伽銀行は、物

価抑制のため、強固な金融引締め政策（公俎歩合17%) を堅持している。

（ハ）付加価値税の導入

91年9月30日、従米のGST(兄上高税）にかわってVAT(1寸）］［］価値税）が導人された。税率

は13%から10%にiJIき下げられたが、課税対象が拡:;k.したことから、物価への影幣 (1~ 
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が国は、

1870 

アは、

より

アの

るとの観点からも重要となってきて

リカ教百詞練計両」

「カギソ念トラス］、」に対する拠出

従来からの扱助の拡允に加え、平成 2

」の祈たな扱助を出始している。

320万ドルの扱且りを汀つ t'-,O 

ょ

¥
3ダ
ー゜ヽノ

7
9
 }r, 

を輸入している。

ア規制

ァ

ヽ

｝

）

 

r
,し

政

としても扱且りの拡充に努めてきている。 「

院レベルの南ア国外留学扱助）、

の教育、医療、職業訓練等に対する扱助）等の

よる

［~ふ

ァ~側は、 1962

の担い手を

の

け入れ、 「小規校

としてUNHCRを通じ

②経済的設］

（イ）貿易

我が国の対南ア貿易はここ数年漸減傾向にある（我が国の対面ア貿易は1990年は第5ぃ.L.J 0 

日本の面アからの主要な輻入品は、鉄鑽、非鉄金属、石炭等で、上要輸出品は、輸送機械、一

般機械、電気機械等である。また、南アは希少金属の供給先としても凪要で、我が国は、クロ

ま

の-—因として冷 1860年代木より南ア を禁止し、

のlll1翡要請を＇行ってさていたが、 1991年10月、これら投融

の解除を行った。
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〈1) ロ

1 ロ

さに勺 カラード ア ア 人）

口(1990) し?「しI，nI11V 7 ( 5う018 3,21 ✓1 856 21 , GO 9 

業人 l=l(1985) 

1, 181 89 l 7 8 l(J ' 808 

744 88 l :') w ？ “ fl42 

1 , 38 0 362 250 97 671 

・ガス 911 33 8 52 

建設 りrりrゥ1 105 107 14 331 

商業 942 304 128 70 439 

交 念 418 182 112 14 181 

失業省 629 27 84 23 495 

(2)農業関係の雇用者(1989): 1,144千人(15, 222;Colorod +Asian, 906) 

(3)土地利用：総計86(m.ha) 耕作地8.7 永年作物0.6 人口牧草地1.2 天然牧雌地70.6 森林

1. 2 その他 4.0 

公共土地利用：総計107m.ha 農林業託 都市近郊4 自然保設区5 その他3

(4)農・畜産物の生産凰等(1990-1) (表参照）

(5)林菜：天然林は18)Jha (国土の0.1,1%)、人口林はl40JJha (国」この2%以 (Eucalyptus g 

randis 36万ha、その他のユーカリ 11.6、アカシア11.7、マツ等釘菜樹80万ha)。鉱業用材、 燃

材、建築材、紙、パルプのほとんど、家具、工業用材の40%は自給。

南アはアフリカの中では経済的に大きい国であり、経済規校は近隣4カ国の合計に相当する。

その中で林業は年間70億Rの生産額があり、南ア経済に重要な地位を占めている。木材は主に欧

州に輸出されている。新たに25~10万haが造林されている。林業の地域区分を行っている。針葉

樹が重要な樹木であるが、ユウカリが怠述に重要になりつつある。とくにパルプ工業においては

うである。

3)国立農業研究機［見(NARS)の現況、囚際研究協力及び研究ニーズ

(i)南アの科学技術［関係部局

Council for Scientific and Industrial Research (CSIR) 

Food Science and Technology 

Forest Science and『echnology
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① Foundation for Research Development (Head: Mr. Reinhard R. Arndt) 

FRDは研究のあらゆる分野に閲係しており、大学や民間企業が他国と行う研究計画について

も関与している。漁業についてはFRDは過去15年間他のアフリカ諸国との閃係を良好に保って

きている。農業については現在紐絨を作っているところであるが、民間の参入を計画している。

獣医学については免疫学的な研究の可能性を真剣に検討しているところである。これには英仏

が関係している。林業については民間の参入および国際化を協力に推進中である。 FRDは日本

との閲係強化を強く要望しており、今回の訪間を機会になんらかの交換が始る事を強く希望し

とくにバイテク部門での協力を希望している。ている。

（イ）Science Liaison(Dr. Van der Walt) 

FRDには独自の研究所は無く、 NationalAccelerate Ccnter(in Cape Town)、RadioObs 

ervatoryなどのトレーニングセンターを持っている。

(a)アフリカ諸国との交流、協力

南アとSADACとは一つの地域として協力してやっていく必炭があると

学｝翡門を弧化する必川のある国であり、来年93年には会ぷを It¥、その

えている。共に科

あうf定であを

る。アフリカ諸国は共通して教育と情報に間題を抱えている。したがって、教育に関しては

教育スタッフと学生の交換を促進し、情報に関してはUNINETという研究、学間(academic)

川のネットワークを作り、アフリカ諮国に広げようとしているが、まだ困難な点が多い。最

現在このりNINETを北米および欧州（とくに大の間辿の一つは各国に図書館が

英仏）に繋げようとしている。

vヽ である。
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F土

゜
るょ，ヽt>
 

r,＼` れ文j

いは

る。『RDは ，ヽ刀

(J) を ム

日本との二

では、研究者間、研究所間の協力関

アフリカ地域における共同研究プロジェクトをも

現在、 FRDでは250

(;' 

り〉

C) 

()) 

る。 、アフリカ との

いる。し し ら、 S

しし＼面も

う を

と えてい 1,,¥ ゚

ていきたし

テミ''
ヽV' ののなかカミ

しよ

に限

しi、
つい

150人

し＼厄I目］である。

であり、その上で、

示している。

(a)fishery Program(llead: Dr逗 O.A撃vander Wcsthuysen) 

アは東南風のため海に対流が起こる事から西海岸にイワシの大漁場があり、それを

べる大型の魚類も多い。東海岸は希少種を含む多種類の魚がいるが、量的には多いもので

はない。スポーツフィッシングが盛んであり、現在それについても管理する計面を推進し

ている。「RDが扱助している研究計画としては、現在大 っているBenguerasystemの

解明がある。これによって西海痒の生態系についての理解が深まっている。

研究機関としてはケープタウンに大学と国立研究機閃であるSFRIが、印度洋に面したダ

ーバンにはOceangraphic Instituteがある。梅洋閲係の科学者は、 i紐洋の持つ国際的性

格から、他分野の研究者とは異なりサンクション中もそれほど孤立はしていなかった。 2

国間の研究協力では、モザンビークで2つ長期に行われている。アンゴラでの計画は始っ

たばかりである。

日本の水産閲係者は、鮪や鯨などの漁業許可に閃係してケープタウンにある政府機閲に

よく接触している。日本とは今後、水産に閲する研究協力を強く要望している。

② Agricultural Research Council (Head: Dr亀 A.J唸 l!cyns)

（イ）殷業技術動向および研究協力

ARCは1992年4月に国際化と農業の各方面に貢献すする事を目的として設立された。

モットーとも言うべきものは"Doyou produce anything good?,,, である。

南アは銀賞用植物の迎伝賢源が極めて豊露である（とくに南郊はケープ植物区といわれ古い

タイプの被子植物が多い、極めて特異な植物相を持っている）。またワインの生産も盛んで

-76-



ソ、フラン とレ3l "r し＼る。ロシア

中である。 る゜

,T) 

リカに旦：

る。

ヽ ァメ

う
f
,
~
が

、/
f
,
’
'
 

、9
し

4
,
L
'
 
ぐ＂

ヽ

✓~ 

ァ
え
u

を

食用プドウ

働き、

この

しぶ
'-

}

し

,9~,: 

としていか＼

してv'~・,,

コ
,. 

術を持っている。

地が年えら

になってしまっ I'--O 
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＜ 
、バイラスフリ,_Cl) 

となっている C

るセンター(ADC:i¥griculturalDevelopment Center)を

教え、

ロコ

＼ので

り、家畜

の

Vl , タベ
ノ＼

ヽ
2
¥
 

モロコシの

→ トウ

ではス

JOOヘクタールにつ

っている。

ンに

主く行か

ツマイモは

統を作り出しているし、

i
f
 t
 

る" Rural development cooperAl.ion 

けで んらの扱助もされなかったたゥ、

次第に農村を出て鉱山や都市で

るようになり、それが今でも続いている。

であり、自給白足閏業から野菜生産

閲

農地を中心にJ此村が梱築される

揺CはADCを通じて研究成呆をこの［月題に適用していく

メ科の問虚作を普及させ、また野菜生靡も推進して

決してゆく閏題と理解されている。

③ Pianl Protection Research Institute 

（イ）糾緑慨

肛fりr.μl;、よ形J1 O O .,,、

位侶する。

0) をしている。

のためには、まず農村現塩で研修をす

り、作物栽培、家斎管迎等の基本を

らばらの区画にトウモ

うまく活川されておらず、生産性

を作り、農家に一定期間

る。とくにトウモロコシとマ

らないが、いずれも一歩一歩解

レトリアの使科な島所にある農場

（口）｛怜

Entomology/Zoology 

Nat:ional collection: lnsrcls, Mites, Spiders, Nじmat.odes

rゥ

—- 11―--



0

0

 

m

t

 

。tr
 

n

c

 

c

t

 
s
 

t

o

 

S

'

>

 

c

r

 

r

a

 
一

o

l

 

、,

＇ 

'

s

 

l

e

 

o

c

 

r

b

 

t
 
n

y

 

0
 

0
 

c

n

 。

d

l

 

e
 

-

9

4

9

 a

s

 

r

t

 

g

s

 

o

c

s

 

t

p

t

 

n

s

 

ー
l

s

u
t

c

 

,

C

o

 

l

u

l

 

o

d

 

r

o

y

 

t

r

r

 

n

P

o

 

o

i

t

 

c

d

a

 

e

r

 

l

r

g

 

a

o

i

 

c

t

M

 

i
s
"
 

g

,

 

0

,

C

 

l

y

t

 

o

g

i

 

i

o

m

 

B

l

r

 

ゞ

a＞“ g
 。。m 

〇t
 
n
 

av c
 

゜

m
 。n 。c 

r
じ

Economic zoology Mites, Spiders, Nematodes 

Plant Pathology/Microbiology 
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: National collection of fungi 

Plant virology 

Weeds and Pesticide Research 

Weed research : Botanical aspects, Biological control, Chemical contr 

ol, Integrated control 

Pesticide and hebicide dynamics 

（ハ）研究協力

Deputy Di rector (Dr. V. D. Wasserman)以下、 Forestentomology, Insect quaranteen, 

Biocontrol, Stemborer project, Mycology等に関係する多数の研究者と面談。日本との研

究協力については強く期待しているようであった。

農業昆虫では生物防除、貯殻古虫防除に閃する研究のactivityが高い。根粒菌については大

豆の将及のために大豆根粒菌に重点を罹いているが、アルミニウム抵抗性の酸性土壌に適応

した系統を探しているとのことであった。日本の系統はその点が優れていると思うので譲り

受けられないかということであった。

その他の病害についても日本の研究は裔く評価されているようで、研究↑打報の交換を強く

希望していた。また当然のことながら、日本の科学槻器に対しては強い棟味を示した。熱研

から研究員を送る可能性があるならば、良い協力関係が作れるものと思われた。

① Vegetable and Ornamental Plant Institute(VOPI)(Dircctor: Dr. Johann T. Meynhardt) 

野菜（ジャガイモ、 トマト、キャベツ、カリフラワー、タマネギ、インゲン、カボチャ、

エンドウ、ニンジン、ピーマン、サツマイモ）と観賞川植物の研究所である。

（イ）糾織
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(u)研究内容
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閃しては、タマネギ、ジャガイモ、トマト、およびサッマイモの育柾が主要日

的である。病害抵抗性系統のテストを広い範即の環境条件下でテスト出来ないかと考え

ている。日本の種子会社とトマトのバクテリアルヴィルト抵抗性系統育成について

行っている（日本の柾子会社は数多くの系統を持っている）。

南アでは高地温が野菜栽培での大きな間題である。地温が50-60℃になる串かシャ

モやトマトの晶質を低下させたり、病害を引起こしている。高地温はまた塊茎形成を抑

てしまう。

育種の全般的間題は、都市白人層が品質、外観の艮いものを望むのに対して、黒人層

は収訥性や病害抵抗性に対する要望が強く、育成目椋の一本化が難しい事である。例え

ば豆 (beans:インゲンマメ）については、郁市部では有限型の品種に対して要望が強い

し、農村部では生育期間の長い無限型への要望が強い。

野菜の商品生産については重要ではあるが、生産物が都市蹄へまず輸送されるため、

それが生産される農村部へゆき渡らないと言う変な現象が起こってしまい、効率が悪い。

農村部における野菜を調べてみると、一般的な野菜をある一定の面積に栽培し、それ

を泊費している訳ではない。殷民は周囲にある種々の在来の植物を野菜として消費して

おり、それらが重要な食糧になっている。このためVOPIではその様な植物の品種改良を

う研究プロジェクトを予算申請中である。

遣伝資源については世界各国が制限を行うようになってきている。南アは以前は遺伝

資源を開放していたのであるが、南アから持出されたマメ科牧草の系統を使った品種が

再輸入され、間題になった。マメ科牧草の改良が南アで成功しているのは南米起源の系

統があるからである。現在では南アからの遣伝資源の持出しは禁止されている。

観賞用植物では Lachcnalia、Ornithogalum、グラジオラス、 Proteas (南ア固有種）

を主に扱っている。プロテアは1503年にケープタウンにあるテープルマウンテンでAnto

nio de Sakdanhaが発見したものである。 VOPIはケープタウン近郊に支所をもっており、

そこでプロテアの仕事を行っている。

南アでも現在環英汚染が間題になっており、 IntegratedPest Control、天然物質の農

薬としての利用、生物的防除、フェンスの利用等が考えられている。呆樹の生産にして

も股薬の利用はますます難しくなってきている。

⑤ Stellenbosch Institute for Fruit Technology(INFRUITEC) 

予窮が不足しており、紐絨培捉を事業的に展開して昨年は 1年間に160万Rの金額を得、

研究費につぎこんでいる。

（イ）研究内容

(a)病古研究

Bacterial canker and bacterial spot of sしonefruit 

Blossom blast of pear 

Crown gall fire blight(まだ南アでは見つかっていないがジンバプエでは見つかって

いる）

これらの病賓は年間2500万Rの被賓を与えている。

(b)バイテク
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(!) どでチームを して を

している。

,✓ ， る

よるfingerprinting 

パクテリア

カビによる

ドウのつるのleafroll 

のセクション

0名いる。

（イ）

る

る

の

{
‘
q
 カ

のウィルス

ietv0orbij Institute for Viticulture and Oenology(Director: Dr令 Jakob Deist 

ユ

は19 創立さ 1967年に

門家を含めてら名、テクニシャ

ワイン、ブランプ三

0) に移った。予算 民間から

ドウ業界からの予算という

ドウ、レーズンを対象にしている。

ワインの生産が軌道にのった。ブドウ生産農家の約9割がステレンボッシ

っている。約6千の家族経営のブドウ栽培農家があり、 z5,....,30万人がプド

ウ関連の産業で働いている。

ワイン生産用のプドウも生食用と知はない。 2割は赤ワイン用の昔からの品種を

している。残りは白ワイン用である。 70のプドウ酒醗造所がある。全ワインの生産の

うち5割近くある品質のあまり良くないワインはブランデー生産用に回される。全プド

ウ生虻中20-25%は呆汁にまわされる。ワイナリーで生産されるブドウは全体の一割で

る。近年オーストラリアやニュージーランドのワインの品質が向上してきており、

これらの国々と競合してゆかなければならない。

KWVC(Cooperative Wine Farmers Association)とCWSI(CapeWine Sprit Institute 

の二つ

る。

ドウ洒傾造所として極めて大きく、価格の決定はこれら二社によってなさ

ドウの生産は約8千haある。プレトリア付近でもプドウは生産されているが、

雨地帯であり冬雨地船のケープ地域とは環塊条件が全く異なる。生

スペインを除く欧州へ輸出されている。主な

ンス、イギリス、 ドイツ、イタリア等である。

が暑く乾燥しているので品質のよいレーズンができる。約4

を出荷している。

圃場でもプドウの生育に差が生じるほどである。

いの ま

ってきぃ。

である。ま

ドゥ

ラスを作ると、

が阻古されやすい。ブドウ

はカバークロップを植え、

を作らない時(lb
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,' 畦立て、

に

イタリーと

⑦ CSJR-Division of Forest Science and Technology (「ORESTEK)(Director: Dr. Fred Krug 

er) 

（イ）概

財政的岬山か

を

布

し

のを30%から1.

。いまマメ科牧享や戸，＇［グラスに代るものをさがしている。

しで13~20t凡Wt/haiJ)収鼠を上げる事ができぃ。

a、瞬酸は14kgP/ha、加里は60kgK/haであっ''-0 

R 

(b)研究に

つし＼て」［［叫

:
J
3
 
乙
。
こ31 っ

から得ている。

どの分野で大学も

ヽ泌フランヌとはイースト ついて、

を行っている。

Rの であるが、 10百万

している。

(c)民間は茶業閲連の研究への希望が多い。

(d)研究を通じて技術を作り上げるというのがモットー。

（口）研究分

種

林
ク

動態、環境汚染を防ぐための肥培管狸技俯、保護、森林

火災。

木材科川 ：バイオパル

上地利用と水文学：生態系管理（人口林と地下水の減少間

態系竹郎 ：サバンナを

農村命地域 t.lH

環塩情報技術：リモートセンシング、シュミレーションモデリング

日然林や環炭閃連の研究について質間したが、それほど））を入れているようではなか

、システム解析

った。

（ハ）研究協力

CIRADとは共同プロジェクトがある。批界銀行、じSAIDとは現在接触中である。モザン

ビーク、ザイール、ガボン、コンゴ等とは小規模ではあるが共同研究をしている。アン

ゴラやモザンビークでは磁林による木材生産の可能性がある。マダガスカルとの共同研

究はマダガスカルの政沿的混乱のため、相手企業に間題が生じて共rm研究は中断した。
マラウウィとは自然保護関係で小規校に共同研究を行っている。何れにしろどの共同研

究も初期的段陪にある。国際研究期間の中では!CRげとlxl係を杓っている。
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アプロー

(l)南ア研究機関概観

①研究者の質は高い。

②研究管理がしっかりしている。

③インフラストラクチャーは良い。

④機器は欧米製に頼っている。

⑤財政は必ずしも潤沢でなく、民間資本の導入傾向が高い。

⑤アフリカ研究では地理的優位性店を持っている。

⑦研究的鎖国状態からとき放たれ、梅外との交流、符に技術先進国の日本との交流を強く望

んでいる。

⑧研究所は首都プレトリアとケープタウン周辺に多く、生活環境は良い。 i毎外研究者用の

居も国の責任で用意できる。

⑨政治的動乱期にあり、社会情勢には不安定要因が多いが、研究遂行に影響する要因は少な

し＼
゜

(2)外研究協力担当責任者 (Dr.Van der Walt, FRD)の煎見

FRDは多くの研究所に全てのアクセスが可能である。 FRDは研究所についての完壁な情報を

持っており、それを用いて共同研究の可能性のある研究所を見つけ出せる。研究所と共同研

究を開始するに当ってMOUを取交わす場合には、 FRDを通じて行った方が良い。 MOUが出来た後

ではFRDは一切タッチせず、研究所間で交流してもらえばよい。二国間のみならず、南部アフ

リカにおける研究ネットワーク等、 multilateralな協力関係も構築したい。三ヵ国間のプロ

ジェクトについては、日本、南アがケニアと共同研究する事は可能である。ガーナについて

も将来は可能である。熱研は熱研方式で、南アは南アの方式でやればよい。プロジェクト内

では人間は三ヵ国間を動き回れるように出来よう。今後、共同研究構築に向けて、互いの接

触を緊密にしたい。

5)共同研究実施上の間題点と展望

南アについての感想は訪間する前と後では大きな違いがあった。訪間前には人種差別の強い

国、政治的にも混乱しており、危険もあるという認識であった。これらの認識はヨハネスプル

グや地方では間違っていないと思うが、訪間したところが主都のプレトリアやケープタウン周

辺ということもあり、アフリカというよりアメリカを静にしたところという感じであった。研

究所自身の環境も優れており、その内容もかなりの水準と感じた。日本の外務省は南アを中進

国と位置付けているが、簡単に云って、白人関連matterは先進国、その他は後進国ということ

ができる。南アという国をどのように位置付けるかによって熱研の対応が決ってくるのであろ

うが、もし熱研が対応可能であれば、若い研究者を送るには良い場所ではないかと思われる。
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これまでの熱研の 国 しも比較的研究水洲の高くない国々が多く、 し＼

に必ずしも適さない場合があると思われる。南アはそういう場合には最も優れた場所

るものと思われる。

南アにおける研究分野は広範囲にわたるが、畑作関係では半乾燥地の農業に集約される。南

アの北部はジンバプエに接しており、気象、土壌から見て半乾燥地梱の特徴を良く備えている。

プレトリア付近は母材が砂岩であるためやや肥沃度が劣るとはいえ、半乾燥地の特徴をもって

いた。一般に半乾燥地帯の国々は、とくにアフリカなどでは、貧しく、研究環境、生活環塩も

劣悪である事が多い。そのため現在は国際研究機関で研究を実施しているのであるが、研究所

はともかく、生活環境は厳しいものがある。南アの場合は研究所、生活環炭が優れており、か

なりの研究活動が可能になるように思える。また、南アはアフリカ、半乾媒地での農業にかな

りの研究蓄積があると思われ、これを活用する事は重要であろう。また、南アを通じて他のア

フリカ諸国に入る事も将来可能と思われる。これに加えて、南ア自身が日本との研究協力を強

く望んでいる事も考慮するならば、熱研との関係も円滑にいくように思われる。

の育成

り得
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ア (1991. R = 0 Yen) 

積 (tha) 量 (t.ton) 霊(.ton) Gross Value〈mRand) 
~ ~ ~ ~ ~．、. . 

31 

Maize 芯 026 8, 047 6, 6 7 3 2. 7 98 

Wheat , 418 凌 231 2. 120 860 

Oats 811 31 6 

f > 135 167 117 

Ry 65 4 1 

a n ghum 115 262 71 

廿 L 125、
cerne se ， 
beans 78 99 82 151 

Dry peas l 

Lentilss 1 
uga ane 380 19.692 L 001 
i root “ i;: ， ， 
丁 25 32 403 
ton 127 31+56+87 121 
G nut 86 95 170 

Sunflo冒ers 575 589 420 
Soya beans 87 124 82 
tt 1 rk 115 48 

i al 8 

Other field crops 18 

Viticulture 650 
Citrus fruit 506 
Subtropical 231 
Other fruit 1. 095 
i fruit 94 
Nuts 12 
Vegetables 991 
tatoes 627 
Flo胃ers 193 
s tea 5 

111 
Others 11 
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Wool 

Hohair 

Karakul pelts 

Ostrich products 

Fowls slaughtered 
Eggs 

Cattle and calves slaughtered 

Sheep and goat slaughtered 

Pigs slaughtered 

Fresh mi 1k 

Dairy products 

Other livestock products 
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目

曰 アからの主 日 アヘの主要訪出年三

属 293、 懐 456. 30.9ぢ

.3 12。] 肢視 . 4 26.6 
灰.,. 8豪， 13, 5 電 気懐 .8 14. l 

鉄金属 215.6 lL 7 精 密懐 67.9 4.6 

とうもろこし 1S5.3 8.4 鉄 網 57. 2 3.9 
-,-
127.S 6.9 属 ロ 40.0 2. 7 -0 ロロ

ば呉：通商臼書。 l9 9 0年数値）

南アは希少金属の供給先としても重要

世界産出高・南ア ユし /88年 日本的入実積・南アのシニア/90三

ク ロ ム t-'--" ... •; 35. 4 % 68. l芸
→ヽ 、ノ ゴc-'-ム 13. 7ぢ 51. 7 % 
マ口ー -勺もぐ＝-n 3.0芸 28.l % 

白 ,6... 50. 6 % 15. 2芸工

工業用ダイヤモンド 41. 7芸 l.O芸

パナジウム鉱 -:l ., 1. ,. :) ."' , 0.0 % 

石 灰...,_, d •• ,. 0 ., ,. 4. 7芸
.L>.. 34. 5芸 0.8芸•·· 

（出典：通関続計、米国内務省工業局統計）

※対南ア三要貿易国の比較 （単位：百万米ドル）

I l 9 8 7年 1 9 8 6年 I l 9 S 9年 I 1 9 9 0年 191年 1-----10月
, . 

3,797 2位 5,058 1位 4, 815 1位 4,865 1位 4. 163 1位I 」—~ ..., 

日 本 4, 318 1位 4, 001 2位 3, 784 2位 3,349 5位 2,901 4位
‘’’ 2,680 3位 3,266 4位不 3, 245 4位 3,406 3位 3, 3:i4 2位

六 2,630 4位 3, 337 3位 3, 14 7 5芍,_ 3,897 2位 3,050 3位
：ニ 2, 244 5位 2,664 5位 3, 256 3位 3,362 4位 2. 633 J~,1lf. .,_ 1ア

（出呉： IMFのDOT続計）
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(l)政治的適性度

a民主性
b外交関係の緊密度(

C 政情安定性

(Z)社会的適性度

贔対日感情

b公私混同

c行政能力

(3)経済的適性度

a GNP(一人当たり）
b援肋要求度

C JICA協力等

(1)共同研究欲求度

a技術的欲求度

b経済的欲求度

c情報交換欲求度
(2)研究レペル

(3)施設・機械充実度

co erの協力度（予想）
(5)住宅事情

(6)風土病・衛生状店

(1)窃盗．傷害等治安状態

(8) 日本人学校

候補機関の総合評伍・

研究協力柑手国としての評伍

南ア

低い→高い

白人優位体制を存統

弱い（緊密になる）

マダガスカル モーリシャス

低い 高い

独裁（民主政権へ移行か？）民主的

弱い（変わらない） 弱い（変わらない）

不安定（安定化が期待出来る） 不安定（継続する） 安定

非常に高い

非常に良い

無い

非常に高い

非常に低い

860億$(2(60$)

低い（投・融資は歓迎）

小規撲 (3.7億円）

低い

非常に良い

非常に多くある

非常に低い

非常に高い

2. l億$(I 80$) 

非常に高い

無償12.f億円(1989)、5位
食糧援肋が主

農菓プロ技協必要

真い

良い

不明

不明

高い

18. 9億S(l810S)

高い

約10億 (1988)

水産関係

研究攘関評“

南ア マダガスカル モーリシャス

MARS HARS Univ NARS Univ 

高い 高い 高い 高い 非常に高い

非常に高い 低い 低い 低い 高い

低い 非常に高い 非常に高い 非常に高い高い

非常に高い 低い 低い 低い 高い

非常に高い 非常に低い 低い 非常に低い 中程度一高い

高い 非常に低い 非常に低い 非常に低い低い

非常に高い 非常に低い低い 低い 高い

良い 非常に悪い 良い

都市（問題無し） 悪い 問題無し

昼：安全、地域差大 昼：安全、夜：危険 安全

無し 無し (A■erlcanSchool有る） 無し

゜
X X X 

゜NARSは三カ国とも首都域の本部。大学はUnlv.AntananarlboおよびUniv.Mauritius

相手桟関が希望する、あるいは重要と思われる研究は力分野（熱研から見た貝抹深い協力分野）

南ア マダガスカル モーリシャス

農菓経済・開発・農村 開発計画（同） 開発計画（同）、 （農村社会）

作物生産 パイテク、育櫂（同） 栽培•生態、作付体型、貯蔵、 パイテク（同）

（遺伝資源） 利用・加工、 （遺伝資源）

作物保護 生物防餘、貯穀害虫 バック防除 生物防除
農菓工学 土墳保全、水利・濯がい

森林・林菓 森林生態系管理、 荒廃地造林、 （遺伝資源） シルポパスチャリー

木材利用、 （遺伝資源） アグロフォレストリー（同）

畜産

草地 飼料資源、 （遺伝資源） 草地利用

環境
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：マタガスカル

）し

(Republi月ueDemocratique de Madagascar) 

: 1960年26日（旧宗主国フランス）

: 587,000平方キロ（日本の約1』 □、

郡：アンタナナリヴォ

⑤政 体：共和制

イティエ・ラチラカ大統領（海賂） Didier RATSIRAKA 

⑦人 口： 1,125万9,000人 (1988年）、人口瑠加率： 3.3% (1980年,...,__,gg年の平均）

⑧平均寿命： 54オ (1988年）

⑨郎 放：約20(メリナ、ベチミサラカ、ベチレウ、サカラバ、アンタンドルイ、その他）

教：キリスト教37%、イスラム教5%、伝統的宗教58%

イン る 位の島）

⑪公用語：マダガスカ 、フランス

（イ）気候は乾期 (4月~10月）と雨期 (11月~3月）に大別される。

（口）東部梅岸平野は、概して雨が多く高温多湿。しばしばサイクロン（台風）の被害を受けて

いる。

（ハ）中央高原平野は東部海岸より雨が少なく、全般に涼しい。首都アンタナナリヴォは、標高

約l, 40 0メートルの高地にあたるため湿気も少なく、 1年を通じて涼しく、 6~8月には、気

温が5,-..,5度に下がることもあり、暖房が必要なこともある。

(::)西郊海岸地域は乾燥しており、概して東部海岸より暑さが厳しい。同平野の南端では降雨

が一層少なく、半砂漠的様相を呈している。

⑬国防：

（イ）兵員数21,000人（陸軍20,000人、海軍500人、空軍500人）、警備隊7,500人 (1989年）

(u)国防費3,666)5"ドル (198 7年）

⑭経済：

（イ）GNPZ,080百万ドル (1988年）

(u) GNP実質成長率ー0.3% (1980~88年）

（ハ）1人当りGNP180ドル (1988年）

(:::) 1人当りGNP実質成長率-2.4 % (1986"'-'88 

（ホ）通貨マダガスカル・フラン(FMG)1米ドル=1,430. 88FMG (1988年7月）

（へ）財政 (1987年） ：歳入2,207億FMG, 歳出3,207億FMG

（卜）対外公的債務残高 3,113百万ドル (198 7年）

当：池田俊淵

-88-
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(ッ,'し,-、

'.960 

t 972 

1973 

1975 

1976 

1977 

l 0月

8月フランスより

」月

5且

5月

2月

6月ラ

12月

7月ラコトアリジャオナ中佐

1982年 4月変動相場制採用

11月

8月人民議会選

月内閣

2月内閣

てラチラカ

弓/ 

ュウ

1983 

1985 

1888 

198 3月大統領選挙にてラチラカ大統領＝

5月人民議会選挙

8月内閣改造

(3)外

マダガスカルは全方位外交、非同盟をその外交の基本路線としつつも従来は東寄りの外交路線

をとっていた。しかし、 198,1年頃から、経済開発のため西側先進国の援助が不可欠であるとの認

から現実路線を歩みはじめ、西側諸国との関係強化の傾向がみられている。

なお、島の北端のディエゴ・スアレス泡の軍泄としての貸与については、ソ連等の要請を退け、

非同盟の立場を貰いている。

(4) 

①マダガスカルの基幹産業は農業であり、農業部門は総輸出額の約8割を占め、労働人口の約8割

を吸収している。 1986年の同国の経済(GNP)の産業別梱成は、第一次産業が43%、第二次産業が

16%、第三次産業が41%となっている。

②マダガスカル経済は、ラチラカ大統領が1975年に政権についた後、社会主義を標傍史、政府

の経済活動全般にわたる過度の介人のため低迷を続けており、この低成長を克服するための大規

模な投資計画を策定したが、主に外国からのファナンスに頼ったこと、天候不順に基づく農業生

産の伸びの低下、石油価格の上昇、主要輸出産品であるコーヒーの国際価格の低下とも重なった

こと、等のため1980年には経常収支、財政収支の赤字、高いインフレ率、多額の累積債務という

経済困難を抱えるにいたった。

③このため、同国は、 1981年以来パリ・クラブによる債務救済を受けつつIMF・ 世銀の支援の

生産の多様化、輸出削減、公共セクターの健全化、流通の自由化等を目的とした構造調整計画を
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また、 1986年には、食糧自給、輸出増大を目的とし

し、梱造調整、経済再建にとりくんでいる。

④現在、世界の最貧国ワースト14に位置している。

(5)我が国

①政治関係

スカル関

1960年7月5日マダガスカルを承認

1968年2月我が方大使館マダガスカルに開設

1969年3月マダガスカル大使館東京に開設

(1986~9 を策定

我が国のマダガスカルに対する経済協力はマダガスカルに高く評価され、二国間関係は良好。

更に同国はアフリカにありながら、人種的・文化的にアジア的色彩が濃いという特徴を有するこ

ともあり、我が国のことを民族的独自性を保持しつつ目覚ましい経済発展を遂げた例として評価

し、特別な期待と関心を寄せており、ラチラカ大統領自身、演説の中で日本を称賛する程である。

②経済関係

（イ）我が国の対マダガスカル貿易については、船舶、自動車等を輸出し、えび、金属鉱等を輸

入しており、近年、一貰してマダガスカル側の出超となっている。

③経済協力の概況

有償資金協力、無償資金協力、及び技術協力の各形態による援助を実施。有償資金協力につい

ては、水力発電、マイクロウェーブ通信プロジェクトに対する円借款供与を実施してきたが、近

年は債務繰延べを行っており、また、 1987年度には同国の構造調整努力を支援するため「工業・

貿易政策調整計画」に対し10億円の円借款を供与した。無償資金協力については、食楡・農業、

水産、運輸・交通、水供給等の基礎生活分野、基礎インフラ分野その他に対し実施している他、

1988年度には、構造調整支援等のため、 35億円のノンプロジェクト無償資金協力を実 施した。

また、技術協力については、研修員の受け入れ、専門家派遣、プロジェクト方式技術協力、開

発調査等の形態により、農業、畜産、通信・放送、エネルギー等の分野において、協力を行って

いる。

1987年援助額はDAC諸国中第5位（シェア4.62%)。

(6)最近の政治・社会情勢

ラチラカ政権は3期目 (15年目）に入ると国民議会を開催せず独裁化し、私兵を擁し、不正蓄

財などの腐敗が横行し、社会主義経済も破綻した。このため大統領退陣運動が起こった。 1991年

6月にはゼネストが起こり、 8月2日には大統領宮殿に大衆がおしかけたが、大統領は宮殿に閉じ

込もり、私兵がデモ隊に発砲したため多数の死者が出た。 9月には和解状態になり、 12月にはラ

ザナマシ首相のもとに暫定政権が誕生、 18ヶ月かけて政権を立て直すことになった。本年3月27、

28日には国民フォーラムが1週間開かれ、憲法と選挙法の改正を決議した。 8月19日には憲法改正

案の国民投票が行われ、 70%の賛成があった。 9月12日には新憲法の採択が決定され、自由主義体

制を目指す事、競争原理の導入、人権擁護、民族の自由、国名をマダガスカル民主主義共和国か

らマダガスカル共和国とする事などを決定した。 11月25日に大統領選挙を予定しているが、候補

者が乱立しており、ラチラカ大統領が再選されるのではという声も多い。

マダガスカルは社会・政治的に極めて「混乱」している。アンタナナリボを中心とする首都地
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として高地を支配するメリ

部族との郊族間抗争、ラチラカ

なし

（ポリネシア系）と主として海岸を

身、メリナ族は統一さ

よるものである。

農林業動

(1)農林業概要

国家経済に最も重要（人口の85%が農業に従事し、輸出額の80%以上）。 150万農家の

ほとんどはピZhaの農地を有する小農で、自分達の生計を立てるために従事。生態的に多様なの

で、ほとんどの熱帯および温帯作物が見られるが、 5%以下 (230万ha)の土地が耕作地で、 15%

急速に減少中）、残り 80%は1, 000万頭の家畜を旋う牧草地である。耕作地の半分

以上は米作で、農業生産額の30%。ついで重要なのは根菜類（キャッサバ、サツマイモ、タロイ

モ）、ついでメイズ。コメの生産量は年間220万トン、 haあたり平均1.8トン。 1974年までは自

自足、小量輸出もしていたが、それ以後は人口増に追いつかず、輸入している。 1987年には輸入

も減少し (6万トン）、 1990年代には自給自足が期待されている。そのほかでは、牛肉 (GDPの

16%)、換金作物（砂糖＋綿： 7%)、輸出作物（コーヒー、クロープ、バニラ、コショウ： 15 

）である。輸出額の75%はこれら輸出作物からのものだが、その中でコーヒーが50%を占める。

（以上WorldBank Report, 1989) 

(2)農業政策

1970-1980s: (l)生産、加工、市場への政府介在（介入）の拡大、 (2)都市近郊地を対象とした

価格調整、 (3)交換比率の過大評価、 (4)非効率な公共事業、 (5)長期化した低予罪現在： (1)生産

意欲拡大のための自由市場システムの尊入、 (2)小農（種生産）や私企業（資本投下）などによ

って、うまく遂行されている事業からの政府活動の引き楊げ、 (2)研究、普及、地方の道路、潅

がい施設の保守・修復等、基盤的事業への人的、財政的投資。

3)殷林業技術動向

種苗生産センター (LacAlaotra、1982年創立、 Director:Mr. Randriamaharo II. Maxime) こ

の種苗生産センターは550haの面積を持ち、マダガスカル最大である。 Alaotra地方は7万haの水

田面栢を持っているが、そこに稲種子を供給するとともに、マダガスカル各地へも供給している。

業務の内容は種籾生産と籾の精選である。完全な独立採節制であるため付属業務として果樹、花

キを栽培・販売しており、野菜、魚、アヒル、ガチョウは消費用に、小麦、 トウモロコシは消費

するとともに、一部は販売している。

昨年の種籾生産凪はl,900tであった。うち、 900tは自家消費用とし、 1,OOOtを種籾としてマダ

ガスカル各地に供給した。昨年栽培した品種は、インデイカ系10種類（在来種2を含む）、ジャ

ポニカ系のササニシキおよびサンシンボウ、中国からの星光であった。その中で在来種のMK34.が

最も収量が多く、またこれが最も広く栽培されている。マダガスカルには4千の系統が導入され

ており、品種の比較も行っている。これは本来はFOFIFAの試験場でやるべき事であるが、実施さ

れていないので、種子生産センターで実施している。
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種子の配布はセンターで特別にやってはいない。農民が直接センターに来て受取っていく。ま

た種子販売業者もやってくる。だいたい12月には全蹄さばけてしまう。

当センターでは稲は直播、移植を半々でやっている。施肥は苗代にだけ施用している。無肥料

でも3占t/haの籾収量がある。適正な品種を選び、播種時期を遅らせずに12月までに行い。 密

る事で、このような収鼠が確保できる。遅播すると短日条件下で開花が早まり十分な栄養生

を確保できず減収するc

同じ熟期でも品種によって1.0,...,, 1. 4 t/haの の違いがある。マダガスカル在来品種のMK34

今のところ最も多収である。早生品種の2期作も可能ではあるが、収麓性で劣るうえに、余計働

ねばならず経済的に引合わない。

当センターの設立以降、

2月と遅かったためである。

さらに栽植密度を高めると

2念 5t/haに止まっている期間が長かった。これは播種期が1月一

れを早めることによって収凪が増大した。

に示すように収量が高まる事が見いだされた。

20 plants per square meter→ 2.0t/ha 

30 II 

110 II 

また、栄養生長期

→ 3.0t/ha 

→ more than 3.5t/ha 

散布をしたり、手取り除草を行う はさらに高まり、現在の

3.5t/haという収批が得られた。農民も時々見学にやってくるようになった。機械による移植や

刈取には枕味があるようだ。

Alaotra地方にはこれまで世界銀行、 USAID、フランスなどが莫大な金を注ぎ込んだ。それらは

大型機械、コンピューター、コンピューター制御潅漑システムの購入にあてられた。たとえばレ

ーザー装骰を持つ土地均平用トラクターが3台も購入されたが仝く使われなかった。政治的理由

よって使うあてのない、現地農業形態にそぐわない大型機械の購人に資金が費やされた。 今

後は日本型の稲作技術の尊入が強く望まれている。

4)国立殷業機閲(NARS)の現況

(l)地域閲発応用研究センター(FOFIFA): 科学技術開発研究省傘下

1lr s貸 YvonneRabenantoandro (科学郊長）
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Mr. Andrianirina Gervais 

1974 れ以 8つのフランスの つ 1•-c,

1984年に研究所の

1989{f "Staff Appraisal Report of Madagascar National Agricultural Research Proje 

Ct,, を世界銀行が行った。

: (I)稲、 (2) (3)林業念 、(4)閲発、 (5) 、(6)技術

（イ）稲

(u) 

IRRIからAgronomy(chief)、Economy、Breeding、Farmingsystemの専門家が来ている。 8つ

の地域試験場があり、各分野共同で仕事をしている。陸稲はアンタナナリボの西域で仕事

をしている。稲の研究の大部分はじSAIDの援助によっている。高地における耐冷性品種の研

究についてはCIRADが行っている。

スイスが援助し、 Dept. of Forestryで担当している。マダガスカル棗部は森林がすでに2

0万haも伐採され土壌浸食が深刻化している。現在農民は2~3年で移動しながら焼畑をやっ

ているが、アグロフォレストリーは生産の近代化として取り紐んでいる。研究はSousSta 

tion de Beforonaで行っている。動物行動学2名、社会生態学2名、マダガスカルの研究員

8名と2人の助手で取り紐んでいる。 Alleycroppingと、稲作にマメ科作物を利用して土壌

浸食防止と窒素補給を行う方法を研究している。

主要研究課題は以下の2つである。

(a)地域の生態的特性の把握

(b)技術的解決法の確立

土壌肥沃炭の維持法

低地の農業改良（稲作中心）

(c)森林再生

8万haの松とユーカリの造林地で8名の研究具が取り糾んでいる。森林火災が間題。

(d)畜産（オランダと協力、 KIANHASOA(場所））

マダガスカルの研究員20名、 3人の助手、 3人のオランダ人研究者で取り紐んでいる。ミル

ク生産改良を目椋に、高原地域向けに（ゼブXフリージャー）のかけ合わせを作ったところ、

牛乳生産が20%増えた。肉牛生産両用の牛を育成しようとして、 3系交配（ゼプ＊アフリカ

＊フランス産）を試みたところ、休玉800kgのものがえられI'-o 

(e)総合的病古防除 (LacAlaotraで実施）

Lac Alaotraはマダガスカル中棄部にあり、稲は輸出用になっている。 1984年にはSternbor

erが発生し、 1986年にはその防除が農薬一本だけだったためか、失敗した。

現在総合的病賓防除をスイス政府の扱助により、マダガスカルの研究員5名と助手1名、

フランス人の助手1名、スイスの教授1名の指導監督の下で行っている。このプロジェクト

では学生の交換もやっている。
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南西部から

した研究活動

かけての バッタが発生し、大き てい

vヽ
゜

(f)この他の研究は スカルの研究員

間題点

FOFIFAには120名の研究員と20名の助手がいる。

3割が地方にいるだけに過ぎない。地方にこのよう

ってしヽ る。

のうち噂！は主都アンタナリボにおり、残り

研究員が以内のは住居、実験室などができ

ていないためである。 1990年以愉には9割が主都にいた。現在8つの地域の試験場に研究員を分散

させようとしているが、なかなか進まない。

間題点は、

（イ）絶対的な予算不足、（口）海外協カプロジェクトのほとんどは地域開発プログラム（小規模、

短期間、狭い地域）で、学問的成果乏しい、 (3)普及機関の活動がほとんど無いため、研究

成果の活用が為されない、 (4)研究者の年齢が高く、地方ステーションに出ない等、数多く

ある。人的管理、資質向上、研究所管理機構、研究財政の全てが破綻を来しており、抜本

的改革無しに発展は望めない状態である。

(2)University of Antananaribo, School of Agriculture 

①紐 餓

Dept. of Forestry 

Dept. of Agriculture 

Dept. of Management(Econornics and Social Relationship) 

Dept. of Food Industry 

Dept. of Veterinary Science 

Dept. of Forestry: 学生は一学年15-18人である。 5年制である。最初の2年間は一般教養過程

であり、 3-5年は専門過程である。その後修士、博士過程がある。

以下の 7つの部門よりなる。

Management 

Ecology and Biology 

Protection of Natural Ecosystem 

Sylviculture 

Protection of Soil(主にsoilerosion control) 

Economics and Politics 

wood Technology (教授なし）

Sylviculture:4人のマダガスカル人研究員、 3年契約のスイスおよびフランスの研究員。研究

費用はスイスの拠出による。

Protection of Natural Ecosystem:WWFの資金でやっている。対象地域は南西部、中西部、お

よび東部である。そこには自然林試験楊がある。東部では農業省の林政部門と共同している。
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教授が している ダガスカルでは教授の社会的地位は特別高い方ではなく、

あるということから、なりてがいない）。

(u)実験設備が貧弱であり、研究は戸外が対象である。

予算が少なく僅かに1千万マダガスカルフランに過ぎない。スイスの

の1億MDFである。野外の研究の際にもスイスの車を使っている。

際協力

(1)概況

の

農林業および農林業研究にはWB,EC, USAID, FAC, Swiss, GTZ, CIRAD, IFAD, AfDB等により、

これまで多額の扱助・協力か行われた。最近では、 WBによりFOFIFAの農業研究間題全般（主要プ

ログラムの推進、紐織改編、教育・訓練、地方センターとのリンケージ、海外扱助の統一・調整

等）に対する資金援助が行われている (1989-1993)。しかし、これらは必ずしも効果的に機能し

たとは言えない状況にある。

(2) CJ RAD in Madagascar (Head: Dr. Jean Louis Rcbou l) 

①研究概要

CIRADが共同研究を関始したのはまだ社会主義体制の時であった。現在マダガスカルには20名

のCIRAD研究員がいる。主なプロジェクトは次の通りである。

（イ）稲栽培：耕地における天水利用の稲の栽培。スタッフは遣伝1名、栽培2名の構成である。資

金はECからの拠出である。現在4年目に入っている。

(11)林学(FOFIFAと共同）：松2名、ユーカリ育種l名で構成され、 8万haの松の造林地で主に仕事

をしている。

（ハ）綿：綿の育種に1名。

(:::)落花生：2名。

（ホ）野菜：最近2名で始ったばかりである。

（へ）土壌浸食防止：2つの小さな谷ある場所を試験地に選び、現場での研究を実施している。ブ

ラジルでCIRADグループが発展させた技術を土壌保全に使おうとしている。

② CI RADとマダガスカルの共同研究

Lac Alaotraはマダガスカル最大の稲作地帯である。 20年に渡って大鼠の資金が投入されたが

良い結果がでていない。非常に高い可能性を持った地域であるが、今のところ生産性は高くない。

トウモロコシ生産や畜産に閲してもポテンシャルの高い地域である。 AlaotraのFOFIFAの試験場

は以前は有名で、多くの援助が行われたが、今は見る影もない。以前フランスのミッションが来

て如何に発展させるべきかを調査したが、道路を作れば良いとの結論であった。現在、 Alaotra

への道路は極めて悪く、首都と電話も繋がっていない。マダガスカル全体でも道路の整備は遅れ

ていて、西部で取れたインゲンマメやキャッサバを輸出するには1,100km離れた東の海岸まで運

ばなければならない現状である。飛行揚にしても草がぼうぼうと生え、使えない。このようにイ

ンフラストラクチャーの整備のためにも政治の安定化が最も重要である。
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しい。 とくに

を る

うもマ

斗ヽ｝
9
廿ヽ

のでうごく

うとしているが、

を選んでいるよう

のチーム

の

0) る

が

に

し＼
゜

タートしていない。 1993

る予定である N ヽ

や s

ヽ

スカル南西郎と東部に

うまくいっていなし

し¥よう

ってしまうかもしれない。首都にいれば教音、生活の面で有

他の国の研究プロジェクトもFOFIFA研究員にやる気を出させよ

い。スイスの共同研究チームはかなり厳しい選抜基準でカウンターパート

まくいっているようでもない。

もあり、研究もうまくいっている。マダガスカルの研究員も最近は艮<

も、若い研究貝が一人で頑張っている。しかし、現在は新しいプロ

う時期である。今のところ様子を見守るのが一番だろう。

CI RAD の面では協力関 あるが、 研究者としての名飢を借りてい

、プ
✓ ¥ ~, 

logy Information and Documentaitonは大変良い機関である。国際機［貨］とも連携している。フ

6) 

7 ） 

マ

ヌし 、ア
ヽ れた，9 、

には多くの普及関係の職員がいるが、研究員は持っていない。

はあまりすぐれたものはないが、 Centerof Science and Techn o 

7期目に人っている。

糾にも、経 ーズからもほとんど全ての股作物を栽培でき、また、辿伝賓源も固有種

るあらゆる産物の生産ポテンシャルは非常にはいため、研究ニーズの範

ることは困難である。

き
J て であり、政治的に安定するま なくとも 間は対象とな
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l, 500m位

でいる<)

がすでにやっている を

用

り当てはまるよう

べ）で

る。

の東北に位置するAlaotra地域である。マダガスカ

もよいほど地閤である。一体はかってあった大きな湖が陸地化したものの様で、中

かなりの大きさの湖がある。湖近くはまだ開発されていない湿地帯が広がっている。この

め土壌は泥炭であり、そのうえに周囲の山から土壌浸食で運ばれた土砂が堆積しているようで

あった。これは北海道の美唄における泥炭客土が自然に行われた様なものである。この

の肥沃度は高く、一切の施肥なしで3.5t/haの収量が得られるのもうなずける。在来品種

で、根の発達のよい品種であり、旺盛な根で養分を吸上げ、栄養生長を十分に

原因と考えられる。

4 

できる

日本で培われた水稲作機械化技術がよく適合するものと思われる。マダガスカルの他の地域も

本的には谷間の湿地を水田に変換したものであるから、 Alaotraで得られた成果は各地に適用可

能と思われる。ただマダガスカルは政治的、経済的な混乱がひどく、農業閲係の研究期間、

などはほとんど活動していないといってよい。熱研から研究員を派遣するのは当面は無理の様で

ある。また、 Alaotraも生活するにはかなり大変との印象をもった。研究課題を探して探せない

いが、現時点ではJICAなどの技術協力の方がより適合していると思われる。

マタガスカルには畑作もあるが、ここで研究を実施してもさほどの意裟はないと思われる。
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マタカスカル民主共和

哀l. 三要只産物の生産是（出 IMFレポート）

（単位： 1,000 トン）

l 9 8 2 1 9 8.3 l 9 8 4 1 9 8 S 1 9 8 6 

（パディ） 1,970.0 2,147、O 2,131.0 2, li 8.。2,230.0 
とうもろこし 11 J. 0 l J 2. l 141. 0 140.0 15 2. 9 

マ オ ツ ク 1,898.3 l , 9 92 .-J. 2,047. l 2,142.0 2,190.0 

さ つ ”七 I;'¥ も 3 5 6. l 463.0 462.5 450.0 467.0 
“ 

じ や が し‘ も 200.8 2 5 2. i 2 6 J. 5 2 6 J. 6 2 6 J. 9 

コ ヒ 81. 2 80.8 81. 4 78. 5 7 8. 5 

ヴ ア ラ 5.5 2. 2 6. 9 i. 0 J. J 

ク ロ ヴ S. 9 4。2 1a.o l J. 5 7. l 

表2. 貿易• 国楳収支（出呉： IMFレポート）

（単位： 百万 SDR) 

1 9 8 4 1 9 8 5 l 9 8 6 1 9 8 7 

貿 易 収 又， 1 8 5 6 l 4 

ifTl.0-1J 出(f.o.b.) 3 2 5 2 7 5 2 8 1 2 4 0 

虚YがムJ 入(f.o。b.) 3 4 3 3 3 1 3 8 2 2 4 4 

貿易外収支 -2 3 2 -2 3 4 -2 4 3 -2 2 4 

経 常 収 又I -2 4 1 -253 -2 0 9 -1 8 7 

赳 ＾ ロ 収 又I 1 6 8 6 5 6 4 
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］ 外貨準備高（ I F S) 

（単位： 百万ド

l 9 8 4 1 9 

外 備 58. 9 

表4ぷ対外債務（出典：世鋲W 骨 D 命 T.)

1 9 8 4 l 9 8 5 l 9 8 6 1 9 8 7 

対外債粒残高（百万ド）し） 1,876 2,182 2 , 6 7 3 3. 113 

ット スレシオ(%) 11. l 30・. l 2 7. 2 35.5 

表5: 主要粘出産品(f.o.b.) (出典： IM fレポート）

（単位： 百万 SDR) 

1 9 8 2 1 9 8 3 1 9 8 4 1 9 8 5 l 9 8 6 

コ ヒ 84.90 105.97 137.64 101. 40 123.18 

,... ノ. -
→ ) ラ 42.40 58.37 51. J 3 43. 00 39.95 

ク ロ ヴ 60.80 15. 4 6 35.69 JC 70 29.96 

手 殻 類 19.10 22. 2 2 21. 31 21. 7 5 28.81 

絡 布 15. 20 10 .14 11. 00 12. 22 8.30 

計 296.40 289. 70 325.18 274.48 280. 70 
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Fレ ート）

百万 SDR) 

198211983119841198511986  

105.8 84.2 9 4. 2 98唸4 9 9. 6 

115. 5 67な 9 4 9 . 1 4 5. 3 4 9. 1 

そ 翌 4 6.。 40合 6 48.0 51. 6 4 2. 2 

工 121. 3 91を 3 96令， 83褐， 47.0 

品 s 7. a 10 2. 5 l O i . 6 10 7. 3 13 3. 5 

5 0 0. 3 4 0 9. 3 3 9 5. 8 3 8 6. 5 3 7 L 4 

（参考）米の頼入量

1982 1983 1984 1985 1986 

金額（百万 SDR) 95途 1 5 0. 5 28. 7 2 9. 9' 34。2

量 （千トン） 351. 0 18 5. 1 111. 4 l O 6. 5 171. 6 
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り ） 

） 

4 I 1 9 5 9 8 6 1 9 8 

, 2 s 3 I 1 0, 2 6 23,058 

4 0, ::i l 30,86 4令490 50,429 4 象980

）ゞ 31,308 ,28 36.073 19函92 

出

(1 9 8 8年） （ ド ） ぷ

輪入品目 額 だT!IJ 目

甲 殻 類 24,813 貨物自動車 I 4桑000

ロ 鉱 B, 16 3 乗 動亘 I 3督207 

J tー百, , （ ） 3,868 漁 船 I 2 . 5 4 6 

;,・ Eコ 3,853 特殊用途自動 2,006 '1. 

;::=. ... 
母 603 液体ポ l • 2 l 3 

一

） 進出企莱

住友商享、伊藤忠商事、守谷

享務所）

大洋漁莱の現地法人 (2社）

マツギ工芸の合弁会社

田通商（いず 在
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1 桑主—― ジ-'¥:'ネ

1)政治、経済、 動向

(I)概要

国名：モーリシャス(Mauritius)

②独立： l9G8年3月12日（旧宗主国：イギリス）

③首都：ポートルイス (PortLouis 人口約15万人）

④面積： 2,045平方キロメートル（大阪府にほぼ等しい）

⑤人口： 104. 8万人 (1988年、世銀アトラス）

（人口密度： 512人／平方キロメートル）

（人口増加率： 1. 0%、1980-88年）

⑥人種：インド系68.3%、クレオール系28.5%、中国系3.2% 

⑦宗教：ヒンズー教50%、キリスト教31%、イスラム教16%、仏教3%

⑧言語：英語（公用語）、仏語、クレオール語（仏語の変形したもの）

⑨経済指標：

（イ）国民総生産(GNP) 18.9億ドル (1988年） （世銀アトラス）

(u)一人当りGNP!ぶ 0ドル (1988年） （同上）

（ハ）同成長率5.1% (1980~88年） （同上）

（二）通貨単位モーリシャス・ルビー (1米ドル=13.438ルピー） (1988年枇銀資料）

（ホ）財政規模歳入7,120万ルピー (1988/89会計年度）

歳出7, 5 7 2 II (I MF資料）

⑩労働人口： 446,000人 (1989年1月） (IMF資料）

⑪地理・気候：

（イ）地理：モーリシャスは、マダガスカルの東約800キロメートル（南緯20度、棗経57度）のイ

ンド洋上に位懺する島国で、過去2回の火山活動によって形成された深海より突出した火山

島であり、火山特有の地質が大部分を占めている。火山活動は10万年ほど前に終わり、島

内のいたるところに死火山のクレーターがみられる。島の中央部は、悔抜約600mの比較的

平坦な高原地帯で、島の周囲はPortLouis港などの一部を除いて珊瑚礁で囲まれている。

モーリシャス島の56%が農耕地、 38%が森林・荒野、残りの6%が居住・産業地区となって

いる。また、モーリシャス島の他にロドリゲス諸島を領有している。

(u)気候：梅洋性気候で、一年を通じて南西風が吹く。夏季 (10月~3月）は、熱帯性気候で、

平均気温が29℃、冬季 (4月~9月）は、亜熱帯性気候で、平均気温は21℃となる。夏季に

は、サイクロン（台風）が襲来する。年間降水倣は、西部で約1,000mm、釆部で2,000mm程

炭。中部高地（標高600m)では、 4,000mmに逹する。

(2)略史

10世紀アラブ人来島。

担当：池田俊禰
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り トカル

マウリティウ —●●●、 U シアス

l ( 

1735 

1810 

1814 

18 

月

fi:) 月

ょ10,J7'?u 月

198 月

OPF 

1983 

イギリス領となる をオラン のモーリシアス ウ’

る゜
（アフリカで40番目の独立国）。

（首相：ラングーラム）。

れる。 PMSD

MMM 

（ロドリゲス島人民機構）

として
゜

ーリシアス社会民主党）の 4

ーリシアス戦闘運動）、 PSM

よる左翼連合政権成立（首相：

を

が辞任。

ーリシアス社会党）

ャグノート）。

見ぃ
”x ri 
fi 

f
、

J
C
ぶ
り

、I
]

（
ヽ

卜

v

闘 Mの実質上の指導者ベランジェが蔵相を辞任。ジャグノート首相は、新

を創

労働党分派（本流は野党）、 OPRの

1984年1月イン

ト）

加盟（設立時の加盟国はマダガスカル、セイシェル、モーリシアス。

仏（レユニオン）が加盟。）

の麻薬所持事件。麻薬所持の容疑により与党議員4名がアムステルダム空で

後にコモロ、

1985年12月国

逮捕される。

lヤ986平8刀労働党党首の入閣。相次ぐ閣僚の辞任や議員の麻薬所持事件の処理をめぐり与党内部

の対立が深刻化。事態収集のための内閣改造を実施。野党労働党党首のブーレルが入閣。

1987年8月総選挙で保守派連合が大勝。

1987年9月.,.__,11月国際海洋フェスチィバル関催。英国、インド、仏、米国、ソ連、日本等13カ国が

参加。

(3)政治制度

立憲岩主制

女王エリザベス 2世

③総督 リンガドゥ (VcerasamyRingadoo) 

首相ジャグノート (AneroodJugnauth) 

モーリシアスは、議員内閣制を採用しており、首相は議会の決定により総督が任命する。首相

を選定し（総督が任命）、内閣を紐餓する。議会は70名の議員により構成。議貝の任期は

r
り

(4)外交

現政権は、 1983年のIMFによる経済授助が成呆をあげたこともあって、西側との経済交流、経

を る を展開しているが、従来より、インドを初めとする第三世界の非
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との く', との も し し＼戸豆,,文 も

t:::: ノlエコヽ 惑 ン の 中 るテャ

に て り、 ってい

り〗 ている。

マ ェル、コモロ ン ~J,., L レ イ を

内 し＼

゜

(5) 

成長した。他に

②主要産業

（イ）砂糖産業

EPZ (輸出

いモノカルチャー

優遇税措置等により、

に砂粧を抜いて輸出の第一位となり、

として美しい 用し

よって

がある。

は相対 し

, l 971 

き

まで

ヌ<V N.、

としてモーリシアス経済に占める砂粕産業の比直は高く、 1988年度においてGNPの12%、

の18%及び輸出額の32%を占め、全耕地の88%が砂糖きび畑である。 8

は634,200トンで、主な輸出先はEC向けの505,000トン（ロメ協定による割当鼠）及び米国へ

の14,900トンであるいずれも国際市場価格より高値で買い取られている。

(u) E P Z (輸出閃連加工工業）

EPZは、砂粗依存のモノカルチャー経済から脱却するために、 1971年より開始された制度で、

優遇税措置等により、海外からの資本進出を促進しようという産業振枕政策である。進出企

の数は、 1971年の10社から1988年の591社に増加している。輸出額も1971年の3,283百万ル

ピーから1988年には8,716百万ルピー（全輸出額の62%)に拡大し、砂粕を抜いて輸出額の第

一位を占めている。

EI喝の主要業種は椒維加工業、

船舶モデル製造、皮製品加工等多様な製品を

（ハ）観光業

鮪缶詰

7、~。
で、他 もちゃ製造、

観光は、砂糖、 EPZに次いで第三．位の産業であり、 1888年の梅外からの観光客数は、 240,00

0人で対前年比約15.6%の伸びを示し、年間の外貨獲得額は2,374百万ルピーであった。

（二）茶産業

茶は砂粘に次ぐ輸出農産物で、 1988年の生産鼠は3G.2千トンとなっており、総輸出額の約3

％を占めている。

(6)我が国との閲係

我が国はモーリシアスを独立と同時に (1968年3月12日）承認し、在マダガスカル大使がモー

リシアス大使を兼任し、モーリシアス側は在オーストラリア大使が日本大使を兼任している。ま

た、両国はそれぞれの国に名誉総領事をおいている。
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モーリシアスは親日国であり、ラングーラム前首相（後に総督）他多数の政府要人が毎年訪日

している。

首都ポートルイス港は我が国インド洋水産関係の重要拠点の一つとなっている。

①我が国のモーリシアスに対する経済協力 （別添 1リスト参照）

②我が国の対モーリシアス貿易

最近5カ年の我が国の対モーリシアス貿易実績（単位：千ドル）

1984年 1985年 1986年 1987年 1988年

輸出 19,769 20,701 34,613 77,273 67,790 

輸入 960 229 1 , 3 80 1,547 2,769 

収支 18,809 20,930 33,233 75,726 65,021 

（出所：通関統計資料）

③モーリシアス進出企業：海外漁業、三菱商事、真理名（株） （ホテル）

④在留邦人： 59名 (1989年10月1日現在）

2)農林業動向

GDPの10%強を占める農林業はモーリシャスの主要産業であるが、その70-80%はサトウキビ栽培

であり、島内全域がサトウキビ畑といっても過言ではない。そのほか、見るべきものとしては輸

出用作物としての茶、果物、および花の栽培である。林業には見るべきものはない。

3)国立農林業研究機関(NARS)の現況

モーリシャスの農業研究の歴史は長く、 1893年にはサトウキビを主な対象に研究組織が作られ

た。サトウキビは1637年にジャワ島からオランダ人によって持込まれた。オランダ、フランス代

ってイギリスが統治するようになったが、その時代にはサトウキビの生産は伸びた。サトウキビ

農場は残ったフランス人が経営していた。イギリス統治時代には研究の水準は高かった。

(l)Coordinates Activities of Agricultural Services, Ministry of Agriculture, Fisherie 

sand Natural Resources(Head: Dr. M.F. Mosaheb) 

概 要：技術部門はモーリシャス大学に隣接しているが、独立した研究機関は無い。

作物、土地利用、畜産の3部からなる。

作物部：病理、股芸化学、農学（栽培）、園芸、虫害の5部門（それぞれに5-15名の研究員が

いる）。

作物の内、サトウキビ、落花生、ジャガイモ、 トウモロコシについてはサトウキビ研究所で扱

っている。農業省で扱っているのはタバコ、サツマイモ、キャッサバ、草地、豆類（キマメやソ

ラマメ）、各種野菜である。稲はモーリシャスでは経済的でないので扱っていない。現在、糾織

再編を実施中である。

①病理部門 (Head:Dr. J a gad i sh Buch a) 

病理部門は、 Bacterology,Nematology, Micrology, Seed Pathology, Biotechnologyの5つの
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セクショ‘ っししヽ る。 ついて っていない。果樹 につい

てはCIRAD (I RAT)が援助しており、代表がモーリシャスにいる。

モーリシャスの植物病害は全部、外から持込まれたものである。そのため植物防疫が重要であ

るが、研究の方がおろそかになりがちである。紐織再編によって研究と防疫は分離される予定で

ある。研究内容は色々書類には書いてあるものの研究はほとんど行われていない。今研究協力に

よって得たいものは、病気を判定する技術の修得のために、研究員の研修をする事、判定に

な機械の導入である。

②虫害部門(ScientificOfficer: Dr. S. Perrnalloo) 

Leaf miner: 現在、ジャガイモ、インゲンマメ、ソラマメの最重要害虫であり、新種も現れ、

年は大きな被害をうけ I'-O 

Diamond Black Moss: 台湾から導入した天敵を用いて生物防除を確立しようとしているところ

である。

Mi LesおよびStapleFly: 生物防除に成功した。

Coconut Beetle(Oryctes Rhinoceros L.): ウガンダからのウィルスを利用して防除している。

ウリミバエ4種：柑橘類の被害をうけるが、 BiteApplicationやMaleAnnihiiationで防除して

いる。

③農芸化学部門(Head:Mr. N. Rawanj oo I oo) 

サポート部門である。また、要望があれば民間への分析サービスも行う。土壌、植物、肥料、

潅漑水、資料、残濱（農薬などの）の分析を行っている。世界銀行が環境をモニターするプロジ

ェクトを援助しており、その資金で液クロとガスクロ2台を購入した。サトウキビに関係する物

の分析についてはサトウキビ研究所(MSI RO)がやっている。

④図芸部門(Head:Mr. Iswar Rejkurnar) 

農業省は餘出向きの付加価値の高い作物を探している。このため、新作物、新品種の達入が主

な仕事である。

花キ：ランは地元のホテルやレストラン用に需要が高い。

野菜：観光業界での需要が高く、また輸出用にもなる新作物、新品種を探している。ここでは

人々がだんだん農業から離れていっているので、機械化は重要である。

果樹：ライチは輸出できる。オーストラリアなどから新種を導入して、作期の拡大を図ってい

る。同時に現在は作付け不適の所への拡大も狙っている。パッッションフルーツ、パイナップル、

パパイヤなども扱っている。

(2)モーリシャス大学股学部（学部長： Dr. D.R.Vencatasamy、任期3年）

大学は75年の歴史がある。スタッフの多くはこの大学の出身である。イギリスの幾つかの大学

が学生の成績評価を行っている。科学(Science)、工学(Engeneering)、法律・経営(Lowand Ma 

nagement)、社会科学・管理(SocialStudies and Management)、農学(Agriculture)の5学部があ

る。

①研究協力：インドの大学と共同研究、スタッフ交流について共同出資協定を結んでいる。
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（イ）

スタ

との

フはDr豪 Wan
゜

て

ha 

Wah (Biochemistry), Mr. D. Puchooa、MissJoyce Goviudeir。日

紐織培掟の実験室を作ろうとしているが、まだ完成し

ップル、ラン、イチゴなどを対象にして大麓増殖・, ウィ

りたいと考えている。一番取り紐みたいと考えているのは欧州、日本で

り引きされているアンセリウムである。この花の紐織培養は難しいが、これを成功させ

きれば重要なモーリシャスの輸出品目となる。このため熱研の協力が得られることを強

る。アンセリウムはモーリシャス中央部でシェル（農業部門）が大きな寒冷遮ハウス（

？）の中で大規模に栽培している。

アグロフォレストリー： Dr拿凡S.Osman 

ロドリゲス島（モーリシャスの北東部にある島）では羊の放牧が盛んで土壌浸食が間題に

なっている。すぐれた土地利用方法(Silvo-pastury)を作り上げたい。

(1ヽ ）発酵：サトウキビのしぼりかすの利用法。

海雌栽培：

モーリシャスは非常に環境が良く、研究員が派遣された場合には生活にはなんら間題はないも

のと思われる。協力するならば農業省よりは大学がよいと思われる。大学は研究協力に対してか

なり意欲的であった。 Mr. Krishan Bhcenick(Crop Growth Modeling)、Dr.Ki shore Mundi J (Ag 

ricultural Economy)、Dr.A. Razak Satar(Agricultural Engeneering)、MissEsl ia Aunijau 

d (Food Science)、Dr. Balraj Rajkomar(Agricultural Management and System)などのスタッ

フから熱研の共同研究システムに閲する熱心な質問を受けた。共同研究にI関してのモーリシャス

の間題は研究テーマである。主作物はサトウキビであるが、その関連の事は全て民間のサトウキ

ビ研究所で扱っており、熱研が入り込む事は不可能であろう。その中では紐織培養などバイテク

閃連の研究はテーマとしてはよいと思われる。モーリシャス政府は花キ、呆樹などの換金作物の

拡大を目指しており、バイテクはその際大いに助けになるものと思われる。
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国内総生産に占める各産莱別割合（ 市場価格）

（阜位：百万そーリカ入ルビー）

l 9 6 4年 l 9 8 5年 l 9 6 6年 l S 8 7年 l 9 6 8年

晨 林 水 産
来.,., 
l, 144 2,133 2. 5 i3 2. 8 9 2 3,026 

（内砂糖きび） (1,166) (1,538) (l,S05) (2. 124) (2,198) 

鉱 来^，．， 採 石 20 2 l 24 26 29 

製 造 莱 2. 4 6 7 3,264 4. 300 5, 20 5,997 

（内製糖莱） （ 3 2 6} （ 438) （ 6 0 5) （ 6 i 6) （ 617) 

（ E p z ） {l,099) (1,617) (2.243) (2,893} (3. 05) 

,T¥'9-卓ん丸 ・刀・ふス • 水逗疇＆ 347 430 476 495 52;') 

建 言CLJl.几 来·II• 733 828 9 5 l l , 14 9 l. 3 5 6 

通商・飲食・ホテル 1. 7 3 7 2,067 2. 518 3,306 3,983 

（ 内商莱） (1,417) (!, 690) (2,143) (2. 715) (3,264) 

（内祈J!・.以卜うン） （ 3 2 0) （ 3 7 8) （ 4 7 5) （ 5 9 1) （ i 19) 

運 輪 血・a; 信 l . 4 4 l l , 6 4 3 1. 92 5 2,220 2. 5 3 6 
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政 府 部 門 l . 4 13 l. 5 04 l. 800 2,288 2. 5 7 3 

その他のサーピス 7 03 i48 616 903 999 

国 内 -ヽ4-ヽ 生 産 1 j , 2 4 7 li,692 21 . 48 2 25.466 28.696 -.,,  亀

（現行市場価格）

国内総生産の伸び率 13 . 3 1 7 . 3 2 0. l 1 a. 5 l 3 . 5 
（現行市場価格）

（モーリシァス中央統計局資料）

-110-



入肋

（単位：百万そーリ 7 ス・ ー）
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1 1 $ フ こネー ンター (CIRAD) -

1) 

(1) 

C!RADは (Ministry of Research)と ら ている

機 で る。この め との協同研究が し ‘。 Seniorstaff917 総努1838,,,,

は約9.2億仏フラン（約250億円）である。

が孤立化しないようしている。研究員が比較的若いため (18-24オは兵役免除）

的に幹部職員が巡回している。年に一度帰国し、研究について話合いや頻合せをしている。

研究員から申請された研究予算の承認については、 ScientificCommitteeが行っている。

員があまりに独立的にならないよう気を付けている。

総務関係者が常に研究プログラムにはりついている。

(2)糾餓再編 (1993.lより新紐絨に編成替え）

CIRAD Foret← CTFT(Forestry) 

IEMVT(Livestock production & Animal health) 

CIRAD-CA(Dept. Annual Crop)← IRAT(Food crop) + IRCT(Texti le crop) 

CIRAD-CP(Dept. Perennial crop)← IRCA(Rubber) + IRCC(Stimulant crop) 

+ IRHO(Oi l er op) 

CI RAD-SAR← CEEMAT(Agr. equipment) + DSA(Agrarian & Farming System) 

GERDAT (Management, Documentation, Technical support) 

(3)調査・研究部門

① Documentation郎門(Mrs.Borart) 

現在50人のスタッフで各分野別に仕事をしている。

＊仕事の内容

（イ）データベースシステムとして"'TECSTO"を持っており約105,000の文献を入れてある。

(a)"SDI": 各分野の情報を整理し、一定期間ごとに（一週あるいは一月）最新情報として梅

外の研究員に送っている。研究員からはKeywordを受取っておいて、内容はそれに基づ

いている。

(a) Question and Answer Serviceを実施している。

（ハ）所内の図書貸出について

貸出期間は50日間である。約66,000の図書がある。雑誌は現在900種類、中止の物を入れ

ると 1235種類である。雑誌の貸出はしない。

② CIRAD--CA(Annual Crops Departrnent)(Director for External Relationships 

: Dr. H. Palmier) 

当：池田俊雅
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CI RAD-CAは、 IRAT(Foodcrops)とIRCT(Cotton)の2邸門を統合して1992年の7月に設立

された。以前は作物別に部があり効率的ではなかった。現在研究員はSenior、気luni or合計

40人である。

現在5つのプログラム、 8つのユニントがあ~パ

プログラム1 自給自足農業

ロクラム2 より集約的な作物生産システム

ロクラム3 綿を中心とする作物生産システム

プログラム4 サトウキビを中心とする作物生産システム

プログラム5 園芸（花キ・野菜）を中心とする作物生産システム

これらのプログラムは国別に分けているのではなく、各国共通の間題として考えている。

な対象国はセネガル、カメルーン、コートジボアール、ギニア、マリ、ブルキナファソ、

マダガスカル、チャドなどである。現在70,....,75%の職員が海外で仕事をしている。

(11)研究内容

(a)育種研究(Dr.Jacquot) 

育種研究では作物の重要性については、稲、サトウキビ、綿＞ソルガム、 トウモロコシ＞

落花生の順序になっている。育種についてはある程度の目標は達成している。各国との協

力が必要になってこよう。これらの作物以外では、アプラヤシ、コーヒー、ココア、ゴム、

ココナッツ、バナナ、柑橘類、林木（ユーカリやカスワリナ）などを対象に育種を行って

いる。

国際機関との協力関係についてはIRRI、CIMMYT、ICRISAT、CIATなどが重要である。

育種関係の仕事の内容としては、バイテク（応用重点）、雌伝的変異の分析、遺伝子地固、

組織培養(microculture)、genetransfer (稲、綿、コーヒーなど）を行っている。

育種関係者は140人であり、他分野との協力も積極的に行っている。そのうち約7割が海外

に出ている。例えば、綿は西アフリカで、稲はマダガスカル、ブラジル、あるいはIRR! で、

アブラヤシはインドネシアのジャワ島で、陸稲はCIAT(育種はCIRADが実際にはやっている

IRRI (部長はCIRDからである）で行っている。陸稲については反当たり 6トンの籾米収最を

得ている。また、稲は地中海地方も対象にして育種を行っている。

(a)土地利用研究(Dr.Francis Frest) 

西アフリカを対象に農業気象的なアプローチを行っている。すなわち水の収支（降雨、蒸

発抵、流去水量、浸透水量など）と作物の生育との関係をシュミレーションしている。デ

ータはニジェールに現地試験地をもって大規模に展開している。その中で土壌の肥沃度が

作物の生育における水利用効率を大きく左右していいる事を見出している。

③ CIRAD Reunion(Deputy Director: Dr. Yves Bertin) 

（イ）概観

現在、研究員は40名、全スタッフの数は200人である。フランスの本部に次いで2番目に

大きく、続いて西インド諸島支所である。東アフリカ、インド洋方面を担当している。
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ClRADの 所 16ヵ所ある。 IRADと 、セミナーな

も随時開催している。マダガスカルとの交流も盛ん。レユニオンはサトウキ

作物であり、フランスサトウキビセンター(CFCS)もある。

(u)研究内容

土壌閃

要

lhaごとの土壌肥沃度のマソプをレユニオ

の要望があればやる。

糾織培養：ランやゼラニウムについて行っている。ゼラニウムはレユニオンの重要作物で、

本国に送られ、香水の素になる。 253種類のゼラニウム系統を持っている。

について させている。土壌診断

(b)虫害関係

最近、マダガスカルからサトウキビの根切虫が入り込み、間題になりつつある。野菜や呆

樹のウリミバエも重要害虫である。農業が欧米、アフリカ、アジアとの閑係が強いため病

害虫がほとんど世界中から持込まれる。

害虫の生物制御は島であるという条件も有り成功している。柑橘類の害虫はアフリカおよ

びアジア起源の2つの種類がある。島の特性として、一旦害虫が持込まれると急速に広がる

が、天敵を入れると防除も効果的である。

(c)病害関係

トウモロコシのStripeVirus、MosaicVirus、StreakVirusの抵抗性品種の育成には成功

しつつある。

(d)育種

サトウキビの育種に関してはレユニオンのCERFとモーリシャスのMSIRIRとは協力している。

2)CIRADの研究戦略

(1)1990年代に挑戦する主たる研究領域

①環挑保全に留怠した生産の増大

（イ）土壌および水資源の制御された閲発

(n)森林、雌地、農地の効率的管理に関する技術的、経済的、社会的アプローチおよびその総

合化等。機械化の増大には注意。病虫害の生物的防除、抵抗性品種の選別、創出は重要。

②動植物種のポテンシャルに対する理解と開発

（イ）agrophysiology, plant population physiology, modelling of plant growth and beha 

vi or : 栽培試験は収巌あるいは生産機能との閲係だけで実施され、異なった環炭、栽培条

件下での普遍化が困難であった。

(a)動植物種のゲノム目録の構築：耐病害虫、耐生理的ストレス、潜在的生産性、品質をpare

nt plant and animalの同定カードにある詳細な情報あるいは迫伝子操作によって改良する。

③農産物の品質向上、保存、形質変換

（イ）用途別の品質向上：地域、国内、海外、動物用、工業原料、エネルギー素材

(11)保存技術：物理的、化学的、生物的（湿度、発酵等）破壊に対する防護法、の開発、保存
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コスト

と しか しG tern 

きく り ヽ き りつつ 、成果 明解な「

が ,. 2国間 るし 係の方が動きやす

ど、、 国 るい 接触できるが、 ClRADの最大の課題は る場所

を とさ v'ぷ しくなってきている。

(1入国立農業研究機 (NARS)の危機 IRADの分析）

くのNARS(NationalAgricultural Research System)が立ち行かなくなっている。その理

山は，（イ）政府が農業研究を重要視しない、 (u)予算を大幅に削減する、 (1ヽ ）専門技術を持

い者を数多く雇用する箇の管理のまずさ、 (1ヽ ）経済発展とリンクしていないことによる。今後、

この傾向は継続し、可能性として（イ）地域開発等にNARSではなく大学やNGOの生産セクターが重

される、（口）数力国のNARSのみが国家の要請に答えることができ、他は改革を余儀なくされ

て、共通する間題に集中的に対応する地域連合機関に改糾されることが考えられる（第一段階

としてサプサヘルのCORAF:アフリカ農業研究会議の創設、 SPAAR:アフリカ農業研究特別プログ

ラムの地域的主導が見られるかも知れない）。

コートジボアールとCIRADとの

同 1950,-...,7 には35 擁する あり、研究管理郎門はフランス人が占め

ていた。現在はそれに代って同国の人間がなるように要求されているが、必ずしも適任でない

ものが任命される事がかなり多く、それが間題である。コートジボアールは独自に研究を行

る可能性が出てきており、フランスとの協力を必ずしも必要としなくなってきている。しかし、

研究水準は低下しつつあり、以前行っていたような研究は出来なくなりつつある。また、政府

研究の必要性をあまり認めていない。直接的な効果を求めるようになっているため、研究の

長期的な性格とは相いれなくなってきている。

また、同国から研究所は同国が使用し、その管理と予算はフランスおよび国際機閲としたい

旨の要求があったが、フランスとしては受入れがたいところである。

プラジルの場合には、 EMBRAPAはやはり半官半民の機関であるが、二人のフランス人研究員

がCIRADの予算で仕事おり、良好な関係が保たれている。アフリカではこれまで一方的に与える

閲係だけであったため、相互に与え合う閲係を作っていくことは難しい。 CIRADは何から何まで

て与えるという協力閲係を停止し、方針変換を行った。

(2)日本との協力関係（海外協力および東南アジア担当責任者の意見）

現在、じC、ベルギー、 ドイツ等と共同研究の可能性を探っているが確固としたものになって
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ジ

リナス 当。

②米国、カナダ、メキシコの北米自由貿易協定(NAFTA)交渉が進展し、 1992年締結を目指して

定草案作りの段階に入った。この協定の利点は、投資と物流増大による生産性、品質両面の競争

の向上、雇用拡大、賃金上昇などの経済効果と中南米への経済外交の影酔力強化。

メキシコとコスタリカ、ニカラグア、エルサルバドル、ホンジュラス、グアテマラの中米6カ

までに中米自由貿易圏実現で合意。

リナス政権の税制改革、国営企業民営化を柱とする政・労倖使の「経済安定成長協定」の効

果が出て、 90年の財政赤字は対国内総生産比3.5%と過去19年間で最低の比率を達成。

⑤サリナス大統領は1991年11月、土地のない小作農に1917年の革命の際に分配された土地「エヒ

ード」 （共有地）を民間部門が所有することを禁じた法律」の廃止を議会に提案し、農地改革に

よる農業生産性の向上を訴えた。対象面積は約 1億haで、国土の半分に当たる。これに対して野

党は による農地の支配が復活し、農民が追い出されると反対したが、こド院で可決され、エ

ヒドの土地私有が認められることになった。

⑥ 90年上半期のGDP成長率は2.1%であったが、農業部門は1.1%にとどまった。人口増加に伴い

食糧需要が増大し、不足分を補うために食糧輸入が急増している。

⑦首都園の大気汚染・公害が深刻になり、 「大気汚染防止総合計画」をはじめ週 1回の車使用禁

止、無鉛ガソリンの発売など対策を強化。また、 2年間でタクシー4万台、小型バス1.5万台を13

億ドルの資金を基に新型に変える計画を発表。

⑧工楊排水処理施設や下水施設の不備から、米国国境周辺のマキラードやアカプルコの海などの

水質汚染が進んでいる。

⑨総人口は9,021万人(FAO,1991)、最近の平均人口増加率は2.2%あり、 2,000年には1,092万人に

なると予想されている。一方、近年農村部から都市への人口集中が激しく、 1970年には農村部人

口比率41.0%、都市部人口比率59.0%であったが、 1990年には農村部人口比率27.4%、都市部人

口比率72.4%となり，メキシコシティは批界最大の都市となっている。

2)農林業動向

(1)国土の自然的概況と利用状況

①海岸地方とユカタン半島に平野があり、中央部には東シェラマドレと西シェラマドレの2つ

の山脈が南北に走り、その間に盆地状の高原が広がっている。国土の52%は乾燥地帯、 41% 

が半乾燥地帯に屈し、大部分の国土では水分供給が農業生産の制限因子となっている。高原

地帯の平均標高は1, 800メートルでる。気候は北部で寒暖の差が激しく、中部は温暖、海岸

地帯と南東部は熱幣性である。 s-10月中旬が雨期、 10月中旬,.....,5月が乾期である。

②国土面栢は19,582万haであり、 FAO農業生痒年表(1990)によると耕地は2,471万haで、国土の

担当：尾和尚人
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る能力を備えた

その過程で新たな

い農業労働者が形成さ

が生まれた0 197 

る

よると、 5ha

v ¥。一方、 lOOha

てしい。

ラテ

は農場数全体

る

、1950年から1870年にかけて食糧生産を暑しく培大させた！緑の

の達成に大きく貢献したといわれる。この間にコムギ生産量は高収性品種の導入など

により、 30万トンから260万トンと8倍を越す増加を示し、 ha当り収鼠は750kgから321111k£'へ

と4倍強に増大した。 トウモロコシの生産量も同じ期間に350万トンから900万トンに増加し、

ha当り収量が700kgから1,300kgに増えた。これにより 1960年代のはじめに食糧自給を達成し、

1965年にはトウモロコシとコムギを輸出するまでになった。綿花、

へネケンなど主要輸出用農作物はほとんど大農場で生産され、

コーヒー、サトウキビ、

必要な外貨を稼ぐこ

とができた。

④農業の「二重構造」は現在地域格箆となって顕著に見いだされる。一般的に、メキシコ中央

部および南部は後進農業地域であり、土地に対する人口圧が大きく、土地所有規模は小さく、

生産性が低い。この地域では農村からあふれた失業者や不完全就労者は大都市へ出るか先進

農業地域へ出稼ぎに出る。大都市、特にメキシコシティヘの人口集中は激しく、これが都市

の主要な社会間題となっている。これに対して先進農業地域では、大規模潅漑、機械化によ

って主として輸出用商品作物の生産や大規模な牧畜生産を行い、北部および北西部の一部に

偏在している。

⑤後進農業地域では天水農地におけるトウモロコシと豆類の栽培が中心であり、伝統的で準商

業的農業や生存維持農業が行われている。この地域は中央高地にその大部分が集中している。

中央高地にはメキシコの全耕地の半分以上が存在している。

⑥先進農業地域では近代的で商業的な農業が行われ次の3地域に限定される。

（イ）北西部のソノラ、シナロア両州にかけての潅漑地域で、上地生産性が高く、コムギ、サ

トウキビ、綿花、米、野菜などの商品作物を栽培している。

(11)北部の北バハ・カルフォルニア、コアウイラ、チウアウア、タマウリパスの一部に地域

で、①の地域に比べて規模は小さいが生産性の高い潅漑地。

(, ヽ ）非潅漑地であるが年間を通じて雨が降り、 トウモロコシ、サトウキビ、熱幣果物を股富
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43 トン、 ! 66 トン、 トウ ビ 3,66 トン、 ・メロン 484 トン、 ， 
コムギやワタなどの栽培から潅漑水の

どを栽培する農家が増加する傾向である。当りの し

(1)国

シコの農業を

減少

ある。この

ら し‘゜
ら し＼゜
(2) 面(PND)

全の の技術開発

り）

、これまでに60作物種、 750品種の優良品種を育成し、メ

した。しかし、最近20年間では農業生産の増加

ために、食糧の15%を輸入している状態で

めには膨大な生産増加を達成しなければ

に増大させなけ

よるINIFAPの

も重要である。

自給、 と自然資源の維持保

国立股業研究機関 の現況

(l)糾緑及び財政

メキシコでは、農業水利省(SARC=Secretariade Agricultura y Recursos Hidraulicos)の

直籾機関として、国立森林農牧研究所(INIFAP=InstituteNacional de lnvestigaciones F 

orestales y Agropecurias)設置されている。 INIFAPは1985年に農業試験場(INI A)、畜産試

験垢(lNIP)及び森林試験場(INl F)の3試験垢が合併して設立され、研究計画の立案、実施及

る評価を行うなどメキシコの森林農牧業に関する研究全般を統括している。

内で普及される技術はすべてINIFAPで開発されたり、実証されたものであることが厭則と

なている。

②メキシコは行政

らの行政

（メキシコシティ）と31州に分かれているが、 INIFAPはこれ

して運営している。中央機閲はメキシコシティにある。

③8つの

ルニア）、北中

（ソノラ、シナロア、北バハ・カリフォルニア、南パハ・カリフォ

ウアウア、 ドゥランゴ、サカテカス、アグアス・カリエンテス）、
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研究課題

開発

（イ）INIFAPは、 1988年と1989年に，潅漑耕地100万ha、艮好な天水耕地200万haで、トウモロコ

を倍加できる技術を開発したことを証明した。この技術を普及するために

資源省はPRONAMA計画を立て、計画推進のために、 トウモロコシを栽培している

990年から1994年にわたり責任者を配属した。 22種のハイブリド品種の第3世代と白色卜

ウモロコシの優良種が栽培され、煎述の2区域における増産見込みは、年当り 500万トン

で、すでに生産されているものを合わせると 1,l 00万トンとなりトウモロコシの自

障される。

(u) I NI FAPは、地力増強によりフリホール（インゲン豆）の自給を回復し、維持する技術

もっている。現在フリホールは200万ha栽培されている。この技術は20万haの低地潅漑耕

地で現在の生産性を2倍に向上させ、 100万haの艮好な天水耕地では、 50%の収量増大

である。

が良く、よく

、フリ

る

ールの20種類の優艮

に抵抗性である。

意さ いる。これらは調理特

(1ヽ ）コムギ生産は、研究者と生産者の努力により年々 JOOkg/ha増大し、現在、国の平均

4ton/haの収紐に逹している。 4種の新しいコムギ品種が育成され、サビ病の生物的

成功している。これは100万haの天水耕地に適用できるか、かなりの乾蝕地域でもし5

ton/ ha以上の収贔が得られ、雨が多い年には5ton/haの収凪に達することも可能である。

(:::)コメの間題については、シナロアやモレロスにおいて、間欠潅概により潅漑水の使用

を削減する研究があり、この技術により現行の半分の水紐に削減することができる。ま

た、 「浮きイネ」栽培システムによりメキシコ涜岸や太平祥嵩摩の50刀haO)冠水地域で

イネ栽培が可能である。この技術はコメの自給体割を文えるために打効であるばかりで
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輸入しているが、 89年度

の農業分野 ランス

(a)野菜の輸出の間題については、匂メキシコはアメリカ合衆国の冬季の野菜市場の60%を供

給している。 INIFAPの野菜間題に対する主要な分担課題は(1)病虫害防除技術、 (2)

漑地域における水管理、 (3) 土壌の肥沃度の維持土壌改良である。さらに、ジャガイモ

の「tizontardio」抵抗性品種を育成して、高品質のジャガイモを生産することである。

（ハ）野菜の輸出総額はおよそ5,000万ドルになるが、それに比して研究投資額の低落が顕著に

なっている。研究への投資額は、輸出総額のたった0.z,-..,o. 3%であり、しかもその90%
アメリカ合衆囚から出されている。この投資額は、先進国で当然投資すべき額（輸出

総額の1%)の1/3から1/5にしかならない。

（二）熱帯果樹（マンゴー、柑橘、アボカド、パイナップル、スイカ、メロン）については、

病虫害防除、栽培管理、肥沃度の維持、水管理、雑雌防除がINIFAPの研究課迎である。

③自然資源の有効利用の技術開発

（イ）傾斜面の農耕地の3分の2では絶えず土壌侵食が進行し、 !kgのトウモロコシの生産につい

て13kgの土壌が失われる計算になる。

(u)水食間題に取り糾むために、 INIFAPの土壌と水の保全に関する研究計画（ネットワーク）

が糾餓され、上壌タイプごとの水食可能性の研究が開始された。また、機械部門や土地

開発部門と連携して、次の研究が始められた。 (1) 「pi1 et o」システムによる畝に沿っ

た雨水の捕集、 (2)最近開発された「terrazade muro vivo」法による侵食防止で、この

方法は8"-'30%の傾斜地で効果があり、安価 (ha当り 0.Stonのトウモロコシに相当）にテ

ラスを保護することができる。
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(2). ユカタン州のウシマ

: C!MMYTとコムギとトウモロコ

: ICRISATにソルゴーの育種の専門家派造

ス令

(l)INIFAPの農菜研究の

①市場解放が行われる状況のなかで、農耕地の競争力を強めるために、 INIFAPは3年以囚に潅

漑良好地域や天水良好地域の新しいトウモロコシ栽培技術の閲発に特に力を入れる。この

術の目標は、 20万haの低地の潅漑耕地で適切な栽培管理を行って15ton/haを

る。 200万haの条件が極めて良好な天水地域では平均5ton/haの収菫を上げるようにする。

②中央高屎には白トウモロコシ雑種の第4世代を尊入する。この品種は「Nixtamaleras」

敵する特性を有し、栄養特性、枚培特性や生理特性が機械管理に適合し、高収砧であり、

要な病害の抵抗性もある。

③収凪限界を拡張するために、農耕地の荒廃を抑制するための技術開発を推進する。

④メキシコでは少ない投賢で股業生産が可能な優艮な土地はほとんどないので、農業生荘を

大させるには現在栽培されている耕地の生産性を向上させる方が好ましい。

⑤ JNIFAPは生産性の高い独自の種子を育成し、それらの認定された種子をおよそ8,000ton

している。短期間にこの種子を自由に使用できるようにし、安価で品質が良いことを小して、

研究計画に再投入できる財源を確保する。

⑥今回訪間した試験場で提案された共同研究諜題

（イ）コスタ・デ・エルモシオ：潅漑水の有効利用技術

水分需要の低い作物の等人

(u)バジェ・デル・ヤキ

(1ヽ ）ジェネラル・テラン

：潅漑地域の塩類土壌の改良

：ウィルスフリー柑橘の育成
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統計

962 19 1 1972 19忍17・8 1982 

シコ 5念319斎 7 6蒻 233令 6
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表 2

貿昂統計

1962-66 1967-71 1912函・16 1917-81 1982-86 

商品貿昂 メ コ粕出

柁入

1031.49 1263.41 

1433. 10 2070. 78 

2650.41 10756.21 21908.36 

510,54 1U39.67 12252.H 

中米地域 粕出 726.'68 1097. 60 2278. 89 {630. 52 (200. 9 5 

桧入 935. 10 1423. 03 3Ul. 27 6277.61 6326.71 
......... ~ 匹岨苓~ 直こ蕊零急｝硲勘由鱗這燐零『磁心心迩燐己苓如磁―- - - -叫心籍紅念,. ..,, ~ 畳・----・鴫亡紐- - - -也公畷＊叩溢確匂裳桑-碑ー。..囁匹如----這血・細改..疇唸-----翠

プラジル 粕出 H77. 47 2 297、81 7387. 93 16689. 77 23'22. H 
粕入 1363.59 2522. 93 10633. 08 19425. H 16 288. U 

農菓貿易 メ シコ 怜出 603. H 7 28. 76 1187. 66 2136.'2 2153. H 

輪入 161. 00 237. 04 851. 08 2365. 12 229'. 50 

.. 匹-------細----盗-----------—- -如-- -綱---------------------四-------
中米地域怜出

怜入

co 

0
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5

 

•• 6
ー
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5

 

6

1

 

842.18 1697.42 3604.16 3178.80 

23(. 86 02. 28 898. 68 90,. 02 

亨--匂9箪・-----日-----------------―---叫...—臼匹、--嘩·------畔O 嘩-------------暑皿。一
プラジル粕出 1266.20 1793.18 4770.54 8769.84 10027.H 

輪入 296.12 402.90 1088.80 2207.H 1864.12 
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表 5

コスタ・リカ農業生産データ (FAOProduction Yearbook 1990) 

1975 1980 1985 1990 

Land Use (1000 ha) 

Total Area 5110 5110 5110 5110 
Land Area 5106 5106 5106 5106 

Arab&Perm Cr 49 2F S06F 523F 529F 
Arable Land 283* 283F 285F 285F 
Perm Crops 209F 223F 238F 244F 
Per置 Pasture 1630F 2010F 2280F 2330F 
Forest&胃oodL 2200+ 1830* 1&,oF 16(0F 
Other Land 784 760 663 607 
Irrigation 36F 61F llOF 118F 

Population (1000) 
Total 1968 2285 26 42 3015 
Agricultural 729 713 7 28 729 
Econo置ical1 y 
active population 

Total 638 774 917 1052 
In agriculture 233 238 249 251 
% in Agriculture 3 6. 6 30. 8 2 7. 1 2 3. 8 

Food Production Indices (1979-81=1。0)
Food Production 9 8. 6 5 105. 58 129. 56 
Total Agriculture Production 9 8. 9 8 107.67 131. 56 
Crop Production 9 9. 0 5 105. 09 136. 72 
Livestock Products 9 8. 6 5 114. 00 116. 79 
Cereal Production 103. 95 110. 74 84. 57 

Index Numbers of Per Caput (1979-81=100) 

Food Production 9 8. 5 9 91魯 23 9 8. 12 
Total Agricul. Product ion 9 8. 9 6 93.08 9 9. 68 
Crop Production 9 9. 0 4 9 0. 8 6 103. 60 
Livestock Production 9 8. 6 0 9 8. 5 2 8 8, 4 6 
Creal Production 103. 92 9 5. 7 2 6 4. 0 7 
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:1 ~· う傘 コ，ニス

）
 
(l)社

中

削減、

餓さ

(3) 

のカ ロン大統領が政権担当

つ /JヘltN!、直介諏1」-と(/_)曲詞＼、‘延め き の

ンフ が まり、 1991 

ズエラ る横 ライ 画 ラ

ライ 画 に を

90年の対日輸出 2,300万ド 1億2649億 日

が

(4)メキシコ、ベネズエラ

日本は米国に次ぐ輸入相

出は順調に伸び、コーヒーは 3分の 1を占める。

1948年、軍隊を解体し、 49年の憲法制定で平時に軍備を保有しないことを決定し、非武装

中立を宜言している。

(7) 90年の財政は歳入761億コロン、歳出989億コロ

の増加などで

(8) 

り、 80年にはGDPの5.2 

37億7200万ドル (90年）。インフ 7• 3 /U O 

は対外和子払い、輸

は3.5 90年の

出は14億5,740万ドル、輸入は20億2,610万ドル。

(9)コスタリカ大学には日本語学科がある。日本大使館でも1975年以来日本語の講座を開設

最近では日本文化紹介活動を開始した。

2)農林業現状分析

(1)国土の自然的概況と利用状況

①中米地峡にありニカラグア、パナマと接する。中央にグアンキャステ山脈とタラマカン山

脈が走り、中央部には平均標高約1,00mの高原が展開している。太平洋岸は、海岸まで山

地が迫っているがカリブ海側の海岸には低地平原が広がっている。気候は海岸の低地では

熱帯性であるが、中央部の山岳、高原地帯は温暖である。 12-4月が乾期、 5-11月が雨期で

年間降水品は中央高原地帯で1,900mm、太平洋岸では2,000mm、カリプ海岸では2,500mmで

ある。

②国土面積は511万haであり、 FAQ農業生産年表(1990)によると耕地は52.9万haで、耕地率は

10. 3%、潅漑面積は11.8万で潅漑率は22.3%である。耕地の46%でコーヒー、バナナ、牧

草などの氷年作物が栽培されているのが特徴である。氷久草地は163万ha、森林は220haで

ある。

(2)農業生産の現状と動向

①農業総生産、作物収量は、この10年間にいずれも約30%増加しが、穀物収籠は約20%減少

した。 1人当りの農業総生産、作物収最、穀物収戴はいずれも、 1985年には5-10%減少し

た。 1990年には農業総生産と作物収量は1980年レベルに回復したが、穀物生産はさらに3

担当：尾和尚人
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゜

な る。

で

る。 6' で、 の 占 いる。

'I ' 1) ' 
↓ヽ コーヒ

苓3 、1t . c1t,. • 念 ,ヽ^1.,かj トン、 19. 3 トウモロ

V＂ 妥 、6 194防 トンで 穀物の 1979-81 り）

1:3. aから1991 8. 9 ヘゞ 35% している。

(1)自 させる 0) 特 よる環境

(2)病害抵抗性品

(3)乾期における よる

(l) 

①研究紐織

（イ）農牧省の試験研究事業は研究・ (Direccion Generai de Investigacion y Exten 

sion Agricola)により統括されている。

(u)試験場には、果樹、野菜、穀物、種子、植物保護、 コーヒーおよ トウキ

ビの 8つの

試験場 0) 

る

の5カ所に設置さ いる。

＊カルロス デュラン(CArlosDuran) : カルタゴ市周辺

＊ファビオ バウドリト (FabioBaudrit): アラフェラ県コスタリカ大農学部農場

＊エンリケ・ピメネス(EnriqueJimenes); 太平洋岸カナス地域

＊ロス・ディアマンテス(LosDi amantes) : 大西洋側グアピレス地域

＊エルアルト (ElAl to) 

研究員

②研究課題

＊マンゴー栽培における害虫の総合防除

＊マカダミアの病虫害防除の有効技術の実証試験

て約150人である。

＊アホカドの無機栄競状態

＊柑橘栽培における施肥と無機栄養

＊カカオプランテーションの地力回復技術の関発と

＊チリトウガラシの追伝子改良

＊コスタリカの野菜栽培における潅漑の必要性と潅漑技術の導入

＊タマネギのポストハーベスト特性に対する栽培密度と播種時期の影梱

＊野菜のポストハーベスト処理に対する塩素系殺歯剤の影評評価

の優艮品種の育成
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マスター

ursos Natural 
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ターも

ィッシュー唸ヵ
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の

ロフォレストリ、 2.

ーベス

17 Ph D.40 

tro de Investigaciones Agronom 

de Posgrado en Ciencia 

ク

y Re 

4尋

、
7ノ,r 

Ms 6 応 70人。

137 卜 る。

(3) 

トレーサ法による

バナナの病害抵抗性

の動態解析(IAEI)、

タンパクトウモロコシ

ランテーン、ヤム

、土壌改

（ハ）

（ホ）

ィシュー奪カ

の

で、 し＼

゜

国際

(1)農牧省農業試験場

土壌保全プロジェクト： land a, US$ 220JJ、1986-1991.

②植物保護プロジェクト： GTZ, US$ 18 

の育種： PMA, US$ 1,440刀、

(2)コスタリカ大学農学部

①植物糾織培養プロジェクト： I 

1981-8193岱

rnel l Univ. ,North Carolina Univ給，OhioUniv.,l!linois Univ.,Univ.Carnbridgeなどと

を実施している。
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共同研究への戦略的

発

図の

①農牧省試験場は研究廊設、研究スタッフとも不十分でり、適当でない。

②コスタリカ大学農業研究センターは、施設、スタッフとも適当と考えられる，ツ、

検討する必要がある。

③コスタリカの農業研究におけるCATIEの位罹付けを明確にする。

④ CATIEとの共同研究を先行させることも考えられる。

共同研究実施上の問題点

①研究費が不足し、外国への依存度が高い様子である。

②コンピューター、電話はわが国と同程度に普及している。

しく

ほとんどの乗用車が日本車であるように、わが国との交流が緊密になり、わが国への関心と

期待が高まっている。

共同研究への展望

①中央高原は火山に囲まれ、地形、土壌などがわが国に類似しているので、土壌分類や土壌保

全関係の課題に取り紐むことが考えられる。
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1) 

ぼして として 1823年までスペインの統治下にあ

ロンビアから分離して独立国と！ぶつ

クーデターが起き軍事政権が続いたが79年総選挙が実施され、 に移管した。

ド傘ウルタード政権は民主主裟の確立、社会正義の実現等を理念に政策を推進

も軍部は政治的に隠然たる影響力をもち、頻繁に軍事反乱が起きている。大統領

88年5月ボルハに、今年7月の選挙でシクストに替わった。

ペルーとの領土間題がある他は外交的にはキューバを含め東西ともに等位外交を維持して

いて間題はない。従来バナナ輸出を主とした中南米の中では最貧国であったが72年以降の石油

ームで飛躍的な経済発展を遂げた。しかし石油埋蔵凪は少なく、数年後には輸出余力は底

つくと見られている。

最近国民の40%を占めるインデイオが、都市に集中し始めており、全体に人口が著しく偏在し

た社会である。 87年大地震では大きな被害を被った。

一人当りGNP960ドル、物価上昇率49%、主要輸出品目、石油、えび、バナナ、コーヒー、JI

ベース技術協力実績 (90年まで） 51. 12億円

2)農林業動向及び牒林業技術動向

(1)土地資源

表 l 農耕地等の変動(lOOOha) 

総面積 土地 農地耕地 永年 永年 森林 其他 潅漑

年次 万km2 面積 計 作物 草地

75 28.36 27.68 2586 1720 865 2800 15250 7049 510 

80 2462 1542 920 4016 13950 7256 520 

85 2540 1600 940 4700 12400 8044 540 

90 2725 1700 1025 5150 10900 8909 552 

担当：石原修二
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口

100り人）

ロ 口 口 口釘）

る

s 035 3149 2136 951 5 

80 8123 3151 2439 840 38.6 

831『 3219 2838 975 34蕩3

89 10321 32:31 3193 992 31. 1 

90 ]0587 32 3287 996 30. 3 

91 10851 3228 33 989 29.5 

0) (l O= l O O) 

'80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 

101 103 l 92 101 116 121 120 130 137 147 154 

農業総生産指数 100 1 106 91 101 11 7 122 1 132 137 147 152 

99 115 115 80 119 118 162 188 218 202 207 232 

100 100 84 91 102 103 99 107 108 113 114 

(4) 要農産物生産状況

4 農畜産物の生産状況(lOOOha, 1 OOOMT) 

1979-81 1989 1990 1991 

品目 生産量 面積 生産最 面積 生産量 面積 生産鼠

419 686 844 1384 822 1419 799 1583 

33 35 38 26 38 30 41 28 

米 123 378 278 867 269 840 252 841 

230 247 469 428 459 501 447 665 

,t、戸、3 30 323 49 362 51 369 49 337 

71 39 84 46 74 37 84 61 

49 26 53 32 49 26 55 50 

エンドり 14 7 13 ， 7 3 12 5 （次ぺーV)
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197炉81 1989 990 1991 

ロに

3 3 

ぷ{,ヽ,^5 32 82 153 84 l 'rJ ・r ,J 

12 14 13 26 14 18 14 30 

l 0 8 '{ 6 8 ＇［ ， 8 
21 36 30 33 ［ 37 29 

パーム袖 :17 163 150 57 

.. 

ナ 2104 2576 3055 29 

7゚う夕j 728 1053 1065 1000 

し ， 7 ， J f 5 

ラム l 3 3 4 

もも 3 3 4 4 

かんきっ 638 203 185 183 

りんご 32 31 33 31 

砂糖きび 1 1 6498 80 5400 98 5700 96 5400 

コーヒ 290 82 409 129 407 135 350 114 

ココア 270 83 331 83 329 147 315 136 

家畜頭数(l000頭、 100万羽）

馬 314 460 492 512 

らば 98 124 131 134 

ろば 207 242 253 255 

牛 2987 4177 4359 1200 

豚 3417 2092 2220 2125 

綿羊 1148 1329 1420 1250 

山羊 257 298 311 300 

鶏 33 49 51 56 

北緯3度から南緯3度にわたり、赤道を挟んで270,670km2の面積がある国土は、大睦部では悔

洋との位悩的関係や地形標高によって変化する自然条件から、 1)海岸低地及び丘陵地帯 (6.

8万kmり、 2) アンデス高地(7.1万k訴）、 3)東部山麓平野森林地帯(12.4万kmりの 3地域、及

び4) コロン（ガラパゴス）諸島(7千kmり、の 4地域に大別される。沿海地帯は開析の著しい

標高250-750mの台地が海寄りにあるが、各所でアンデス高地から流れる小河川で寸断され、後

背地に沖栢平野、起伏のある丘陵地形、低椋高の山脈等が分布している。中央郎を南北に縦断
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るアン

ま

ている。

ている。

接する

00km 

の-

岸沖積平野の広がるエクア

乾燥地帯が存在する。山

いJ ー.の火山脈 (4000,....,6267m) と、その

ら成り¥つ

出し

山麓から.. アマゾン

による

の広し

しなし

、地帯分化が著しい。

り る (1991L, 

5 大睦部地帯別土地利用状況 a、1991)

地域 面精計 農業 短期作 多年生 放牧 季節 長期 非農業

用地 付作物 作 地 休閑 休耕 用

全国 2607. 7 791. 4 43.9 135 2 96 24.6 1816 

山地 639.4 295.4 27. 7 34.8 183忽8 39 l 0. 2 344 

沿海 664. l 391. 5 12. 5 87.4 222. 7 56. 1 12給 8 272. 6 

東部 1304.2 104. 5 3. 7 12. 9 85.4 9. 1 16. l 1199.7 

中央山地地帯は、その急峻な地形にもかかわらず、傾斜地面を放牧地としてはもちろん、バ

レイショ、 トウモロコシ、麦類など一般作物栽培を行う集約的な農業に利用されている。これ

らの短期作付作物栽培は主に中央山地地帯で行われるが、この地帯にはまたリンゴ、ナシ、ス

モモなどの果樹やサトウキビも多く作られている。また熱帯低地には、バナナ、コーヒー、カ

カオ、サトウキビなどの長期作付作物や短期作物としてはイネが多いことがわかる。熱帯低地

は比較的平坦な地形が多いにもかかわらず利用度は相対的に低い。いずれの地域も粗放的な放

牧利用地が農地面積の殆どを占めている。季節（一時的）休閑面積が多いのは調査時点で短期

的に作付がないことを示すが、乾期、労力不足などの変因で作付率の低下があると考えられる。

何れにしろ沿海地域、東部地域では開発が遅れ、土地利用度は山地に比べ低い水準にあり、交

通運輸などのインフラ、生産財、労力、機械等の生産手段、技術の研究普及紐餓、生産物の販

売市揚等の諸条件が伴えば開発の余地があると見られる。

1991年の農産物、農業関係資材の輸出入状況は次表のようである。

［輸出］ （単位100万USドルFOB)

一般 農産物計米 バナナカカオ豆珈琲豆ヒママ：：：ラ麻その他

2851 886 0.017 715.9 53.6 84.6 0.0 9.0 22.5 
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1

、

ど
苓
し

も全て独立会計企業体化

39心

けの 、カ ショ

あるが、今年の 7月新しい大統領

を中心とした政府機関の再編成がすすめられており、

向で機構改革が行われている。 INIAP

、特殊法人化することになっており、名称も、 InstitutoNacional 

Autonommo de lnvestigaciones Agropecuarias として、 "Autonoma(自律的）”の形容詞が

。、バ乃ため、政府出資基金として、当初2000万ドル相当の資金がが認められたが、

より、現在は半分になってしまった。それも約束だけで、未だに実行されてい

としては組織の中に独立した生産輝門を設け、生産の増加に務める方vヽ。

針である。生産物の売却により運営経費の25%は自給可能と考えられている。その他、毎年の政

府給付金、外国からの援助、民間からの委託試験、寄付等を募ってまかなっていくことを考え

ている。研究テーマも優先順位を見直して極力戦略部門に集中してゆくことを求められている。

輸出作物の開発、農産工業の振奥、国内消費の充足、等を重視して行くことになる。

(1) 作物優先度

農・畜産業研究所(INIAP)の公的機関における研究開発戦略としての評価の中で対象となる作

目を優先度の高い順序にあげれば次のようである。

1. 乳牛及び飼料作物 2. 米 3. 硬実トウモロコシ 4. カカオ 5. バレイショ 6. バナナ 7. 軟

実トウモロコシ ふ肉牛 9. 珈琲 10. 油椰子 11. 料理用バナナ 12. 大豆 13. アンデス作物

14. 亜熱帯呆樹 l 5. 柑橘類 16. ワタ 17. 大麦 18. 菜豆類 19. 落葉果樹 20. キャッサバ

21. 亜熱帯野菜 22. 熱帯野菜 23. 豚 24. ゴマ 25. その他の山地豆類 26. 寒冷地野菜 27. 小

麦

(2)優先研究課題

優先的研究課題としてはつぎのようなものが上げられている。

①生産物の生産性と品質を向上させるための技術の開発 ②ポストハーベスト技術 ③種子生

産④土壌・水資源の保全 ⑤アグロフォレストリ ⑥家畜生産 ⑦先端的バイオテクノロジ一

研究部門としては課題の整理、統合に伴う紐織合理化は不可避と見られているが、拠点数と

しては、現有の次の7地域試験場はなんらかの形で残されると思われる。

・Santa Catalina 

・Pichilingue 

• Boliche 

• Santo Domingo 

• Portoviejo 

• Napo 

• Chuquipata 
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用
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tigacion Apl icada e Inves 

さ

し、

起源

したものでなければ

し＼

゜
的

的優先順位評価表

サント > 炉I叶

カタリナ t゚チリソゲ じ令

1 ふ l a r 1 1 

2 1 2 7 

6 1 0 3 5 

4 4 8 2 

r゚゚コ 3 2 3 3 ， 1 t1 4 l 2 

7 6 1~3 ， 1 0 
8 1 4 1 1 1 4 1 3 ， 5 8 1 l 8 

1 1 7 l 2 1 0 1 l 

1 0 8 6 7 C"' d 

l 2 1 1 ， 1 3 ， 
ス スト 1 ぶ " 叉う l 3 7 6 4 

機械化 1 ,1 1 2 1 0 1 2 1 4 

ク ナポ

1 1 0 

3 

2 1 

1 2 7 

5 1 1 ， l 2 
8 5 

1 0 4 

1 3 2 

7 6 

6 ， 
1 4 l 4 

4 8 

1 I 1 3 
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の必要性が し＼

゜
が進んでいて、

8)共同研究実施上の

の

心、アンデス

0)系統

歯の伝搬経路、

ズ（一綿前記、 4)に

と

山灰土壌が広く分布し、サイクルの短い焼き＾＇りが初叩一ヽ

うした農地の地力復元技術は大きな研究テーマであると考えられる。

共同研究への戦略的アプローチ

AG  

ので、情勢の落ち着くのを

MAGの他の行政部局の中に

土壌局もそうである。手続き上間題がなければ、

ある。

さ
‘
 

いソ

る動きも見ら

うした公社、民

政治的にはやや不安定であるが、治安上特に間題はない。

られている。

の機構改革が進行中であり、交渉相手そのものが流励的である

それまでは国際機関を通して協力する。

担当している

体との協力も可能性が

付近は生活条件、研究環坑は

申し分ないと言える。地方試験場は、まだ生活条件、研究環塩条件とも間起が多い。グアヤ

ル地域はやや治安にも間題がある。

FAX通信に

が多いようである。

なものがある。許都悩でも電話はなかな

園紛争が頻発しているようであり、

がらないこと

も卜分ではない。

9)共同研究への殷望

研究テーマは低地熱幣から高冷地まで多様な農業生態環塩下のテーマについて可能であり、

国際協力としても正

NARSの体制改革の

がある。

を見ながら 探って行くことになろうかと れる。
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によって大統領に当

き上げにより、銅鉱山などの外

結呆、アメリカなどから経済制裁を たり 経済

l 

農地解放な 政策をすすめ

し、極左過激分子の活動により社

会秩序が乱れた。

'73年9月、軍と警察が軍事評議会を紐織して武カクーデターを起こし、アジェンデは殺害さ

れて社会主義政権は崩壊した。ピプチェット将軍を長とする執政評議会が国政の実権を掌振し、

政党活動を禁止し、左糞活動を徹底的に抑圧した。ビノチェット政権は、 81年3月新憲法を

させて憲政復帰の形をとったが、軍部の政治介入権を認めた憲法を楯に、強権政治を続け、'-0 

89年8月憲法改正の国民投票および12月の大統領選挙で16年ぶりに民政に復帰した。

経済的には自由主義路線を推進し、破産状態を脱し経済回復の道を進めて、現在チリは南米

の中では最も安定的に発展している経済を形成している。現在検討が進められている北アメリ

カの新しい自由貿易経済ブロック 、加、墨） (NAFTA, North American Free Trade Associ 

at ion?)に参加する可能性のある国の筆頭に上げられている。

人口は1339万人(1991)、増加率1.7%、1人当りGDP2388ドルである。人口はスペイン系、欧米

系がほとんどで、純系先住民は5%に過ぎない。農業屈用人口は60万人で、労働人口の18%を占め

ている。

経済は鉱産品の輸出に強く依存する構迎で、 GNPに占める農業の割合は8%程度で変化が殆ど無

い。輸出農産物の主なものは果実（ブドーを主とする）、菜豆、羊毛、羊肉、木材である。

担当：石原修一
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•7 I J C 7'"/::・': I 7 4, 88 4118 3920 198 12200 8680 49882 1242 

80 4234 4020 2 4 13000 8680 48966 1255 

85 4344 4116 228 13250 8800 48488 1257 

90 4526 4276 250 13500 8800 48054 1265 
. ふ....

tr~」吋

2 口

』『 --立心・~・ベ-・ • ,.--『...,.,_—. ---,・. ― ·····,·~~~w心』·-·心--―.. --―.. L. 

口 口 経済活動人口 ロの

農業人口 める

`~ ~ 

75 10350 2088 3257 642 19. 7 

80 11145 1876 3677 604 16. 4 

85 l Z 121 1783 4186 601 14.3 

89 12961 1709 4579 589 12. 9 

90 13173 1691 4672 585 12. 5 

9] 13386 1675 4763 581 12. 2 

(3)農業生産指数

表 3 食糀・農業生産指数等の変動 (1979-80=100) 

'80 '81 '8 2 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 

食糧生産指数 98 106 104 99 105 106 112 115 123 132 136 141 

農業総生産指数 88 106 104 99 105 106 112 1 l 5 123 131 136 140 

穀物生産指数 102 87 83 80 122 137 158 169 167 187 177 170 

一人当り農業 98 104 101 94 98 98 IO I 103 108 113 115 117 

総生産指数
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87 8 63 882 55 829 vc, 9 c 8 

203 I 7 l 100 105 105 122 129 

113 113 63 73 69 87 88 l 19 

工ソトナウ 17 13 7 6 6 7 6 5 

日コマj 8 ， 8 4 ， 6 2 ， 
50 25 15 8 () ぐ； 1 0 l 

43 55 61 13 32 53 29 8 

葡 118 1067 118 1037 120 11 71 106 1130 

42 126 140 163 

104 212 215 180 

127 177 20,1 210 

251 723 632 760 
ャ¥..・ ペ 21 858 52 2810 43 232S 39 2150 

(100 10 

450 500 520 520 

3650 3330 3404 3300 

1068 1400 12 51 1300 

6059 6600 6650 6650 

山 600 

18 '26 27 29 

3)農林業技術動向

リは南極大陸とイースター島等の離島を除き、南緯17。5度~56摯 0度の間に南北約4300km

わたり細長く伸びた南米の太平祥岸の国で、陸地面禎約75. 6刀平方キロを占める。東側は

3000m級のアンデス山脈、北部は乾燥砂漠という自然障壁によって陸続きの隣国の ンチン、
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南の第IX,X地域は、改良雌地による牛、羊の

イなど冷涼地作物が作られている。ソラマメ、ルーピン、

タンパク源作物として注目し研究されている。ジュいース、

ベリー、ラズベリーなどキイチゴ類も輸出
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(1) ・斎産業研究所(lNI A) : l n st i tut o Invest i gaci ones Agropecuar i as 

な巌業研究所として lnstituto de Investigaciones Agropec 

uarias)がある。 、構成の としては、農・畜産業開

(I NDAP)、生産振恥公社(CORFO)、チリ大学、チリ念カトリック大学、コンセプション大

の5機防があり、これらが上地、建物、要員等諸資産を提供して全国の各地に試験研究施設、

農場を設立したもので、設立理事会はこれらの母体機関によって構成される。実際の運営委員

会(Conscjo)は、農業大臣、農・畜産業研究所長、研究予算担当次官等行政府の代表の他、民間

の農業者協会の代表、設立母体大学代表、塙によって構成される。サンチアゴ市に管理本部が

るほか、次の 6地域試験場， 7試験地、 2事務所を運営している。

①地域農試配置

Norte(Vicuna,30度S、1991年創設、 I~IV地域対象、 17~3

Los Vilos 

La Platina(Santiago、23度S、地域としては主としてV~VI、首都圏地域、 32~35度S、

が対象であるが、他地域試験場でカバーできない分野は中心場所として対応する）

La Cruz Los Tilos Hidango 

i lamapu(Chi I !an、36. 5度S、V11,,....,V l I I地域対象、 35~38.4 

Cauquenes Human 

Carri 11 anca (Temuco、3ふ7度S、IX地域対象、 37.5~39.5疫S)

Remehue (Osorno、40.6度S、X地域対象、 39.3~44. l度S)

La Pampa Coy ha i que事務所 Chiloc事務所

Kampenaike(Punta Arenas、52. 7度S、XII地域対象、 48~55度S)

要員は約1300人（専門職200、技術補助職180、行政職200、労務職700、その内約2/3常扉い、

--146-



゜
17 ドル〔l炉 ド 令 の内 L

O
 
ら される，ヅャ、

゜

!NI人の

n
 。
^
l
 c
 
a
 

訂r
 。
fふ

（ハ）

この三つの

る。

n
 

"＂
i
 

?
：
七"a 

• Dーa
 

4
 

~
 

ヽ

ている。

・移転

目

魯畜産業およ

(11) 

輸出用旱必

し、 ］ぴり年3月

ょ

るため

門の聞発

自給

OOhい、

し＇ 

、Remehueに詞Ulla,

2000ha等となっていなパ

営規則

つ多様

の増加に

の三

ること

は便益の提供により、農畜産物の工業的変形(trans

る工程の開発を振牒支援すること。

を開発しで一般的

目の

ること。

目標または課題を している。

を開発、適応、移転する

と改善

（ホ）農村および全国の住民の生活条件の改善

（へ）非再生エネルギー源の節約および懺換

(f)政策企画および地域・全国の農業開発に関与する諸機関に必要な情報を提供すること

（り国際的に見て農業分野で起こっている科学的技術的進歩を理解し、導入するため、 INIAの

擁する人的資源および保有する施設を維持管理し、改善し、強化すること

④行動計画

以上はチリの農業を適正に発展させようとするための目標であるが、それらの具体的目標を

達成するため、次のような事項を行動計画の基本として実施している。

（イ）実際に推進しつつある研究課題を全国的ならびに地域的な最新の諸参考指標に合致させ、統

し、最新のニーズに対応したものにすること

(11)チリの農・畜産業における新規開発分野のフィージビリテイーの検討を、特に輸出の可能性

の高い分野を重視して行う。

(1ヽ ）国際的水準で開発された最新の諸知見を、迅速性、機動性のある方法でINIAの事業の中に取

り入れる。

(:::.)多様な階層の農業者の生産効率を向上させるため、生産費を低減し、それぞれの作目や営農

の諸楊面を改善するための方法を研究する。
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ニンニク、
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フリ

し
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されてい

Deli a 

よるウイル

メロン、ビーマン、 トマトなど

の低温否回避のため

コレラ汚染地区での代替作物の選定。

(d)果樹 西洋梨の台木の選定。密植適性。熟期。品質。東洋梨のcianamida hidrogenada ( 

水酸化シアナミド 開花促進剤）に対する反応。ピスタチオの品種比較。イースター島に

けるバナナ、パッションフルーツの溝入試験。パインの栽培法の改良。 Dyspyros digy 

na、珈研、茶の系統比較。ぶどうの改良。胚の再生技術による種無し系統間の交雑育種。

レリンによる果実の肥大化。線虫害の解明。抵抗性系統の評価。

(e)バイオテクノロジーなたねにおける半数体化技術の確立と小麦への適用（日本の援助）。

染色体計数法の確立。アーチチョーク、アスパラガスなどの大鼠増殖技術。ニンニクの大量

増殖とウイルスの検出。廿藷系統のin vitro遺伝子バンクの確立と増殖(CIPと共同研究）。

JICAプロジェクトに依存している部分が多い。

その他、応用昆虫、植物病理、雑虹防除、穀類のポストハーベスト、迎伝子資源、草地、

乳牛、肉牛、緬山羊等の家畜生産、生態型と生i瓦士壌肥沃度、潅漑排水、生産経済、等ほ

とんどの分野の課題が実施されている。

(2)森林研究所 (INFOR, Instituto Foresta]) 

構成母体は、 CORFO、とINDAPで、 1965年に出来た。 設立目的は、技術の創磁、適応、生産

綿門への普及により、国の森林関連産業を振邸し、発展させることにある。

サンチアゴに本部があり、支所がコンセプションにある。

紐餓構成は技術関係部として4部よりなる。

・経済調査部

• 林産産業部

• 森林資源計測評価部(InventariosForestales) 

• 林業部(Silvicul tura) 
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これまでEucalyptus属の改良によりかなり

る多様な土壌気候環境に適応性があり、新しい

の造林技術の研究に適している。ユーザーと

林産企業ととも メンバーとなっている

.•• の

ラジアタ松、ユーカリなどの樹種林の生育に関する

して収益を最大化する。

半乾燥地帯開発のための林地造成

適正樹種を選定し、その定着と管理のための技術を明らかにしてチリの乾燥・半乾燥地帯

おける林業開発に資する。 天然資源とその再生、管理、生産性に関連した研究も行う。

⑤ 人工林地

開発する。 管理

圃場、施肥、除草剤施用など。

1 9 9 1年度実施課題名

ユーカリ属の林業的管理（選定優良種栽植林での収量支配要因としての密度、施肥、新芽

管理等の管理技術の検討）

(u) ラヂアタ松造林地の集約的管理

(1ヽ ）有用樹種の追伝的改良

(:::) 2次輪換林の収鼠向上のためのInsigneマツ残演の利用

（ホ）ユーカリ屈樹種の導入

（へ）オレゴン松、およびセコイア人工迩林地の管理

（卜）針業樹種の溝入

（チ） Acasia rnelanoxylonによる人工造林

（り XI地域における森林土壌復元のための林業的技術

（ヌ）種々の自然林類型における林業的管理

(1v) チリ中部地域の乾燥・半乾燥内陸輝の林業的開発

（ヲ）山火事の防除管理

事業実施のための財源としては、一綿または全部、 CORFO(生産振保公社）に依存している。

また、ユーカリの追伝的改良、乾燥・半乾燥内麓部の開発等の課題はカナダの国際開発研究セ

ンター(IDRC)の種々の援助計画によって支援されている。
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8) 

日

ァj リカについで 2番目の

的

（補給、アクセス）

題無し＼。

（対象地域としての妥当性） 主要

漠地帯の半分が属するだけである。

（協力効果） 国自体の科学技術教育

隔国であり、 communication, logistics 

め

リ って

であり、

(J) 

して

にあるのではないかと

る貿易

のほとんど

国として、

ロン＇工

は高く、

にまた、

る。 インフレ率も

あり、熱幣は北部の砂

の発展性の展望も明るい。しかしそ

疑間があるとも言える。

人口が比較的小さく、ペルー(2200万）より少ないが、パラグアイ (100万）、ボリ

ある。

で

し¥c

協力ができると期待できる。経

視点からみた援助の必要性には

(700万）

より多い。

（語学適性） 最低限サパイバルレベルのスペイ の習熟は必要。

9)共同研究への｝展望

チリとの協力が実現すれば、従来の熱滞農林業のみでなく、温伽地中而性気候農業や、寒僻

の森林幣におよぶ，温度，地形，土壌，水文， 日長等の要因的に多様な自然条件下での農林業

の技術研究協力の蓄栢が可能となる。
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が
残
っ
て
い
る

人
¥
後
者
が

3.
 
人
口
8
億
40
00
万
人
、
増
加
率
2.
5%
、

億
53
02
万
人
，
63
%,
灌
漑
4,
21
0
万
ha
,

東
部
は
降
雨
10
00
田
n
以
上
で
稲
作
が
、
西
部

リ
一
の
屎
業
研
究
所
）
 

国
上
32
8
万
km
2
、
GN
P
35
0S
/
人

ふ
主
要
農
産
物
は
、
米
，
小
麦
，
ゾ
ル
が
A,
fウそ
us
ツ，
は
降
雨
10
00
mm
以
下
で
畑
作
が
優
越
す
る

稲
の
研
究
は
冷
ラ,
,
.. 

1,•
 

経
済
成
長
率
4.
9%
、
イ
ソ
プ
レ
率
9.
3%
、

卜
妙
タ
ン
ビ
エ
，
マ
｝
類
，
料
り
キ
ビ
，
油
料
種
子
，
シ
五
→
4.
 
18
70
年
代
に
適
正
技
術
が
主
張
さ
れ
た
最
近
t
会
(D
RR
)
と
が
9
ッ
ク
の
稲
研
究
所
(C
RR
!
)
が
中

4. 
貧
富
の
差
、
宗
教
対
立
な
ど
の
問
題
が
あ
る
4
冬
食
用
穀
物
自
給
率
!
04
%(
19
84
・ 

紅
86
平
均
）

持
続
的
農
業
の
検
討
が
行
わ
れ
た

4,, 
食
品
加
工
は
打
た
N
の
CF
TR
f
が
中
心

サ
ウ
ジ

l. 
人
口
l,
48
7
万
人
、
国
土
面
積
約
21
5
万
k
m
し
農
地
面
積
23
6
万
5千
ha
(
国
土
面
積
の
l.
i%
) 
農
業
生
産
向
上
対
策
：
肥
培
技
術
改
良
、
優
良
し
3
つ
の
大
学
に
農
学
部
が
設
置

ア
ラ
ビ
ア
（
日
本
の
5.
7
倍）

、
放
牧
草
地
85
00
万
ha
(3
9.
 5
%)
 
,
 

種
苗
、
病
害
虫
防
除
、
潅
漑
、
土
地
改
良
、

中
央
農
業
研
究
妙
タ
ー
が
研
究
幻

2. 
経
済
成
長
率
3.
2%

I
積
12
()
万
ha
(0
.6
%)
 

基
盤
整
備
、
家
斎
防
疫

（
研
究
8
部
門
で
研
究
員
75
名）

3
.
G
N
P
:
 6
,
2
3
0
$
/
人
('
89
)

2. 
労
働
人
口
約
40
0
万
人
、
農
業
労
働
人

農
業
部
門
優
遇
政
策
に
よ
り
小
麦
、
大
麦
生
産
ふ
研
究
対
象
が
大
規
摸
晨
場
や
牧
蛮
、

4. 
19
02
年
サ
ウ
ド
家
、
リ
ヤ
ド
中
心
に
平
定

万
（
労
働
人
口
の
39
.0
%)

の
飛
躍
的
増
大
t
小
麦
約
20
0
万
t輸
出
（
世
界
中
し
て
、
伝
統
的
農
業
、
放
牧
は
対
象
外

5. 
19
38
年
油
田
発
見

3. 
農
業
形
態
：
農
地
の
樗
成
（
乾
燥
地
60
.4
%
、
輸
出
国
第
6
位
に
ラ
ン
ク
）

器
業
技
術
妙
ク
→
噂
の
設
置
普
及
拡
大

6.
 
!
 
98
9
年
第
5
次
5カ
年
計
画
発
表

潅
漑
耕
地
15
.4
%
、
永
年
作
物
栽
培
地
24
.
2%
) 
ソ
ル
ガ
ム
生
産
面
積
の
低
下
(7
5年
30
万
ha
→

7. 
19
90
年
3
月
イ
ラ
ソ
と
の
国
交
断
絶

4
、
主
要
作
物
：
小
麦
、
大
麦
、
j;I,
が
ふ
↑
ツ
）
ャ
ッ
91
年
1カ
ha
)

8. 
19
90
年
8
月
湾
岸
戦
争
、
戦
争
後
国
内
民
主
化
5. 
食
糧
自
給
率
：
穀
類
84
%,
芋
類
24
%,
肉
類
56
%

の
動
き

6. 
GD
P
第
1
次
産
業
農
業
比
率
6.
6%

久
第
4
次
5
カ
年
計
画
(l
98
9)
以
降
農
業
優
遇
政
策

実
施
（
小
麦
・
大
麦
生
産
増
大
）

I
 

I
 8,
 
伝
統
的
農
業
・
放
牧
と
企
業
的
農
業
。
固
芸
心

畜
産
と
の
対
比
激
化

イ
エ
メ
ン
l. 
人
口
l,
12
8
万
人
、
国
土
面
積
52
. 
8
万
k
ct
 
(日
l. 
農
地
面
積
16
l万
ha
(
国
土
面
積
の
3%
)
、
放
IL
ズ
ー
ラ
、
ズ
ッ
カ
ム
(J
r,
カ
心
品
種
群
〉
：
広
!. 
南
北
イ
エ
と
も
農
業
研
究
技
術
者
の
絶
対

本
の
l.
4
倍）

牧
草
地
l,
60
0
万
ha
(3
0.
 4
%)
、
森
林
面
積

域
栽
培
品
種
、
生
育
旺
盛
、
安
定
性
、
耐
干
性
的
不
足

2. 
経
済
成
長
率
：
北
5.
5%
、
南
ー
3.
2%

40
0
万
h
a
(
7
.
7
%
)

2
零
作
物
品
種
改
良
：
耐
干
性
，
熟
期
改
良
（
早
生
）
、
南
北
イ

L
勾
学
農
学
部
が

3.
GN
P 
:
 北
65
0
$
 I
人
、
南
43
0
$
 I
人
（
平
均
値
2. 
労
働
人
口
29
8
万
人
、
農
業
労
働
人
口
!5
5
万
人
種
子
生
産

ふ
北
イ
エ
メ
ン
、
A
g
r
i
c
Re
se
ar
eh
 

は
日
本
の
i.
8%
) 

I
 

I
 
(
労
働
人
口
の
52
.2
%)

ふ
栽
培
技
術
：
栽
培
基
準
の
確
立
と
普
及
、
技
術
Au
th
or
it
y
が
農
業
研
究
の
中
心
的
役
割

4. 
19
 !
 
8
年
北
イ
エ
メ
ン
王
国
成
立

3. 
農
業
形
態
：
畑
耕
地
(9
3.
5%
)
冤
永
年
作
物
者
養
成
、

4
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ピ
ア
や
オ
マ
ー
ン
に
比
較

5. 
19
67
年
南
イ
エ
メ
ン
人
民
共
和
国
独
立

栽
培
地
(6
.
5%
) 

4. 
穀
物
全
体
の
生
産
低
下
の
中
で
、
小
麦
生
産
の
農
業
の
比
重
が
高
く
（
特
に
北
イ
エ
}
1
/
)
'

8. 
19
90
年
南
北
統
一
イ
エ
メ
ン
の
樹
立

4. 
主
要
作
物
：
小
麦
、
')J
I-
が
ム
、
ト
ウ
モ
a
コシ

増
大
と
ソ
ル
ガ
ム
生
産
の
低
下

援
助
に
よ
る
研
究
報
告
が
多
い

ふ
作
物
生
産
指
数
／
人
(
!
99
 i
年）
：
 47
.5
% 
5. 
南
イ
エ
メ
ン
で
は
、
近
年
、
千
ば
つ
等
自
然
災

(1
97
9-
89
: 
10
0%
と
し
た
比
率
）

害
に
よ
る
作
物
生
産
の
低
迷
が
継
続

6.
 穀
物
生
産
の
低
迷
と
農
産
物
輸
入
の
増
大

7. 
南
北
イ
エ
メ
ン
と
も
海
岸
域
、
山
岳
域
、
高
原

域
、
砂
漠
域
に
大
別
さ
れ
、
山
岳
、
高
原
域
が

穀
物
生
産
地
帯
で
あ
る
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モ
ン
諸
島
こ
き
わ
め
て
似
た
状
況
へ
疋

自
給
自
足
の
食
料
作
物
の
生
産
と
酪
出
向
け
商

品
作
物
の
生
産

2
島
に
よ
っ
て
は
も
生
活
の
た
め
の
水
源
の
確
俣

と
牧
場
な
と
農
業
開
発
に
と
も
な
う
土
害
浸
食

が
問
題
｝
こ
だ
っ
て
,
,

南
ア
フ
カ
/
1。
人
口
3,
G0
7
万
人
、
'
_
,人
口
増
加
率
2.
6%
、

国
上
面
積
12
2
万
戸
2

2'
い
P
2,
46
0$
/
人
('
8
9)
 

,
}
民
主
化
は
不
可
逆
的
、
連
立
政
権
樹
立
近
V

4. 
各
国
の
経
斎
荊
裁
が
解
除
℃
高
イ
ン
フ
レ
率

ふ
鉱
業
（
金
勺
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
等
）
、
農
業
資

源
豊
富
、
工
業
も
含
め
生
産
活
動
活
発

工
要
貿
易
祖
手
国
（
独
、
米
、
英
、
日
、
伊

7. 
民
政
は
安
定
化
の
方
向
℃
都
市
部
ぱ
安
定

農
地
1,
3!
7万
ba
(l
[J
.8
%
、
潅
が
い
ふ
料
）
草
地

,
 
l
 
3
 7
万
ha
(6
6
心
＇
！
％
）
、
林
地
に
し
万
ha
(:
L 
7%
) 

に
労
働
人
口
l,
23
万
人
、
農
業
、
人
口
17
8
万
人

(! 
3. 

ふ
ア
フ
リ
カ
唯
今
＂
ー
の
自
給
。
自
足
、
晨
業
立
国

，0
主
要
作
物
：
｝
、
ウ
モ
ロ
コ
シ
＼
コ
ム

鳳
柑
橘
類
、
羊
毛
、
皮
革
、
食
品
加
工
物

，
い
地
域
心
農
村
社
会
の
自
立
、
開
発
、
生
産
性

：
 向
上
必
須
→
国
全
体
の
政
治
・
社
会
的
安
定

l. 
;
 
ペ
イ
ス
耐
乾
性
品
種
、
臼
色
綺
晶
種
、

ぴ
小
麦
早
成
品
種
の
開
発
を
戸
指
す

2
 4
 0
糧
の
家
盃
病
害
ワ
タ
チ

イ
チ
ゴ
等
耐
病
性
系
統
を
創
出

固
有
遺
伝
資
源
の
開
足
利
用
を
目
窄
ず

5
地
芯
の
農
業
シ
-
7
テ
ム
の
開
望
が
課
題



）  

：
直
物
［
防
出

紋
培
規
模
ら
.
.

!• 
さ
L
'
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l
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各
国
の
農
オ
木
菜
眩
や
符
研
究
呵
I句

（
そ
そ
ク
:
:
>
4
)
 

国
名

政
治
・
経
済
・
民
生
の
励
向

農
林
業
動
向

農
林
業
技
術
動
向

国
立
農
業
研
究
機
悶
(N
AR
S)
の
現
況

～り
『.
..
.
ゴ

！
 

ェ
ク
ア
ド
ル

1
経
済
成
長
率
2.
9%
、
物
価
上
昇
率
49
%
、
失
業

率
13
%
、
GN
P
l. 
04
0$
/
人
('
89
)

2
人
口
10
85
万
人
、
増
加
率
2.
9%
、

国
土
面
積
27
.6
8
万
k
m
2

3
米
国
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
、
社
会
主
義
諸
国
と

の
協
調

4
石
油
、
え
び
、
パ
ナ
ナ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ

ア
輸
出
に
依
存
す
る
経
済

5
民
政
だ
が
政
情
は
や
や
不
安
定

6
石
油
資
源
枯
渇
が
近
い
不
安
あ
り

l
農
地
79
0
万
ha
、
森
林
l.
52
 5
万
ha
、
耕
地
化
率

9. 
8%
、
永
年
草
地
率
18
.6
%
、
森
林
率
39
.4
%

耕
地
潅
漑
率
20
.3
%

2
農
地
分
布
：
西
部
沿
海
(4
9
粉
）
、
中
央
山
岳

地
帯
(3
7%
)
、
東
部
熱
帯
林
地
帯
(l
3%
) 

3
労
働
人
口
33
8
万
人
、
農
業
労
働
人
口
10
0
万

人
、
農
業
就
業
率
29
.5
%

4
主
要
作
物
：
パ
ナ
ナ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ

花
弁
、
砂
糖
き
び
、
稲
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

菜
豆
、
小
麦
、
馬
鈴
薯
、
大
豆
、
わ
た
、
牛

豚
、
綿
山
羊

5
穀
物
自
給
率
62
%

6
バ
ナ
ナ
は
総
輸
出
額
の
25
%
を
占
め
る

7
輸
出
用
花
弁
が
増
加
し
て
い
る

！
ア
ン
デ
ス
高
冷
地
固
有
の
根
菜
作
物
等
の
遺

伝
資
源
が
豊
富
に
あ
り
、
自
給
的
に
栽
培
さ
れ

る
が
十
分
に
開
発
利
用
さ
れ
て
い
な
い

2
傾
斜
地
：
草
地
、
穀
物
作
、
果
樹
、
野
菜

3
熱
帯
低
平
地
は
稲
適
地
水
利
に
制
限
あ
り

大
豆
作
が
増
え
て
い
る
が
適
品
種
が
少
な
い

4
換
金
作
物
以
外
肥
料
、
農
薬
の
使
用
は
少

5
畜
産
物
需
要
度
は
高
い

!
 l
 
NI
 A
P 
(
農
し
畜
産
業
研
究
所
）
が
あ
り
、
？

地
域
試
験
場
を
持
つ
独
立
企
業
体
体
制
に
改

紐
さ
れ
る
過
程
に
あ
る
定
員
66
4
人

2
対
象
作
目
優
先
順
位
：
乳
牛
草
地
、

:I,
 
カ
）
）
オ
，
馬
鈴
薯
、
Iゞ
ア
ナ
、
印
牛
、
珈
琲
、
油
椰

子
、

7•
ラク
J
、
大
豆
、
ア
ン
デ
ス
作
物
、
果
樹

3
国
内
外
の
先
進
研
究
の
成
果
を
当
国
の
自
然

社
会
条
件
に
適
応
さ
せ
る
応
用
研
究
を
実
施

チ
リ

ー 1 5 8 |  

l
人
口
13
40
万
、
増
加
率
l.
7%
国
土
7
4. 
9
万
k訴

2
 G

~P
l 7
70
S/
人
('
89
)
、
経
済
成
長
率
5.
6
%
、

イ
ン
フ
レ
率
2
0
%
低
い
失
業
率
(
5
%
)
 

3
 8
9
年
に
軍
政
か
ら
民
政
に
移
管

自
由
解
放
経
済

鉱
物
資
源
、
森
林
資
源
豊
富

6
 
高
い
教
育
水
準
、
少
な
い
先
住
民
人
口
(5
%)

1
 農
地
18
03
万
ha
、
森
林
88
0
万
ha
、
耕
地
化
率

6.
0%
、
永
年
草
地
率
18
.0
%
、
森
林
率
11
.
8%
 

耕
地
潅
漑
率
29

合
6%

2
労
｛
動
人
口
47
6
万
人
、
農
業
労
働
人
口
58
万
人
、

農
業
就
業
率
12
.2
%

3
主
要
作
物
：
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
℃
ブ
ド
ウ

菜
豆
、
馬
鈴
薯
、
ひ
ら
ま
め
、
菜
種
、
稲
、

て
ん
菜
牛
、
豚
、
緬
羊
・
山
羊

4
穀
物
自
給
率
69
%

5
プ
ド
ウ
を
主
体
と
し
た
果
実
の
輸
出
が
最
も

重
要

2 3  

市
場
性
、
輸
出
適
性
の
高
い
作
目
の
生
産
が

優
先
さ
れ
る
．
収
穫
後
商
品
化
技
術
の
重
視

潅
祇
で
周
年
栽
培
、
多
毛
作
化

勲
植
物
防
疫
対
策
の
強
化

4
 多
様
な
農
業
生
態
系
に
適
応
し
た
、
高
品
質

多
収
、
耐
病
虫
害
抵
抗
性
品
種
の
創
出
，
導
入

企
業
的
大
規
摸
農
業
と
小
規
模
零
細
農
業

温
帯
不
良
土
壌
地
帯
で
の
造
林
面
積
拡
大

天
然
林
の
伐
採
進
行

5 6  

!N
IA
 (
農
も
畜
産
業
研
究
所
）
公
共
企
業
体
機
閲

と
し
て
運
営
費
の
50
%
を
生
産
物
売
却
等
で
官

給

2
地
域
農
試
6
ヶ
所
、
要
暴
」
30
0
人
冷
用
地
2万
い

年
間
予
算
L
71
10
万
＄

殿
略
部
門
特
に
輸
出
産
品
の
研
究
開
発
と
零

細
小
規
模
農
家
へ
の
技
術
普
及
、
国
際
研
究
機

関
、
外
国
諸
攪
関
と
の
広
範
な
研
究
協
力
の
実

施
4
 !N
FO
R(
森
林
研
究
所
〕
限
界
地
で
の
樹
種
選
定

森
林
経
済
、
森
林
管
理
で
資
源
計
測
等
実
紬
~



各
国
と
'I
'.
P>
..
.
R
 
C
 
と
の
共
同
研
究
実
施
の
た
め
の
視
点
（
そ
O
:
>
]
)
 

国
名

国
際
協
力
の
現
況

研
究
ニ
ー
ズ

共
同
研
究
へ
の
ア
プ
ロ

共
同
研
究
実
庇
上
の
問
題
点
と
展
望

イ
ン
ド

1
 イ
ソ
ド
農
業
研
究
会
議
(I
CA
R)
は
、
国
際
機
関
、
1
イ
ン
ド
東
部
の
稲
作
強
化

1
熱
研
は
以
前
、
流
通
利
用
、

外
国
機
関
と
32
の
協
定
を
結
び
、
外
国
の
2
収
穫
物
の
保
存
、
貯
蔵
、
輸
送
技
術

営
、
病
害
虫
の
研
究
者
を
派
遣
し
た
現
在
は

資
金
援
助
に
よ
る
7°
0
ゾ
ェ
ク
ト
が
10
9
あ
る
3
遺
伝
資
源
の
収
集
、
保
存
、
評
価
、
利
用

拠
出
金
に
よ
る
iC
RI
SA
T
へ
の
脈
遺
の
み

2
 7
j.
 リ
カ
は
ポ゚
ス
ト
fl----・
ス
ト
、
遺
伝
資
源
を
実
施
中
4
油
料
種
子
の
生
産
振
興

2
短
期
研
究
、
管
理
調
査
、
海
外
調
査
で
イ
ン
ド

3
 S
AA
 R
C 
(南
7
グ
7
地
域
協
力
機
樗
）
と
し
て
情
報
5
マ
メ
科
作
物
を
含
む
作
付
体
系

に
行
っ
た
人
の
数
は
74
名
を
越
え
る

セ
ソ
ク
ー
を
作
っ
た

6
塩
類
化
土
壌
へ
の
適
応
と
改
善

3
 D
RR
 
(
稲
研
究
理
事
会
）
、
CF
TR
I
(
食
品
技
術

4
世
銀
が
州
立
大
学
の
応
設
整
備
の
計
画

7
半
乾
燥
地
に
お
け
る
畑
作
技
術

研
究
所
）
か
ら
共
同
研
究
の
要
請
が
あ
た

サ
ウ
ジ

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
：

l. 
穀
物
、
特
に
小
麦
、
大
麦
の
収
量
向
上
技
術
開
l. 
3
カ
国
に
お
け
る
農
業
生
産
お
よ
び
研
究
体
制

ア
ラ
ビ
ア
l. 
中
央
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
(U
SD
A
や
FA
O
の
援
発

の
実
情
か
ら
見
て
、
研
究
設
備
の
拡
充
や
人
的

助
で
設
立
、
]9
76
年）
：
当
初
は
外
国
人
研
究
2. 
野
菜
、
果
樹
生
産
向
上
技
術
開
発
(r.
り
ス
栽
培
委
成
（
研
究
、
普
及
指
導
）
に
関
す
る
技
術
移

イ
エ
メ
ン

者
の
み
、
最
近
で
は
外
国
人
研
究
者
に
、
外
国
等）
（
重
装
備
農
業
か
ら
適
地
適
作
化
対
策
、
転
等
か
問
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

留
学
者
や
リ
ヤ
ド
大
学
出
身
者
が
参
入

杓
ゾ
7
う
t'
7)

オ
マ
ー
ン
2. 
J
 I
 C
A
の
協
力
亭
例
：
調
査
報
告
書

3. 
従
来
の
導
入
育
種
か
ら
自
前
の
交
配
等
に
よ
る
2. 
TA
RC
の
研
究
協
力
対
象
と
な
り
易
い
課
題
は
、
広
イ
エ
メ
ン
で
は
、
統
一
後
の
社
会
不
安
が
激
化

自
国
品
種
育
成
へ
の
転
換

左
蘭
の
4,
7,
 
8,
 
9
で
あ
り
、
4
と
8
は
数
回
の
し
て
い
る
。
ま
た
"
<
国
際
、
外
国
機
関
の
授
助

北
イ
エ
メ
ン
：

4. 
乾
燥
限
界
地
の
農
業
開
発
と
土
地
利
用
計
画
の
短
期
出
張
で
も
デ
ー
タ
や
材
料
の
探
索
・
収
集
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
継
続
し
た
研
究

主
要
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
農
業
研
究

策
定
（
リ
モ
セ
ン
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
A
等
の
先
瑞
が
可
能
で
あ
ろ
う

が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
う
か
不
明

ー
15
91
 

シ
ス
テ
ム
の
強
化
：

技
術
利
用
）

l. 
第
1
7゚
ロ
ヅ
ェ
ク
ト
：
FA
O/
UN
DP
 
Pr
oj
ec
t 
(1
97
3 
5. 
塩
類
集
積
お
よ
び
そ
の
回
避
に
閑
す
る
基
礎
研

3。
オ
マ
ー
ン
で
は
、
農
業
自
給
率
の
引
き
上
げ
政

-7
8)
 

究
（
塩
基
土
壌
と
ソ
ー
ダ
土
壌
）

策
が
実
応
さ
れ
て
い
る
も
の
の
冷
基
本
的
に
農

2. 
第
2
7゚
ロ
ゾ
ェ
ク
ト
：
F'
AO
/U
ND
P 
Pr
oj
ec
t 
(1
97
9 
6. 
潅
漑
法
、
施
設
に
関
す
る
研
究
開
発
（
地
下
水

業
生
産
量
が
極
め
て
少
な
、
農
業
研
究
。
普

-8
4)
 
、
こ
の
7°
a
ヅ
ェ
ク
ト
は
、
Ce
nt
ra
l
Ag
ri
 
量
、
水
質
、
流
動
特
性
潅
排
水
に
伴
う
地

及
捜
関
の
施
設
は
拡
充
さ
れ
た
も
の
の
十
分
に

-c
ul
tu
ra
l 
Re
se
ar
ch
 
Se
rv
ic
e 
Pr
oj
ec
t
と
下
水
位
変
動
各
種
潅
淑
法
、
施
設
の
開
発
）

機
能
し
て
い
る
と
は
考
ら
れ
な
い
。
TA
RC
の

の
呼
称
、
援
助
65
0
万
US
S
(
5
年
間
、
国
家
負
7. 
耐
塩
性
作
物
、
品
種
の
生
理
、
遺
伝
的
評
価

共
同
研
究
相
手
国
と
し
て
は
困
難
で
あ
ろ
う

担
3,
93
0
万
YR

8. 
耐
乾
性
、
耐
塩
性
に
注
目
し
た
植
物
遺
伝
資
源

3. 
第
3
7
•
u
ヅ
ェ
ク
ト
：
I
 
DA
/I
 F
AD
/I
ta
l 
y/
FA
O 

の
収
集
と
評
価
（
特
に
イ
エ
メ
ン
）

Pr
oj
ec
t 
(!
98
3-
88
) 

9. 
伝
統
的
放
牧
の
形
態
と
評
価
（
生
態
的
、
社
会

Ag
ic
ul
 t
ur
al
 
Re
se
ar
ch
 
Au
th
or
i 
ty
(A
RA
) 
的
長
所
・
短
所
生
産
性
と
永
続
性
な
ど
）

の
再
編
強
化

l
 
0. 
優
良
家
畜
種
の
導
入
評
価
や
防
疫
対
策
（
放

南
イ
エ
メ
ン
：

牧
、
近
代
的
牧
畜
）

南
北
統
一
ま
で
、
南
イ
エ
メ
ン
は
社
会
主
義
!l
. 
潅
漑
農
業
地
域
の
Fa
rm
in
g
sy
st
em
 
(
効
率

体
制
を
目
標
と
し
た
た
め
に
、
ソ
連
を
中
心
に
的
空
間
利
用
形
態
）
の
評
価

研
究
援
助
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

オ
マ
ー
ン
：

1.
19
50
年
代
に
英
国
の
援
助
で
、
ニ
ズ
ワ
、
ソ
ハ

ー
ル
に
農
試
験
場
を
設
置

2. 
J
 I
 C
A
協
力
で
、
地
方
農
業
開
発
計
画
調
査

、
農
業
開
発
基
本
計
画

（
現
地
調
査
は
未
実
施
）

（
現
地
調
査
は
未
実
施
）

（
現
地
調
査
は
未
実
施
）



l
イ
デ
〗
了
く
｀
ォ
-
·
)
'
.
1、
ラ
リ
ア
、
二
←
ぶ
.
.
、
ジ
一

ラ
ン
ド
、
F
A
O
な
ど
と
,
l乍
物
の
改
只
、
病

虫
害
な
ど
に
関
し
た
共
同
研
究
を
実
廊

〈
ド
ド
ク
，
？
、
～
、
ク
裂
業
研
究
所
）

パ
ヌ
7
、；；

亨
地
改
良
放
牧
管
理
に
関
す
る
妍
究
、
闘
査

普
及
、
罰
練
プ
ロ
ジ
ニ
ク
!

(
オ
-
•
;叉

~
7

リ

ア）
〔
畜
産
局
l

食
料
作
物
の
生
産
の
安
定
、
増
叩

2
新
た
な
商
品
｛
生
物
の
開
発
改
良

3
翠
地
開
発
、
放
芯
管
理

4
土
壌
の
保
全
と
肥
沃

]
6
(

') 1~
 

1,
 
個
ノ
、
，
し
、
，
心
、
ル
が
主

、
ム
プ
ド
ウ
研
究
所
：
包

t
仏、

3, 
森
林
研
究
所
：
i: 
lR
AD
、t
モ
ザ

ザ
イ
ー
ル
、
カ
ポ
ン
、
コ
ン

ビ
-
-
ク
、

し
遺
伝
資
源
開
発
＆
利
用

地
域
，
農
柑
開
発

パ
イ
テ
ク
、
作
物
育
種

4. 
生
物
防
除
、
貯
穀
宮

5. 
飼
料
資
源

生
態
系
管
理
、
木
材
利
用

！
 
2
 首
郡
詞
苓
罰
孔
所

短
期
杯
遷

マ
ダ
ガ
ス
カ

Jc
 

内
米
：
IR
R!
, 
:
 

入
土
壌
保
全
：
ス
イ
ス

ふ
畜
産
：
オ
ラ
ン
ダ

4. 
病
害
防
除
：
ス
イ
ス

ふ
綿
、
落
花
生
、
野
菜
：
CI
RA
D 

ふ
農
業
シ
ス
テ
ム
：
CI
RA
り

7
も
育
；
林
；
 C!
RA
D 

し
地
域
e
農
村
開
発

2. 
作
物
：
栽
培
。
生
態
、
作
付
体
系
、
貯
蔵

害
虫
（
特
に
パ
ソ
タ
）

土
壌
保
全
、
水
利
，
潅
が
い
技
術

ふ
草
地
利
用
¥
飼
料
作
物

凡
荒
廃
地
迅
林
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

し
政
情
安
；
こ
に
が
第
一
条
件

2. 
J
 I
C
八
lこ
よ
る
技
術
協
力

L
政
愕
不
安
‘
矛
塑
続

Z, 
研
空
環
境
(
;
'
未
整
備

3,
 
カ
ウ
>
'
タ
ー
／
ミ
；
、
の
為
カ

tふ
生
活
呉
工

リ・
-・

シ
ャ
＂
サ
ト
ウ
キ
ビ
研
究
所
以
外
は
ほ

ど
し
バ
イ
テ
ク

2。
生
物
防
除

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
（
拿
太
如
〗
況
牧
）

シ
コ
［
ソ
ノ
ラ
州
パ
ジ
ニ
な
デ
）
い
ヤ

と
コ
ム
ギ
育
種
、
潅
漑
試
験

ュ
カ
タ
ン
州
ウ
シ
マ
）
レ
試
験
場
：
IC
RI
SA
H:
::
 

ゴ
。
"
"
寸
育
種
専
門
家
脈
遺

［
潅
漑
水
の
効
率
的
利
用
技
術
の
開
発

2
土
壌
肥
沃
度
の
維
持
，
向
上
技
術
の
開
発

傾
斜
地
の
土
壌
侵
食
防
止
技
術
の
開
発

低
水
分
要
求
性
作
物
種
の
導
入

5
高
品
質
さ
高
収
性
｝
ウ
モ
ロ
コ
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と
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I
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C
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と
の
ゴ
共
戸
汀
在
汗
~
ヲ
ご
か
五
〇
＞
プ
こ
冨
2
＂
宅
見
ぷ
衷

り
つ
ビ
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国
名

国
際
協
力
の
現
況

研
究
ニ
ー
ズ

共
同
研
究
へ
の
ア
プ
,
 
__
ギ“
炉

I
 
I
コ
ス
タ
リ
カ
l
 NA
RS
①
 
土
壌
保
全
：
FA
O/
Ho
la
nd
a,
22
0
万＄
、

'8
9-
91
, 
②
 
植
物
保
護
：
G1

り
Z,
!
 
80
万＄ヽ
'
8
H
3

③
 
主
要
穀
物
育
種
：
PM
A,
l.
44
0
万
$
,

2
コ
ス
タ
リ
カ
大
農
学
部
①
植
物
紐
織
培
饗
：

ID
RC
, 
②
 
Co
rn
e!
 l
 Un
iv

な
,N
or
th
Ca
ro
li
na
 

Un
iv
. 
,O
hi
o 
Un
iv
,,
 
Un
iv
.C
am
br
id
ge
な
ど

と
各
種
の
共
同
研
究
実
廊

l
野
菜
の
病
害
抵
抗
性
品
種
の
育
成

野
菜
栽
培
の
潅
漑
技
術
の
開
発

3
農
薬
の
使
用
抑
制
し
た
病
虫
害
防
除
法
の
開
発

4
土
壌
保
全
、
土
壌
生
産
性
評
価
に
役
立
つ
土
壌

図
の
作
成

l
中
米
の
研
究
サ
イ
!
,
、
コ
ス
タ
リ
カ
が
最
邁

2
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
展
学
部
-
-
特
に
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
が
施
設
を
人
材
と
も
充
実
、
可
能
性
大

3
 NA
RS
は
筋
設
名
人
材
と
も
不
充
分

4
 CA
TI
E
と
は
t
情
報
交
換
を
緊
密
化

エ
ク
ア
ド
ル

ー ， i • [ 6 !  , 1  

1
 US
A 
(
カ
カ
オ
病
害
Es
co
ba

統
の
選
抜
評
価
）

2
 US
A-
ls
ra
el
-C
!M
MY
T(
大
麦
の
葉
さ
び
抵
抗

性
遺
伝
子
の
導
入
）

3
 C!
AT
-J
 !
CA
(
牧
草
有
望
系
統
種
子
の
増
殖
）

4
 lD
RC
 (
キ
ノ
ア
の
加
工
調
製
技
術
の
開
発
普
及

及
び
先
住
民
地
域
生
産
物
流
通
セ
ン
タ
-
)

5
 C!
MM
YT
 (
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
原
生
系
統
の
収
集
）

6
 C!
P(
基
礎
研
究
で
の
協
力
、
零
細
農
家
の
馬

鈴
薯
生
産
性
向
上
冷
ア
ン
デ
ス
根
茎
作
物
の
収

集
評
価
、
種
子
馬
鈴
薯
流
通
情
報
シ
ス
テ
ム
）

7
 CO
TE
SU
(S
W!
SS
) 
(
落
葉
果
樹
）

8
 !B
PG
R 
(
根
茎
作
物
の
系
統
同
定
技
術
）

9
 CO
RN
EL
L 
(
疫
病
菌
の
伝
搬
経
路
、
生
態
解
明
）

br
u
且
抵
抗
性
系
l 2 3 4 6  

9 ・ I

 

農
産
物
の
多
収
、
高
品
質
化
技
術
の
開
発

良
質
種
子
生
産
技
術
の
開
発

農
産
物
流
通
加
工
技
術
の
開
発

土
壌
愚
水
資
源
の
保
全

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
技
術
の
開
発

保
全

家
畜
生
産
性
の
向
上
、
改
良
育
種
と
飼
費
技

術
の
改
善

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

資
源

る
作
物
改
良

MA
G 
(
農
。
畜
産
業
省
）
か
ら
旅
生
す
る
関
係

事
業
公
社
、
公
団
も
可
能
な
協
力
相
エ

2
 IN
IA
P 
(
農
る
畜
産
業
研
究
所
）
の
中
央
試
験

場
が
協
力
視
関
と
し
て
有
望

3
進
行
中
の
体
制
改
革
の
成
行
き
を
見
届

検
討
ず
る

地
域
試
験
場
は
環
境
条
件
不
十
分

通
信
イ
ン
フ
ラ
や
や
閏
題
あ
り

政
治
的
に
や
や
不
安
定

現
在
は
石
油
産
出
で
経
済
を
支
え
>
べ
(
い
る
が
、

開
発
途
上
国
て
あ
り
¥
協
/J
の
意
諺
が
大
き
い

ゴ
ミ
け
,
 
/
 

用 と エ 術 術

給 立 加 技 技

自 確 通 明 理 成 林

糧 入 流 解 管 造 造

食 良 導 物 の 良 護 生

的 改 の 用 産 術 改 保 再

統 、 術 適 農 技 の 林 の

伝 入 技 の の 理 め 森 林

び 導 一 へ め 管 た 」 生

及 の ジ 良 た と の 析 原

物 源 口 改 の 価 生 解 る

作 資 ノ の 発 評 再 価 よ

規 伝 ク 物 開 発 の の 評 に

新 遺 テ 作 物 閉 源 地 源 種

的 の オ 的 作 の 資 草 明 資 樹

略 物 イ 略 出 術 境 廃 解 林 生

戦 作 パ 戦 輸 技 環 荒 の 森 原

1 : 3 4 5 3 5 7  

~ 9 9 : 9 , 9

、 , ＇

る
工 備 学

よ 特 ）ジ こ ） 整 流

A ｛ エ い 大

！ と 力 ， ） j o i 諸

集 ほ 刷 等 G F V r n c び

ロ C

制 交

体 間

委 e t

培 収 進 音

I Uプ
営 、 の 国 研

t , ° 及

織 良 の 促 栽 訂

r し ）

運 め 多 術

s h n ]
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